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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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──では。

　　物語の、後ご日じつ譚たんを語ろう。
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　光が生まれた。

　少し、眩まぶしい光だった。

　瞼まぶたを透すかし、網もう膜まくを刺し激げきする朝の光。

　春の光だった。

「……ぁ」

　と、声がこぼれる。

　ベッドのシーツを引き寄せた。意識はまだたゆたっている。もう少し、この心地よさに浸ひたっていたいと、朦もう朧ろうとした意識で思う。

　時間は分かっている。

　脳のう裏りに組み込こまれた電子チップは、当然今も機能しており、少女と都市サーバーの〈クリュプタ〉とをつないでいる。その気になれば、一部の脳内ホルモンに作用して、今の眠ねむ気けを追い払はらうのだって簡単なことだ。

　ただ、最近になって、生理反応に身を任せることが多くなった。

　布ふ団とんの中が気持ちいいとか、花の香かおりがかぐわしいとか、そんな感想を抱いだくことが増えていたのだ。

　それも、この一年が少女にもたらした副作用だろうか。

（……分かり……ません……）

　ぼんやりと思う。

　データが少なすぎる。

　ベッドの温かさと心地よさにかまけながら、それでも少女はゆっくり覚かく醒せいしていく。

　蒼あおい蒼い海の底から、優やさしく引き上げられるように。

　同時に、切なさもあった。

　夢見るように思っていた──自分の脳は夢など見ないはずなのに──朧おぼろな人ひと影かげが、遠くなっていく。

　ぶっきらぼうに口をへの字にした、少年神しん父ぷの姿が遠ざかっていく。

「イザヤ……様……！」

　その声が、自らの耳を叩たたいた。

　そして、覚醒してしまった。

「あ……」

　と、何もない天てん井じようを見上げる。

　やっと、自分ひとりだということに気づいたのだ。

　教会の仮か眠みん室しつである。一年前、ある少年神しん父ぷとともに住み始めた家は、自分ひとりの生活には広すぎたため、自然とこちらで眠ねむることが多くなっていた。

　遠く、学生たちの声が聞こえる。

　多分、グラウンドでの早朝練習だ。

　復興やらなにやらで学校どころではなかった半年だが、ようやっとこの春に部活も再開される運びとなっていた。潑はつ剌らつとした少年少女たちの声は、この世界が息を吹ふき返しはじめた証左のようでもあった。

　なのに。

　だというのに。

　猛もう烈れつな寂さびしさに耐たえながら、そっと少女は十字を切った。

　神を信じているわけではなく、それは少女の身体からだに染しみついた動作だったから。

「イザヤ様……」

　かつて第九祭さい器きと呼ばれた少女──ノウェムは、その言葉をよすがとするかのように、強く胸の十じゆう字じ架かを握にぎりしめたのであった。





２






「──ノウェムさんっ！」

　呼ばれたとき、少女はちょうどステンドグラスを磨みがいていた。

　古ぼけた脚きや立たつに腰こし掛かけて、丁てい寧ねいに一枚ずつ二度目の乾から拭ぶきを終えていたところである。

　学校では、ちょうど昼休みの時間だった。

「こんちわーっす！　お手伝いに来ました！」

「来ました～」

　制服を着た、ふたりの男女だった。

　もちろん、どちらもノウェムの見知った相手である。

「鈴すず木きさんに……まゆきさん」

「んっんん～、イエス！　架か城じようまゆきです！」

　黙だまっていればお嬢じよう様さまで通用するだろうまゆきが、なんとも楽しそうに敬礼する。

「押お忍す、鈴木です！」

　もうひとりの鈴木大だい悟ごは、いかにも体育会っぽい体格に、太い眉まゆ毛げと団だん子ごみたいな目をつけた少年である。

　どちらも、去年の生徒会のメンバーだった。

　半年前のごたごたで引ひき継つぎが遅おくれていたが、つい先週にようやっと完かん了りようしたと、ノウェムは聞かされていた。もっとも鈴すず木きは一年生だったので今年も別の役職についたらしい。きっと、昨年の経験を生かして、よりよい運営をしてくれることだろう。

「でしたら、明日の礼拝にそなえて長なが椅い子すと説せつ教きよう壇だんのあたりを掃そう除じしてもらえます？　雑ぞう巾きんと箒ほうきはいつもの場所においています」

「分っかりました！」

「押お忍す！　あ、ええとノウェムさん……その間につまんでいいものとか、あったりします？」

　遠えん慮りよ深げな少年の質問に、ノウェムが淡あわく微び笑しようする。

「お菓か子しでしたら、キッチンに用意してあります。今日はマカロンをつくってみました」

「お、おおおおおおお！　ノウェムさんのマカロン！　最高！　最高！　あの柔やわらかくて甘あまくて、ほろっと崩くずれる食感を味わいながらなら、いつ死んでもいい！」

「あんた、相変わらずそれだけが目当て？」

「だ、だけってことはないス！」

「ふうん。じゃあ食べてる間に刺さしてあげよっか」

「まゆき先せん輩ぱいが言うと、冗じよう談だんに聞こえないっス！」

「──け、喧けん嘩かしないでくださいね」

　ふたりのやりとりに、ノウェムが心配そうに手をあげる。

　もっとも、本気でいがみあってるわけじゃないのは、今や少女にも分かっている。まゆきも鈴木も──まあ二割ぐらいは実際に険悪なこともあるのだが──八割方はじゃれあっているだけだ。

　そんなふたりの仲が、少しだけ羨うらやましくもあった。

　淡く微苦笑を浮うかべながら、脚きや立たつから下りようとしたところで、ノウェムの目がかすかに細まった。

「あ」

　声が出たのは、あるデータが少女の脳内に伝達されたためであった。

　見とがめて、まゆきがこちらを振ふり向く。

「ノウェムさん？」

「すいません。用事を思い出してしまいました。少し留守にしますので、教会をお願いして良いでしょうか。もし鈴木さんとまゆきさんにご用事ができたら、教務室に伝えてから帰っていただいてかまわないので」

「了解ッス！」

「分っかりました～」

　コンマ一秒の狂くるいもなく、そろってお願いを承うけたまわる鈴木とまゆきである。

　こういうあたりは、非常に息のあったふたりだ。

　ばんと、まゆきが胸の中央を叩たたく。

「なんでしたら、掃そう除じは全部任せてくださってもいいですよ！　前会長からも、ここは特別に気を遣つかうよう言われてますからね！　ノウェムさんの許可さえいただければ、各所に会長盗とう撮さつ用のカメラとマイクを仕し込こんで、あらゆる角度から礼拝中の前会長をチェックさせていただく所存です！」

「それは犯罪じゃないかと思うのが私です」

　少女の言い分を、さっくりとノウェムが断たち切る。

　あれれれれれ～と斜ななめに傾かたむいたまゆきに微び笑しようして、よろしくお願いしますともう一度頭を下げてから、銀ぎん髪ぱつのシスターは教会を立ち去ったのであった。







「…………」

　尼に僧そうの背中を見送って、まゆきは不思議そうに首を傾かしげた。

「ん～、やっぱり足りないよねえ」

「あれ、まゆき先せん輩ぱいどうかしたんすか？」

　問われて、鈴すず木きの方を向く。

　早さつ速そくマカロンに手をつけているらしい。薄うす桃ももや抹まつ茶ちや色いろのお菓か子しの破は片へんを口に付けたままの後輩に、ひとつため息をついてから、まゆきはかぶりを振ふった。

「あんた一応掃除してからにしなさいよ。──まあ、たいしたことじゃないんだけどね」

　箒ほうきを握にぎって、天てん井じようを見やる。

　高い天井。

　ステンドグラスから斜めに射さす陽光ひかり。

　質素ながら、けしてみすぼらしくはない建築。質実剛ごう健けんをむねとする修しゆう道どう会かいの色が濃こい様式であった。何かと口の悪いラーフラも、この教会については不満ひとつ漏もらさず、あの説せつ教きよう壇だんに立っていたものである。

　その天井を見やって、まゆきはことりと視線を下に落とした。

「ぅわん」

「あ、ミカエル」

　鳴き声をあげたのは、恐おそれ多くも大天使の名前を借りた子犬だった。

　子というのが怪しいぐらいに大きくなってきたその犬を抱だき上げて、頭を撫なでてやりながら、まゆきは言葉を続けた。




「ただ──ここの教会、カルロさんとラーフラさん以外にも、もうひとりぐらい神父さんを呼んだらいいのにって、そう思ったの」
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　それから、三十分ほど後のことだ。

　ノウェムがいたのは、第一区の遙はるか地下であった。

　御みさ陵さぎ市民のほとんどが知らない聖せい霊れい教きようの秘密施し設せつ──なのはそのままだったが、情報の機密度は大おお幅はばに下がっていた。かつては一日に数千からの情報操作を行われていたところが、今は都市伝説程度にその存在を囁ささやかれるようになっている。

　それも、変化だろう。

　半年前の決戦を終えて、徐じよ々じよに教団の秘密主義は軟なん化かしている。

　秘密を抱かかえ込こまず、少しずつ開示していく方向で、今の教団は運営されている。けして急激ではなく、ゆっくりとゆっくりと世界を本来のカタチに戻もどしていこうとするそのやり方を、ノウェムは好ましく思っていた。

　何人かの教団員に頭を下げて、まっすぐある部屋へと向かう。

　施設の、一番奥おく。

　つまり一番重要と、暗に示されている部屋。

　教区長室。

「──失礼します」

　扉とびらを開くと、まず壁かべにかかった髑どく髏ろの骸骨旗ジヨリー・ロジヤーが目に入った。

　聖霊教の施設としては不似合い極きわまる品に、ノウェムは少しだけ安心感を覚える。

　それは、この旗はたが部屋の主あるじと似ているからだ。

　不敵で、不敬で、しかしその真実は誰だれよりもこの都市を気にかけている神しん父ぷ。

　そのためならば、自らの身もいとわぬ男。

　数秒ほど、部屋の主はモニタの向こう側でキーボードを操あやつっていたが、ようやっとこちらに気づいたかのように、顔を持ち上げた。二十代後半。獅し子しの意い匠しようを刻まれた眼帯に、わずかにカールした金きん髪ぱつがかかっている。

　カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行であった。

「──おや、ノウェムさんですか」

　椅い子すに座すわったカルロの身体からだが、すうと回転し、机から横に流れる。

　椅子とともに。

　眼帯神父は、機械式の車椅子に乗っていたのである。

　それも、半年前の戦いの代だい償しようだった。

　限界を遙かに超こえて断罪衣イスカリオテを使い続けた神父の身体は、片かた腕うでを失ったばかりではなく、歩行機能をも奪うばわれていたのだ。最初の内は、普ふ通つうに椅い子すに座すわることすらできず、リハビリは相当な苦痛を伴ともなったらしい。

　そのわりに、神しん父ぷの顔は明るかった。

「お疲つかれ様です。いや、すいませんね。データ上の報告だけでも構わないのですが、やはりあなたの口から聞きたくて」

「問題ありません。教会と生徒会のことで良かったですか？」

「ええ」

　微び笑しようしたカルロに、ノウェムはこう続けた。

「生徒会の引き継つぎは無事に終しゆう了りようしました。今は副会長だった長なが岡おか静しず佳かさんがサポートされてますが、じきに必要なくなるでしょう。幸い、新しい生徒会も私のことを気に入ってくださってるらしく、よく教会の庭で昼食を摂とってらっしゃいます」

「それは良かった」

「教会も、再建以降とりたてての問題はありません。生徒会にも手伝ってもらっていますので、私ひとりでもそれなりに回るかと思います。──それと、ミカエルも元気です。たまには顔を出してくださいませ」

「どうもあの子には嫌きらわれてるようで。また嚙かまれなければ良いですが」

「自じ業ごう自じ得とくじゃないかと思うのが、私です」

「っ──あなたにまで、言われるとは」

　一いつ瞬しゆん、さしものカルロが言葉に詰つまる。

　対するノウェムは、澄すました顔で佇たたずんだままだ。

　この半年における、隻せき眼がんの神父とシスターとの関係の変化を、如によ実じつにあらわした一幕ではあった。

　それから、

「ちょうど今、復旧状じよう況きようを確認していたところでして」

　隻眼の神父は、小さく肩かたをすくめた。

　世界各国を覆おおっていた喪そう神しん現象が、徐じよ々じよに回復しつつあるとのことだった。

　もちろん、それゆえの混乱も生まれていたし、すでに滅ほろぼされた特別指定教区の人間が蘇よみがえることもなかった。教団と朱と鷺き頭とうグループは彼らへの説明や、記き憶おくの回復度合いに合わせた復旧でおおわらわとなっている。全世界にわたる被ひ害がいの規模がどれほどだったかなど、想像さえできはしない。

　それでも。

　それでも、確かにカルロは微笑していた。

　きっと世界はよくなるはずだと、そういう希望を抱いだいていた。

「これから、喪神現象の回復に応じた公式発表や、欠損した都市を補う経済状況への介かい入にゆうと新しい輸送ルートをチェックしなければ。ノウェムさんにも協力をお願いするかと思いますが、よろしくお願いします」

「あ……はい」

　小さく、うなずく。

　それから、つい呟つぶやいてしまった。

「イザヤ様は……」

「え？」

　きょとんと瞬まばたきして、すぐにカルロは大きくうなずく。

「……ああ、半年前の、〈反救世主〉のことですか」

「────っ」

　神しん父ぷの言葉に、ノウェムが息を止める。

　そのことにも気づかぬように、カルロは言う。

「いや。よもやいまさらになって『九く瀬ぜ諫いざ也や』のクローン元──九瀬勇ゆう哉やが〈反救世主〉となるとは思ってもいませんでした。あなたがいなければ、今いま頃ごろ世界中が喪そう神しん現象にとらわれていたかもしれません。本当に恐おそろしい」

　少しおどけるように二にの腕うでを抱だいてから、カルロが眉まゆ根ねを寄せた。

「──あれ、ノウェムさん、どうしました？」

「……いえ」

　と、ノウェムはかぶりを振ふった。

　顔が強こわばるのが分かった。

　ひきつりかけた表情を一いつ瞬しゆんで覆おおい隠かくし、

「……何でも……ありません」

　そう言ったところに、新たなふたりが教区長室の扉とびらを開いたのだ。

「──おや」

「──思いがけないところで、再会ですわね？」

　片方は褐かつ色しよくの肌はだに、黒色のイヤリングをつけた少年修しゆう道どう士しであった。

　もう片方は、盲もう目もくの瞳ひとみを固く閉じた、敬けい虔けんそうなシスターであった。

　ノウェムが、振り返る。

「ラーフラ。シスター・レア」

　まさしく、そのふたりだった。

　師弟の断罪衣イスカリオテ使いが、そろってこの教区長室を訪ねたのである。

「もう、戻もどってきたんですか」

「こちらも一通り、後始末が終わりましたもの？」

　カルロが水を向けると、シスター・レアは瞼まぶたを閉じたまま、柔やわらかくうなずいた。

　柔やわらかくはあったが、確かな自信のこもった言葉でもあった。御みさ陵さぎ市しを離はなれている間に、それだけの成果を築いたのだろう。もとより宗教者の本来の仕事とは、断罪衣イスカリオテによる戦せん闘とうなどではなく、人々に心の平へい穏おんを与あたえることに違ちがいない。

「──で、何を話してたんですの？」

「いえ、前に遭そう遇ぐうした、〈反救世主〉のことを」

「ああ。半年前の決戦で〈門ゲート〉にさせられてしまったという──」

　うなずいて、傍かたわらのラーフラ弟子も言う。

　それから、いささか硬かたい面おも持もちで、こう続けたのだ。

「おふたりと違って、私は聖せい戦せんを経ていません。『九瀬諫也』なんて名前、伝説でしか聞いたこともありませんでしたし、驚きましたよ」

「…………」

　ラーフラの言葉に、もはやノウェムは何も反論しなかった。

「確か、シスター・レアはご同どう輩はいでしたね」

「最高の戦友でしたわ？　もちろん、彼がこの街で死んだ九く瀬ぜ勇ゆう哉やのクローンだったとか、そんなことは知りませんでしたけれど？　ええ、カルロはご存じでしたのよね？」

「いやまあ……ええと、それはそうなんですが。や、ほら、そのあたりは一部過激派のやったことで、聖せい霊れい教きようでも極ごく秘ひに指定されてまして。ただ、正直なところ、私も『九瀬諫いざ也や』がこの決戦に絡からんでくるとは思ってませんでした」

「あらあら、本当かしら？　実はまた腹黒いことを考えていらっしゃいません？」

「やや、勘かん弁べんしてくださいよ」

　三人が、それぞれに『九瀬諫也』を語る。

　それぞれの知る『九瀬諫也』を、確かめ合う。

　決定的な欠損に、致ち命めい的てきな欠落に、誰だれひとりとして気づかないまま。

　いや。

「…………」

　ただひとり、ノウェムだけは、ひたすら沈ちん黙もくを深くしていた。

　そうだったのだ。

　あのイコンや壬み生ぶ蒼そう馬まと戦い、〈門ゲート〉から現れようとした存在を止めたのは、ノウェムということになっていた。捕とらえられていたノウェムは自力で脱だつ出しゆつして、〈獣ベステイア〉たちと抗あらがい、ついには放ほう逐ちくするに至ったのだと。

　そんな不可能ごとが、真実とされていた。

　まともに考えればありえないそんなおとぎ話を、誰もが信じ込こんでいた。

　みんな、忘れていたのである。

　イザヤという──『九瀬諫也ホンモノ』でも『九瀬勇哉ニセモノ』でもなかった少年のことを、誰もが忘ぼう却きやくしきっていたのだ。





３






　六月の空気は、重くて冷たい。

　今にもあふれでて雨となりそうな湿度を、空気が抱かかえ込こんでいるのだ。

　ノウェムは、その空気を泳ぐように進んでいた。魚にでもなった気分だった。それも、今この瞬しゆん間かんに息絶えてしまいそうな、瀕ひん死しの白い魚。ぷくぷくとこぼれる小さな泡あわ。えら呼吸もできなくなって、魚のくせに水の中で溺おぼれかけている……

　すべて、錯さつ覚かくだ。

　サーバー・クリュプタとつながった自分の身体からだは、すべて思いのままに管理できる。

　痛みや悪お寒かんだってその例外ではない。鬱うつ屈くつとしたこの気分だって、すぐに晴らすことができるはずだ。

　──そのはずなのに。

　蒼あおくて灰色の空の下、少女は学校への帰路をわずかにそれた。

　数分ほど、西へ歩く。

　着いたのは学院からすぐ近くの、小さな共同墓地であった。

　御みさ陵さぎ市しが特別指定教区となる以前の墓地であり、これも半年前の戦いでほとんど更さら地ちになっていたのだが、今回の復旧でひそかに最優先で手を着けられた場所だった。

　その墓地の入り口をくぐって、少し歩いてから、

「……あ」

　と、ノウェムは呟つぶやいた。

　視線の先で、とある墓前に花が供えられ、人ひと影かげが跪ひざまずいていたのだ。

　長い髪かみの、美しい少女だった。

　御陵学院の制服を纏まとい、冷たい風に睫まつ毛げを震ふるわせた少女。ずいぶんと長いこと、少女は跪いたままで動かなかった。何も起きなければ、一時間でも二時間でもそうしているんじゃないかと思った。

　ふるり、と少女がこちらを振ふり向く。

「ノウェム」

「玻は璃り様」

　ノウェムが、言った。

　少女は、朱と鷺き頭とう玻璃であった。

　この少女も、半年でずいぶん面おも変がわりしていた。開花したばかりの花弁が、ふっくらと艶あでやかさを増したかのよう。おそらくは、朱鷺頭グループの後こう継けい者しやとして、世界の変化を最前線で見続けさせられてきたためだろう。

　生来の華はなやかさはそのままに、世界復興に貢こう献けんする朱と鷺き頭とうグループの後こう継けい者しやとして、少女の眼まな差ざしはさらに深みを増していた。

　素そ朴ぼくな墓の表面を撫なでて、玻は璃りは言う。

「不思議ね。今でも毎日来てしまうの。これは、彼の墓じゃないのに」

「……そうですね」

　うなずいて。

　ノウェムの顔が、初めてほころんだ。

　玻璃の言う彼が誰だれのことか、ノウェムには分かったからだ。

　そう。

　ノウェムともうひとり、朱鷺頭玻璃だけがイザヤのことを覚えていたのだ。

「今でも、胸がしめつけられるわ」

　静かに、少女が言う。

「毎朝起きるたびに、夜ベッドで横になるたびに、何か考える時間ができてしまったらそのたび後こう悔かいと絶望で死にたくなる。──でも、そんなことよりも、もっとずっと怖こわいことがあるのよ。あなたに分かる？」

「いいえ」
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　正直にかぶりを振ふると、玻は璃りは制服の胸を押おさえて、こう続けた。

「その後こう悔かいと絶望が、薄うすらいでいってしまうこと」

　少女が、告白する。

　怖こわいのは、後悔でも絶望でもなくて、忘れてしまうことだと。

　毎日死にたくなるような後悔と絶望が、ゆっくり消えていってしまうことだと。

「あなたは、イザヤ兄様──いえ、イザヤさんと最後までいられたのね」

「……はい」

　これは少し躊躇ためらってから、ノウェムは答えた。

　イザヤの正体を、自分とカルロだけは知っていたからだ。知った上で、この少女にはずっと隠かくしていた。

　いいや。

　騙だましていたのだ。

　あの少年が──イザヤこそが、『九く瀬ぜ諫いざ也や』なのだと。

　少女の中に潜ひそんでいる〈獣ベステイア〉を暴走させないという、ただそれだけのために。

　そのためだけに、少女の初はつ恋こいを弄もてあそんだ。

　自分のやったことの罪深さを、今になってノウェムは痛いほどに感じていた。

　これに比べれば、〈獣ベステイア〉の爪つめに引き裂さかれることなど何でもないというほどの、それは熱く冷たく抗あらがいがたい痛みであった。

「滑こつ稽けいだわね」

　玻璃が、呟つぶやく。

　空を見上げた呟きが、重力に負けて頰ほおを流れた。

「私は、ずっと幻げん影えいを見てただけ。半年もあの人と一いつ緒しよにいて、ただイザヤ兄様の幻まぼろしを、あの人に重ねてしまっただけ」

　言葉は玻璃の頰を伝い、透とう明めいな雫しずくとなって、地面に落ちていく。音もなく大地へ染しみて、波は紋もんをつくって、少女の哀かなしみを世界へ広げていくようにも思えた。

　そっと笑う。

「なんとなく分かってたのにね。昔のイザヤ兄様と、あのときのイザヤさんが違ちがう人だってことは」

「分かってましたか」

「ええ」

　玻璃はうなずく。

「分かっていたのに訊きけなかった。ううん、訊く勇気がなかった。〈獣ベステイア〉と戦うのなんて全然怖くないのに、イザヤ兄様の正体を訊くことだけはたまらなく怖かったわ」

　ノウェムの知る中で、最も勇ましかった少女が言う。

　少年が死んで怖こわくなったことと。

　少年が生きている内に怖かったことを。

「本当に、情けないでしょう？」

　ことりと、少女が首を傾かしげる。

「──そんなだから、あちらの私と、あなただけが、最後までイザヤさんと一いつ緒しよにいられたんでしょうね」

「…………」

　あちらの私。

　バビロンの大だい淫いん婦ぷと呼ばれた、玻は璃りのもうひとつの人格。

　その人格とも、ノウェムは出会ったことがあった。交わした言葉は、ほんのわずかだったが、そのひとつずつをはっきりと少女は覚えている。

　電子チップなどは関係なく、少女自身の心に刻まれている。




　──『それが、恋こいじゃなくてなんなの？』




　自分に向かって、そう尋たずねてくれたことを、多分ノウェムは恩義に感じているのだ。

　人形だった自分に、そんなことは関係ないとばかりに向かい合ってくれたのは、彼女だけだったからだ。もしも、彼女の言葉がなければ、ついにノウェムはあの少年への恋心に気づかず終わったであろう。

「うらやましいわ」

　と、今、玻璃が言う。

　黒こく曜よう石せきにも似た瞳ひとみは、遠くここではないどこかを見つめるようだった。遠すぎて、かえってここにいる自分自身に思いを馳はせるようだった。

　水を含ふくんで、風が吹ふく。

「私も、もっともうひとりの私と話せば良かった。〈獣ベステイア〉だと憎にくむのではなくて、〈獣ベステイア〉になるほど横おう溢いつした私自身の感情と、もっと向き合えば良かった」

　少女の言葉が、風に流れていく。

　ノウェムの銀の髪かみも、その風になびき、どこか寂さびしそうに揺ゆれていたのであった。
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　玻璃と別れた後、ノウェムは御みさ陵さぎ市しの通りを歩いていた。

　教会に戻もどらねばならない時間まで、まだいくらか残っていた。今日の実務は終わっているので、あのふたりに電話さえすれば、教会の戸と締じまりをしてもらうのも可能だろう。

　ただその前に、ノウェムはもう少し街を歩いてみたかった。

　彼の墓を訪ねたこともあるだろう。

　とりとめなく、あてどもなく、少女は歩き始めていた。

　もとより御みさ陵さぎ市しはさほど大きな街でもない。あるいは徒歩で、あるいはモノレールで、何の気なしに赴おもむいた場所は、その多くがあの少年とともに過ごしたところであった。




　──たとえば、蛾がの〈獣ベステイア〉と戦った倉庫街。

　──たとえば、生徒会の面々と遊びに行って、あの壬み生ぶ蒼そう馬まと出会った渚なぎさ。

　──たとえば、クリスマスの直前に、ケーキの材料を一いつ緒しよに買いに行ったお店。




　そのいずれにも、ひとつの共通点があった。

　以前うっすらとあった翳かげりが、払ふつ拭しよくされていたのだ。もとより明るい街ではあったが、どこかしらに沈ちん殿でんしていた闇やみ──教団が秘ひ匿とくしていた〈獣ベステイア〉との戦いが終しゆう焉えんを迎むかえ、本来の姿を取り戻もどしつつあるのだった。

　この都市も、変わりつつある。

　かりそめの平和から、本当の平和へと。

　まだまだ、混乱はあるだろう。

　世界を誤ご魔ま化かしていた喪そう神しん現象が終わり、情報操作にも限界がある以上、これからの混乱は加速度的に深まっていくに違ちがいない。その結果として大きな対立もあれば、戦乱だって起こるだろう。多数の内ない紛ふんや行き違いが頻ひん発ぱつし、戦死者も餓が死し者しやも出るだろう。

　それでも。

　それでも、さきほどカルロが微び笑しようしていたのは、確信してるからだ。

　世界は、良くなると。

　いつか、世界は〈獣ベステイア〉のことを知る。喪神現象の影えい響きようから脱だつし、自分たちを包みかけていた真の破は滅めつの正体を知る。多くの犠ぎ牲せいを伴ともないながら、ほんの少しずつであっても、平へい穏おんへの道を手た繰ぐり寄せる。

　そう、信じているのだ。

〈獣ベステイア〉などという超ちよう常じよう存在さえなければ、人類はけして滅ほろんだりしないと。

「そう……ですね」

　ノウェムも、そう思う。

　たとえ苦難の道ではあっても、滅亡だけは免まぬかれた。

　きっと、誰だれもが望んだことなのだ。喪神現象と情報操作によって保たれた偽いつわりの平穏よりも、今のような時間をこそ、皆みなが望んでいたに違いない。自分たちだって、そう思っていたからこそ、これまで長い戦いを続けたのではなかったか。

　たとえ、そのために。

　自らの身を賭とした、たったひとりの少年が忘れられても。

「…………」

　きゅ、と胸元の十じゆう字じ架かを握にぎる。

　最後の瞬しゆん間かん、実際に何があったかは、ノウェムにもよく分かっていない。

〈門ゲート〉から、今にも顕けん現げんしようとしていた巨きよ大だいな〈獣ベステイア〉──その怪かい腕わんをイザヤはひとりで登り詰つめ、頂上で最後の戦いに身を投じた。理解してるのは精々それぐらいだ。どのような戦いがあったのか、イザヤは本当に〈門ゲート〉になって〈獣ベステイア〉を向こうの世界に押おし返したのか、肝かん心じんのところは謎なぞのまま。

　ただ、忘れ去られた理由は、なんとなく推測できる。

　あのとき、世界レベルの喪そう神しん現象の中心にイザヤはいた。同じ〈獣ベステイア〉さえもが倒たおれてしまうほどの、規格外の喪神現象。その真ん中でイザヤはたったひとり〈獣ベステイア〉に抗あらがった。

　だからこそ、誰だれもがイザヤのことを忘れてしまったのだろう。

（イザヤ様……を……）

　少しだけ、うつむいた。

　例外として玻は璃りが覚えていられたのは、おそらく彼女の身体からだにいた〈獣ベステイア〉のためだ。最後のとき〈門ゲート〉から現れた正一階位の〈獣ベステイア〉。あの〈獣ベステイア〉とも、玻璃の〈獣ベステイア〉は特とく殊しゆなつながりをもっていた。

　だからこそ、あの強きよう烈れつな喪神現象にも、一定の抵てい抗こう力りよくを持ち合わせていたのだろう。

（私の場合は……機械だからでしょうか）

　喪神現象にあっても、忘れられないほどに機械だから。

　聖せい戦せんのために、本来は『九く瀬ぜ諫いざ也や』のために調整された第九祭さい器きだから。

　ノウェムという名前も、便べん宜ぎ上じようの仮称に過ぎない。本当のところは、ただ九番目ノウエムというだけの、馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらい安直な形式名。

　そして、そんな自分の役目も終わった。

　そう、きっと。

　もう自分は、二度と断罪衣イスカリオテを展開することもなく、誰かを新しい主とすることもなく、ただ静かに稼か働どう時間を磨すり減らしていくのだろう。

　それこそが、良いことなのだ。

　そう思う。

　強がりじゃなくて、今の世界こそ、あの少年がもぎとったモノなのだと信じられるから。

　ただ、そう信じるからこそ、こうして見て歩きたくなったのだろう。第九祭器としてつくられた自分の脳は、機能が停止するときまで何かを忘れたりしないのだけれど、それでも。

　それでも、少年の残したモノを確かめたくなって。

　時間のぎりぎりになって、最後に選んだ場所は変へん哲てつもないオープンカフェだった。

　そのカフェが──正確にはカフェから少し離はなれた道路こそが、最初にイザヤと出会った座標だった。

　もう、一年も前のこと。

「……ああ、ちょうど一年になるのですね」

　ぼんやりと、口にしていた。

　いつでも、少女の脳のう裏りには、そのときの映像が再現できる。

　必死に狼ろう狽ばいを押おし隠かくしていた少年の表情を、聖せい人じん『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮面を被かぶるためぎゅっと握にぎりしめていた拳こぶしの皺しわのひとつずつまでを、いつだって思い出すことができる。




　──『何じゃなくて！　あの、今の怪物は！』

　──『いやその、こっちも……ええとその……いろいろと言えない事情があるんですけれど……』




　当時、玻は璃りと少年がかわしていたやりとり。

　あのとき、御みさ陵さぎ市しへ来たイザヤは、初めて朱と鷺き頭とう玻璃と出会い、ほぼ同時に〈獣ベステイア〉と遭そう遇ぐうしたのだ。

　この〈獣ベステイア〉を討うつべく、当時起動していなかったノウェムは、輸送機によって直接戦場まで持ち込こまれた。よりにもよって、イザヤの目前へポッドごと投下され、強ごう引いんに起動パスワードと管理者権限の証明を要よう請せいしたのである。

　くすり、と少女は微笑ほほえむ。

　当時のイザヤは、どのように思っただろう。

　最低限の〈獣ベステイア〉の知識は教えられつつも、しかし戦い方などまったく知らなかったイザヤは、自分との遭遇を詐さ欺ぎか何かと考えたに違ちがいない。

　実際、詐欺そのものだ。

　ひとつでも間違えれば、自分どころかイザヤも玻璃も死んでいただろう。

　いかに当時のカルロが無む茶ちやで、しかしほかに打つ手も無かったのかが、よく分かる。いろいろな意味で、隻せき眼がん神しん父ぷは追いつめられていたのである。

　イザヤを呼んだのも、起死回生の一手というよりは、苦し紛まぎれのそれだったに違いない。

　そのイザヤが、まさか──本当に世界を救うことになるとは。

「…………」

　あのとき。

　自分は、なんて言ったろう。

　思い出す。思いだそうと、してみる。

　不思議なことに、その記録だけは、すぐ再生されなかった。おそらく自分が起動途と中ちゆうだったためだろう。初めての起動で負荷がかかり、通常の記録ができなかったと思われる。

　それでも、少しずつ記き憶おくの霧きりは晴れてきた。

　確か。

「確か……こう言いました」

　少女の唇くちびるから、自然と言葉がこぼれていた。




「……この街は……あなたを歓かん迎げいします……」




　目を閉じる。

　歌うように。懐なつかしむように。




「……この街は……あなたを愛するでしょう……」




　恋こいするように。抱だきしめるように。

　そうすれば、もう一度あの少年が帰ってくるかもと、祈いのるかのように。

　遠く、細く、長く、その声こわ音ねは通りを流れていった。

　聖せい歌かのごとく。




「私は九番目の祭さい器きです。私はあらゆる敵から、あなたを守護するものです」




　そうだ。

　あの人に、そう言ったのに。

　私はいかなる敵からもあなたを守護すると、最初に契けい約やくしたのに。

　なのに、私は結局──




　──異変は、そのときに生じた。




「……え」

　少女の、吐と息いきが止まる。

　センサーに、突とつ然ぜん反応が生まれたのだ。

　御みさ陵さぎ市しと同期しているそのセンサーは、気象状じよう況きようや交通網もう、市民の移動状況はもちろん、ネット上の情報も常にクロールし、あらゆる形けい而じ下か形而上の異常を見落とさぬ。

　そのセンサーの反応につられて、人通りの少ない路地へと走り込こみ──ノウェムは、目を見張った。

　路地の、上空数メートルほどだった。

　そこで、空が捻れていたのだ。

　光が収しゆう斂れんし、蜃しん気き楼ろうのごとく空を歪ゆがませている。穏おだやかな春の空はそこだけ陰いん鬱うつによどみ、細かな紫し電でんをまとわせた上、強きよう烈れつな風を地表へ吹ふきつけていた。

「…………っ」

　自然現象としてはありえぬ出来事に、ノウェムが立ちすくむ。

　単に、それが異常だからではない。

　異様だからではない。

　少女を硬こう直ちよくさせたのは、歪んだ空の、中心であった。

　光と音と風に飽あきたらず、漆しつ黒こくの闇やみそのものも吸い上げんとするような、その暴食の空間こそが、少女の瞳ひとみを惹ひきつけていた。

　ギチ、ギチと

　ガチ、ガチと。

　その空間の途と轍てつもない圧力を受けながら、なおも強ごう引いんに、内側から脱だつ出しゆつしようとするモノが見えたのだ。

　闇色の、生物であった。

　甲こう殻かく類るいを思わせるぬらりとした外骨格。その表面に浮うかんだ無数の瞳。

　そんな存在は、ひとつしかない。

　すなわち──

「──ま、さか！」

　刹せつ那な、少女の身体からだが大きく跳はねた。

　まさしく、その瞬しゆん間かんであった。

　捻ねじれた空間から、それの全身が抜ぬけ出す。

　刹那、烈れつ風ぷうが路地を吹き荒あれた。あたかも、無から有を生じさせた償つぐないのごとく。最大クラスの嵐あらしが、その規模だけを圧縮されたかのように、少女の身体をたやすく吹き飛ばした。

「っ──！」

　近くのビルに激げき突とつする寸前、強化された神経が、少女の身体を回転させる。

　足裏から、ビルの壁かべへと着地。九十度世界を回転させたかのような神かみ業わざであった。全身を使って衝しよう撃げきを殺し、風がゆるむとともに、再び宙返り気味に回転し、ノウェムは路地へと降り立った。

　膝ひざをついた格好で、少女は見た。

「あ、なたは……」

　目の前に立ち上がった異形に、瞬まばたきする。

　それは、ヒトガタの生物だった。

（〈獣ベステイア〉、──!?）

　およそ、影かげをくりぬいたかのような相手であった。

　大きさは、ほぼ人間の成人男性サイズ。四し肢しをそなえたカタチも、二足歩行らしき直立した姿も、一見は人間と変わらない。漆しつ黒こくの外骨格に、無数の瞳ひとみを貼はり付かせた外見は〈獣ベステイア〉固有のそれで、疑う余地もないように思えた。

　だが。

　少女が知っている〈獣ベステイア〉とは、どこか違ちがっていた。

　ヒトガタの〈獣ベステイア〉自体は、稀まれに存在する。大きさだって、けして〈獣ベステイア〉の階位とは比例しない。〈暴食〉の大罪を例外とすれば、むしろヒトガタを保てる〈獣ベステイア〉は、その多くが高位ですらあった。

　なのに、今、少女はこれまでの〈獣ベステイア〉とはまったく異なる感覚に戸と惑まどっていた。

（瞳……ですか……）

　そうだ。

　その瞳が、違う。

　少女の知りうる限り、いかなる〈獣ベステイア〉も貪どん欲よくであった。自らの大罪に基づき、その欲望を叶かなえるべく、その瞳を常にぎらつかせていた。イレギュラーな〈獣ベステイア〉──あの壬み生ぶ蒼そう馬まやバビロンの大だい淫いん婦ぷでさえ、その例外ではなかった。

　しかし、この〈獣ベステイア〉からは──

「…………」

　何も、感じられない。

　何ひとつ、感じられない。焦こげつくような〈強ごう欲よく〉も、ただただ破は壊かいのみに尽つくす〈憤ふん怒ぬ〉もない。何もかもをさげすむ〈傲ごう慢まん〉も、すべてを喰くらわんとする〈暴食〉の気配も、すべてを虚むなしいものと見なす〈怠たい惰だ〉さえもない。

（……市民の……避ひ難なんを）

　ほとんど反射的に、少女は手を振ふった。

　途と端たん、あちこちの通りに隔かく壁へきがそびえたつ。並行して起動するのは、視覚欺ぎ瞞まんのためのホログラム、はたまた逆位相の音波をぶつけ騒そう音おんを消去するアクティブサイレンサー。かつて御みさ陵さぎ市しの市民を守った機構が、半年の時間を経て、再び稼か働どうしていく。

　少女もまた、続けて囁ささやいた。

「コード──0jp[image: ]GKU」

　微び細さいな電流のコードによって、液体金属の腕うで輪わがたちまち硬こう化かしたのだ。

　ノウェムの手にあっては、複合装そう甲こうさえ切り裂さく武器。

〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉。

「あなたが……何者か、知りません」

　聖せい剣けんの切っ先を突つきつけて、少女は告げた。

「ですが、〈獣ベステイア〉であるなら、この街の敵と判断するのが私です。もしも投降の意思があるなら、三秒内に求めます」

「…………」

〈獣ベステイア〉は──〈獣ベステイア〉に酷こく似じしたそれは、応こたえなかった。

　応えなかったが、見られているのをノウェムは感じた。

　こちらを、ずっと見つめている。

　無数の瞳ひとみが、ひとつ残らずこちらを注視している。その瞳から〈獣ベステイア〉ならではの大罪を感じないだけに、その視線は自分の奥おく底そこまでを露あらわにするように感じた。

　皮ひ膚ふの、下。

　皮膚の下の、肉の内。

　皮膚の下の、肉の内の、骨の芯しん。

　いいや、もっとずっと底の底まで見つめられているような──。

　そう。

　まるで──魂たましいまでも、見定められているような。

「っ──！」

　その恐きよう怖ふが、ノウェムを突つき動かした。

　どっ、と大地を蹴ける。消失かとも思われる高速移動。

　白い手が、霞かすむ。

　強化反射神経によってサポートされた剣けんは、まさに紫し電でんの四し斬ざん撃げき。斬撃は四つにとどまらず、絶ぜつ妙みような足さばきで〈獣ベステイア〉の死角へと回り込こみながら、その数倍の弧こと刺し突とつを描えがいた。

　だが、後ろへ跳はねたのはノウェムの方だった。

　切断したはずの、異形を睨にらむ。

　すると、切り裂さかれた異形は、たちまち切断箇か所しよから癒ゆ着ちやくしたのだ。

　途と轍てつもない回復力──いや、これは時間を巻き戻もどすがごとき『再構築』であった。

「どうして……ですか」

　と、少女は漏もらした。

「どうして……反撃しないのですか」

「…………」

〈獣ベステイア〉は、答えない。

　応えない。

　ただ、無数の瞳を、静かにこちらへ据すえていた。

　ノウェムも〈獣ベステイア〉も、どちらも動けなくなった。互たがいの瞳が、蛇神メデユーサのそれと化したかのようでもあった。

　数秒とも数時間とも思われたその対たい峙じは──はたして、意外な終しゆう焉えんを迎むかえた。

「…………」

　何かしらを、〈獣ベステイア〉が呟つぶやいたのだ。

「え？」

　その囁ささやきを耳にして、ノウェムが目を見開く。

　信じられない思いだった。電子チップによって常に完かん璧ぺきな自己制御セルフコントロールを可能としている少女は、このひととき完全に我を忘れた。

「では、あなたは……」

　そう、問いかけたとき。

　乾かわいた銃じゆう声せいとともに、〈獣ベステイア〉の身体からだが揺ゆれたのだ。





「断罪衣イスカリオテ起動。我は模も倣ほうせり。我は模倣せり。我は模倣せり。我は八千五百十六回、神の奇き蹟せきが舞まい降りた状じよう況きようを模倣せり」






　聖せい句くというには、あまりに冷たい機械音声。

　何千回もの仮定試行の末に世界を歪ゆがめ、因いん果が律りつを陵りよう辱じよくし、かつて起きたであろう奇蹟を再現する──最大の冒ぼう瀆とくにして唯ゆい一いつ〈獣ベステイア〉を傷つけうる神しん聖せい兵器。古代の奇蹟を模倣・補強する後述福ふく音いん。

　鈍にび色いろの鎧よろいは、オルゴールのような聖せい霊れい機関を駆く動どうさせていた。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・ダビデの第三種奇蹟を起動。──すなわち八千五百十六回の試行を開始します」






　すなわちそれは、ダビデの奇蹟。

　神の名を掲かかげ、ただの投石をもって巨きよ人じんゴリアテを打ち倒たおしたとされる聖せい人じん──時代によっては咎とが人にんとも言われた青年の、垣かい間ま見みた現象。

　ダビデの魔ま弾だん──！

「ラーフラ様！」

「私の帰国しているときで良かった」

　振ふり返ったノウェムの視界で、愛銃グロック17・カスタムから紫し煙えんをくゆらせ、少年修しゆう道どう士しラーフラが言ったのであった。

「ノウェム。あなたは退きなさい。その〈獣ベステイア〉は私が引き受けましょう」

　褐かつ色しよくの少年修しゆう道どう士しの瞳ひとみは、ひたりと〈獣ベステイア〉に据すえられている。

　その瞳は、現実にはありえぬ凍いてついた炎ほのおを宿していた。銃じゆう口こうから続けて放たれるダビデの魔ま弾だんは準五階位までの〈獣ベステイア〉であれば、ひとたまりもなく抹まつ殺さつせしめるだろう。

　ノウェムは──その前で、両手を広げていた。

「駄だ目めです！　ラーフラ様！」

「な？」

「お願いします。今は……もう少しの間だけ、この〈獣ベステイア〉との対たい峙じを要求します」

「……断ります。〈獣ベステイア〉は滅ほろぼす以外に価値などないでしょう。たとえ、それがどのような顔でどのような妄ぼう言げんをばらまいたとて、こちらを罠わなにはめるための悪魔の誘ゆう惑わくに相そう違いありません。第九祭さい器きたるあなたなら、誰だれよりも分かるはずですよ？」

　ラーフラの言うことは、まったくの真実だ。まったくの正論だ。

　もとより〈獣ベステイア〉には人間に憑ひよう依いする能力がある。かつて食い散らかした人間の記き憶おくや姿を模も倣ほうし、人間を欺あざむく知ち恵えもある。だからこそ彼らは、聖せい典てんにおける悪魔とも比べられるのだ。

〈獣ベステイア〉。

　人間のすべてを蹂じゆう躙りんする存在。

　だが。

　だからといって、ノウェムには諦あきらめられなかった。

　同時に、ラーフラがけして退かないだろうことも理解できた。

　この少年修道士が憎にくんでいるのは、あらゆる〈獣ベステイア〉の存在そのものだ。自らの幼年時代を〈獣ベステイア〉によって台無しにされたラーフラは、何があろうと〈獣ベステイア〉の抹殺を諦めまい。

　しかし、ノウェムの聞いた〈獣ベステイア〉の言葉は──

（──あの、意味は）

　少女が、唇くちびるを嚙かむ。

　自分がこの場で為なすべきこと。

　自分が、この身でもできること。

「■■■■■■──！」

　人ならぬ声で、〈獣ベステイア〉が唸うなりをあげた。ラーフラの銃口は微び動どうだにせず、曲折加速する魔弾の射出を待っている。張り詰つめた空気はほとんど剛ごう体たいと化して、その場の全員を絡からめ取っていた。





「我は模倣する──」






　再びの、機械福ふく音いん。

　不可視の『力』が御みさ陵さぎ市しから断罪衣イスカリオテに汲くみ上げられ、聖せい霊れい機関によって変質されていく。それこそは模も倣ほう奇き蹟せきを起こすエネルギー。




　──『物理法則より上位のモノがあるとすれば？　いいえ、物理法則やこの世界自体が、たとえば誰だれかの夢のようなものだったとしたら？』




　不意に。

　そんな台詞せりふを思い出した。

　半年前、イコンと名乗った謎なぞの人物から聞いた言葉。あの少年が世界中から忘ぼう却きやくされるそのきっかけとなった出来事。

（え……？）

　強きよう烈れつな違い和わ感かんが、ノウェムを襲おそっていた。何か決定的なことを見落としているような、どうしようもない衝しよう動どう。それが不安という名の感情だということも知らぬまま、少女はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。





「我は模倣する。ダビデの投とう石せき器きを！」






　聖せい句くとともに、〈獣ベステイア〉へと魔ま弾だんが迸ほとばしる。

　空を抉えぐる銃じゆう声せい。

　同時、澄すんだ音が鳴った。

　その意味を悟さとって、ラーフラの瞳ひとみが揺ゆれた。

　魔弾は〈獣ベステイア〉を抉らなかった。それよりも速く、ひとりの少女が〈獣ベステイア〉と自分との間へ割って入り、美しい銀の刃をもって少年修しゆう道どう士しの魔弾を斬きり払はらったのだ。

〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉をもって。

「……壊こわれましたか？　ノウェム」

　まったく信じられないような顔で、ラーフラはかぶりを振ふった。

「それが、当然の反応だと思います」

　少女も言った。

　聖せい別べつされた液体金属の剣を握る少女の腕うでは、かすかに震ふるえていた。自分の今の行動を、少女自身すら理解してはいないというようだった。

　無数の瞳を持つ、ヒトガタの影かげのごとき〈獣ベステイア〉を背後に庇かばい、しかし少女はこう告げたのだ。

「それでも、今この〈獣ベステイア〉を殺させるわけにはいきません」

「…………」

　黙だまったまま、ラーフラが左手を持ち上げた。

　そちらの手にもグロック17が握にぎられていた。けして〈獣ベステイア〉から注意を離はなさず、左手の銃じゆう口こうはまっすぐノウェムへ向けられていた。

「模も倣ほう奇き蹟せきが最大の効果を発揮するのは、無論〈獣ベステイア〉を相手にしたときです。しかし、〈獣ベステイア〉以外に効果を発揮しないわけでもありません。ノウェム、あなたの身体からだを貫つらぬくのはたやすいことですよ。ましてや、断罪衣イスカリオテのないあなたがどれだけの『力』を発揮できます？」

「……分かっています」

　剣を構え、少女が言う。

　第九祭さい器きとしての機械部分は、少女の能力を通常の人間より大きく底上げしている。しかし、それをしても断罪衣イスカリオテの『力』には及およばないのだ。単純な数字上の性能スペツクでも、およそ倍以上の開きが簡単に生じ、しかも断罪衣イスカリオテの強さとは数字に表出しない部分にある。

（ですが、私の断罪衣イスカリオテは……）

　少女は、思う。

　ノウェムの断罪衣イスカリオテの展開には、契けい約やく者しやの許可を必要とする。それは皆みなに忘ぼう却きやくされた少年のものであった。

　かすかに、背後の〈獣ベステイア〉が唸うなりをあげる。

　ラーフラの銃口は、微び動どうだにしない。

「これが最後です。どいてくださいノウェム。でなければあなたごと撃うち貫きますし、もとより私の魔ま弾だんなら、〈獣ベステイア〉だけ撃つことは難しくありません」

「それも、その通りです」

　少女が認める。彼ひ我がの戦力差は絶対的。機転や戦い方で埋うめられるようなものではない。

　しかし。

　次の瞬しゆん間かんだった。

　ふたりから少し離れた場所で、アスファルトが割れたのだ。

「っ──!?」

　さしものラーフラも、これは予期しなかったろう。

　突とつ如じよ地下から現れた装そう甲こう車しやが、少年修しゆう道どう士しを轢ひくカタチで突進してきたのだ。咄とつ嗟さに地面を転がったラーフラをよそに、ノウェムは〈獣ベステイア〉の手を取った。

「乗って！」

「■■■■■──」

　ノウェムの言葉に、はたして〈獣ベステイア〉は従った。

　走行中の装甲車のシートへ素早く身を滑すべり込こませる。操縦席には誰だれも乗っていなかった。ノウェムによる遠隔リモート・操作コントロールであった。

「少し、じっとしててください！」

　叫さけんで、自らハンドルを取る。

　全力でアクセルを踏ふみ込こみ、急発進。

　都市防衛のため、通常よりもオンロードの速度性能を追求された装そう甲こう車しやは、瞬またたく間に最高速マツクススピードを弾はじき出した。都市部の景色が高速で流れ去っていき、ノウェムと〈獣ベステイア〉を区の境目へと連れ去っていく。

　その隣となりから〈獣ベステイア〉は、何かを訴うつたえようとしてるようだったが、ノウェムの方が耳を貸さなかった。

　厳しい目で、操縦席の各種センサーを睨にらみつけている。

「まだです！」

　少女は、その存在を感知していた。

　装甲車に追つい随ずいして、近くの建物の屋根を跳ちよう躍やくする鈍にび色いろのヒトガタを。

　さきほど装甲車を回かい避ひしたラーフラが、すぐさま反転してこちらを追っていたのだ。多くの監かん視しカメラを経由することで、少女には彼の呟つぶやきを聞き取る読唇することさえできた。

「……ダビデの断罪衣イスカリオテの機動速度は四階かい梯てい。地上を走る車両で私より速いものはほとんどないと知っているはずですが」

　不可解そうな少年修しゆう道どう士しの手が、新たな銃じゆうを取り出す。

　短機関銃サブマシンガンであった。





「我は模も倣ほうする。ダビデの投とう石せき器きを！」






　再び、空中で唱えられる機械福ふく音いん。

　いっそ軽快なフルオート射しや撃げきの銃声が、虚こ空くうに幾いく多たの魔ま弾だんを放った。

　堅けん固こなコンバットタイヤも、模倣奇き蹟せきを宿らせた銃弾の前には紙くずのごとく撃うち抜ぬかれ、空気圧を調整することすらかなわずに次々と粉ふん砕さいされた。しかも、ラーフラの意思のこもった魔弾は、疾しつ駆くする最中の右側の四連タイヤだけを破は壊かいしてのけたのだ。

　バランスを崩くずした装甲車が、大きく揺ゆらいだ。

　地面との摩ま擦さつを半はん端ぱに失い、これまでの速度を殺しきれずにスピンする。数トンという巨きよ大だいな鉄の塊かたまりはそのまま電柱をいくつも砕くだきながら、轟ごう音おんとともに通りの隅すみに横転した。

「……完かん了りよう」

　狙ねらったとおりの結果にかすかな満足を覚え、ラーフラは慎しん重ちように装甲車へと近づいていった。今の衝しよう撃げき程度では〈獣ベステイア〉もノウェムも大した傷は負うまい。断罪衣イスカリオテを纏まとう自分に対して、ほとんどの反撃は通用しないが、用心するにこしたことはなかった。

　ゆっくりと歩いていくラーフラの目前、

「っ────！」

　突とつ然ぜん、異変が生じた。

　道路から持ち上がった隔かく壁へきが、少年修しゆう道どう士しの四方を閉ざしたのだ。

　それも、彼は予想していた。先のように装そう甲こう車しやを遠隔リモート操作コントロールできる以上、この街の仕し掛かけはすべてノウェムの制せい御ぎよ下かにある。だが、逆にどのような仕掛けを施ほどこしても、ノウェムの指令を逆探知すればある程度の先読みはできる。世代的に新しい彼の断罪衣イスカリオテには、それだけの細工をする余よ裕ゆうもあった。

　しかし。

　彼の逆探知にかからなかった、もうひとつの反応が区外から急接近してきたのだ。

（遠隔操作では──ない!?）





「我は模も倣ほうする。ダビデの投とう石せき器きを！」






　フルオートを隔壁へ叩たたきつける。

　通常なら、短機関銃じゆうの弾丸など隔壁には通じぬ。しかし、そこに模倣奇き蹟せきの『力』が加わった今、十秒足らずで人がくぐれるだけの穴が開いた。

　そのまま装甲車へしがみつき、力ずくで操縦席の扉とびらをもぎとる。断罪衣イスカリオテとしては出力が低いタイプとはいえ、その程度はたやすい。

　しかし、

「な──!?」

　目を、見開く。

　装甲車に、すでにノウェムは乗っていなかった。ラーフラが隔壁を破る間に脱だつ出しゆつした？　いや、それにしても早すぎる。ありえるとしたら──

（──スピンしてる最中に、装甲車の陰かげから脱出していた!?）

　それも、不可能ではない。

　断罪衣イスカリオテを展開してなくても、ノウェムならその程度のことはしてのけるだろう。〈獣ベステイア〉もまた、少女に従ったということか。いいや、ラーフラの追つい撃げきによって、この位置で装甲車が横転することさえ、すべてノウェムの思おも惑わく通りであったやもしれない。

（あの、反応！）

　さきほど急接近し──今離はなれていこうとしている反応へと、振ふり返る。

　主の意思に従い、断罪衣イスカリオテのセンサーが視界を増強する。市し販はん品ひんにはありえぬ速度で走る、真しん紅くのスポーツカーを少年修道士の瞳ひとみは捉とらえた。

　ばかりか、すでに数百メートル離れた操縦席から一いつ瞬しゆんだけこちらを振り返り、口走った言葉さえも耳にした。

「──ごめんなさい、ラーフラさん！」

　その声を、ラーフラは知っていた。

　この街において最重要人物ＶＩＰとされる、ある少女の声こわ音ねであった。むしろ少年修しゆう道どう士しの身体からだを縛しばったのは、その声の主を悟さとったことだったやもしれぬ。

「玻は璃り……様？」

　茫ぼう然ぜんと、数秒立ちつくす。

　その数秒こそ、致ち命めい的てきだった。

　車両を吞のみ込こんだ地下への入り口は、即そく座ざに何重もの隔かく壁へきを下ろし、特とく殊しゆ樹じゆ脂しまで注入して、追うべき道筋を完全に塞ふさいだのである。
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「……サーバー・クリュプタから都市サーバーへの介かい入にゆうがありました。ノウェムの行方は探たん索さく不能です。現状、サーバー・クリュプタの介入を阻そ止しするべくチームを組んでいますが、すべての介入を停止するには八時間以上かかる見込みです」

「なるほど」

　オペレーターからの報告を聞いて、カルロは軽く自分のこめかみをつついた。

「ある程度後手に回るのは仕方ありませんね。もともと、この街とノウェムとは同一ですし」

　目と目の間を揉もむ。

　教団本部の、教区長室であった。

　ラーフラの連れん絡らくから、およそ十数分が経過していた。あれからノウェムと〈獣ベステイア〉を探知しようとした行動はすべて空から振ぶりに終わったものだ。おまけに玻璃とも連絡がとれなくなっており、ラーフラが最後に見たという証言まで裏付けされてしまっていた。

　柔やわらかな椅い子すに体重を預け、ため息をつく。

「お疲つかれですか？」

「少し。──しかし、解げせません。なぜノウェムが？」

「極度の喪そう神しん現象はコンピュータにも影えい響きようを与あたえるとの論文があります。ましてノウェムの脳自体は人間のものです。影響を受けたとしてもおかしくありません」

「…………」

　オペレーターの言葉は、もっともだ。

　ノウェムが初めて起動してからすでに一年近く経たつ。その間に蓄たくわえた人としての経験が、逆に〈獣ベステイア〉につけいられる隙すきとなったとしても、けしておかしくはあるまい。

　人らしくあるというのは、そういうことだ。

　善よきも悪あしきも、その双そう方ほうを引き受けるということだ。まして、あの第九祭さい器きがどんどん人間らしくなっているのは、カルロも知っていることではなかったか。

　だが。

　本当に、それだけか？

「玻は璃りさんは、どうしてノウェムを助けたんでしょう？」

　呟つぶやいて、カルロが沈ちん思しする。

〈獣ベステイア〉が現れた当時、玻璃は比ひ較かく的てき近くの墓地にいたことが判明している。しかし、だからといって同時に喪そう神しん現象に陥おちいるとは思えない。もし、そうだとしたら、一いつ般ぱん市民にも被ひ害がいが出ているはずだ。

　分からないことだらけである。

　何もかもが解決して半年の時間が経たち、やっと世界に光が射さしたかと思ったところであったのに。

　答えの出ぬままに、扉とびらが開いた。

「結局、どうなりましたの？　カルロ」

　瞼まぶたを固く閉ざしたまま、尼に僧そうがこちらへと問いかける。

　シスター・レアが入ってきたのだ。

「もう、事情は聞いたんですか」

「ラーフラからひととおりでしたらね？　半年ぶりに出現した〈獣ベステイア〉が、ノウェムと玻璃さんと一いつ緒しよに逃とう亡ぼうしたと聞いてます。報告が真実なら、あの事件以降、全世界で初めて目もく撃げきされた〈獣ベステイア〉ということにもなりますわ？」

　いつも通りの、独特な疑問形の口調。

　それにどこか救われた気持ちになって、カルロは肩かたをすくめた。

「とりあえず打てる手は打ってますが。なにしろノウェムはこの街に最も深くつながっています。すぐさま拘こう束そくというのは難しいでしょう。場合によっては、あなたの眼にも手伝ってもらうかもしれません」

「それはもちろんかまいませんけれど……おかしな話ですわね？」

　ことりと、シスター・レアが首を傾かしげた。

「何がです」

「だって、第九祭さい器きとはいっても機械でしょう？　だったら、いくらよくできた機械だろうと、故障は考えられるはずよ？　最終的な制せい御ぎよ方法がないなんておかしな話じゃなくて？」

「ああ。元来の登録者である『九く瀬ぜ諫いざ也や』が生きていれば、どうにでもなったんでしょうけれど、私たちは所しよ詮せん第九祭器の倫りん理り基準──いうなれば、彼女の好意で手伝ってもらってるだけですから……」

「どうかしました？」

「……いいえ」

　カルロが、かぶりを振ふった。

　少しだけ、妙みような疑問が頭をよぎったのだ。




　そういえば。

　そういえば──そもそも、ノウェムを起動させたのは誰だったろうか？
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　御みさ陵さぎ市しの地下には、大規模な立体通路が広がっている。

〈獣ベステイア〉を迎げい撃げきする都市として、一いつ般ぱん人じんを守りつつ最速最大規模で対策部隊を送り込こめるよう、さまざまな設備を構築した結果であった。必要な経路の一部は都市サーバーとサーバー・クリュプタの協議によってそのたび形成されるため、これらの地下構造を完全に把は握あくしている者はただひとりを除いていない。

　ただひとり。

　つまり、第九祭さい器きたるノウェムだけということだった。

「……ありがとうございます。突とつ然ぜんのことで、驚おどろかせてしまったでしょうか」

　少女は今、いくつもの金属柱が並び立つ、地下の広間に佇たたずんでいる。

　地下構造をつくりかえるための結合点のひとつで、通常の監かん視しカメラやマップからは認識しづらい場所だった、同時に、最大限の電子干渉ハツキングを行って自分たちの足取りを隠かくしており、すぐに発見されることはないだろうと思われた。

　そして、礼を言われた相手は困ったように顔をしかめたのだ。

「驚いたの驚かないのじゃないわよ。いきなりカルロ神しん父ぷの車が自動操縦でやってきたかと思うと、あなたの声で『助けてください』とか喋しやべり出すんだもの」

　近くに停とめた真しん紅くのスポーツカーアルフアロメオをちらりと見て、玻は璃りが言う。

　この車は、本来カルロのものであった。ノウェムが掌しよう握あく可能で、かつ玻璃の近くにあって必要な性能スペツクを満たしたものと絞しぼったとき、ちょうど条件に合ったのがこのアルファロメオだったのだ。

　もっとも、ノウェムを回収して即そく座ざにハンドルを切り、ラーフラに追つい跡せきの隙すきを与あたえずこの地下へ逃にげ込んだドライビングテクニックは、玻璃自身のものだ。自ら〈獣ベステイア〉と戦い、足手まといとならぬだけの『力』を求めて、この少女は各種ヴィークルの運転技術を磨みがいていたのであった。

「……まあ、カルロ神父が大切にしてるアルファロメオだし。あの人が後で泡あわを吹ふくかと思うと、少しだけ愉ゆ快かいだけれど」

　言って、ちら、と視線を三人目の人ひと影かげへ傾かたむける。

　つまり、〈獣ベステイア〉へと。

　こちらは、地下に入ってからは一切自分から動くことはなく、ただノウェムと玻璃の指示にのみ従っていた。それだけとれば忠実な従者のようにも思えるが、〈獣ベステイア〉としての基本形状──昆こん虫ちゆうにも似た外骨格や表面に貼はり付いた瞳ひとみに違ちがいはないため、極きわめて不ぶ気き味みなシチュエーションとなっている。

「どういうこと？」

　改めて、玻は璃りが問う。

「あなたがああ言ったから、助けには入ったわ。でも普ふ通つうだったら、あなたが狂くるったとしか思わないわよ。今、この時点で、私も信じ切れてないもの」

「そうだと……思います」

　ノウェムもうなずいた。

「ですが、この〈獣ベステイア〉は……こう言ったんです」

「〈獣ベステイア〉が？」

「はい」

　ほかは、人間に理解不能な言語を発しているこの〈獣ベステイア〉だが、その数言だけは例外だった。

　ノウェムには、こう聞こえた。




　──『イザヤ……カエッテ……クル……』




「イザヤ様が、帰ってくると」

「…………」

　ノウェムの言葉に、玻璃が沈ちん黙もくする。

　かまわず、少女は続けた。

「ほかの人に言っても絶対に理解されません。イザヤ様の存在を忘れている以上、そもそも理解する余地がありません。仮に、私たちが説明してイザヤ様の存在を認めたとしても、だからといって〈獣ベステイア〉に騙だまされるような危険は犯おかさないでしょう。そうした判断を当然で正しいものと思うのが私です」

　カルロたちの正当性を、少女は微み塵じんも疑ってない。

　疑わないが、それでも従えないのだ。

　あの少年こそは、彼女自身が定めた、自分の第一優先順位なのだから。

「…………」

　玻璃は、少しの間沈黙してから、きゅっと唇くちびるを引き締しめた。

「……これが、おかしな〈獣ベステイア〉であることは認めるわ」

　そう言って、ノウェムへ向き直る。

「だけど、この〈獣ベステイア〉が口にしたことが真実とは限らないでしょう？　仮に真実が含ふくまれていたとしても、私たちに何かできるとも限らない。それに、こんな命令違い反はんをしたら、私はともかくあなたは……」

「はい。途と中ちゆうで捕つかまれば──いいえすべてがうまく運んだとしても、私は廃はい棄きされる目算が高いと思います」

「それでも、イザヤさんを助けられることに賭かけたいの？　悪いけれど、成功の公算が高いようには思えないわ」

「いいえ」

　玻は璃りの言葉に、ノウェムはかぶりを振ふったのだ。

「賭けじゃありません。賭けならば、するかしないかという選せん択たくが含ふくまれるでしょう。ですが、ほんの少しでもイザヤ様に会える可能性があるなら、こうするのは必然なのが私です」

　はっきりと、何のよどみもなく、少女は言い切った。

　そこにあるのは機械ならではの冷たい選択ではなく、自ら選び取ったものだけが持ち得る峻しゆん厳げんなる意志の光だった。

　少女のその瞳ひとみを見て、

「……あ～あ」

　と、玻璃は天てん井じようを仰あおいだのだ。

「玻璃様」

「なんでもないわ」

　かぶりを振る。

　長い黒くろ髪かみが、地下の空気に揺ゆれた。

「ただね。そんなあなただから、あのイザヤさんに最後までついていけたんだと思ったのよ」

「最後までは……ついていけませんでした」

「でも、あなたが一番ギリギリまで一いつ緒しよだった。それは本当でしょう？」

「……はい」

　少女が肯定すると、玻璃はそっと微び笑しようした。

「あなたはそのことを誇ほこりに思っていいわ。誰だれでもできることじゃない。第九祭さい器きだからじゃなくて、断罪衣イスカリオテの資格者だからじゃなくて、あなただからそこまでついていけたのだもの」

　玻璃の言葉に、ノウェムはしばし息を吞のみ込こんだ。

　そんな風に評価されることは、初めてだったからだ。第九祭器でも断罪衣イスカリオテの資格者でもなく、ノウェム自身を評価してもらえるのは少女にとって初めての経験だった。

　いや。

　ふたりだけ、いた。

　あの少年と、もうひとり──たった一夏だけノウェムと交流した女学生。鏑かぶら木ぎ遙はるか。

　思えば、少女にとって彼女こそが、唯ゆい一いつの親友ではなかったか。

「今、気づいたんですが……」

「何？」

「玻璃様が、私に丁てい寧ねい語ごを使わなくなったのは、いつからでしょう」

「さあ？　いつだったかしら」

　はぐらかして、玻は璃りは答えない。

　ノウェムにしたところで、本当に知ろうと思えば、頭脳に仕し込こまれた電子チップを少し働かせれば済む話だったろう。そうしなかったのは、そんなことに大した意味はないと、分かっていたから。

　大事なのは──意味があるのは、今こうして話せていることだと、どちらも知っていたから。

「さて、じゃあ何から始めればいいの？　この〈獣ベステイア〉が帰ってくるって言ってるだけじゃ、何をしていいか分からないわよ？」

「それについては、考えがあります」

　ノウェムが、振ふり返る。

　その場所で、〈獣ベステイア〉はふたりを見つめていた。

　身じろぎもしないその〈獣ベステイア〉は、しかしふたりの会話をじっと聞いていたようにも思えた。

「この〈獣ベステイア〉に貼はりついた瞳ひとみは一定時間ごと、一定方向に視線をやっています。さきほどから計測していましたが、時間・方向ともに狂くるいがありません。基本的には、第一区の地下であろうと推測します」

「そこに、イザヤさんが帰ってくるわけ？」

「分かりません。ですが、手がかりはあるのではないかと思います」

「いい加減な話ね。あなた、本当に壊こわれてきたんじゃないの？」

「申し訳ありません」

　少女が身を屈かがめると、玻璃がぷっと噴ふき出した。その仕草がかつてのラーフラの物まねだと分かったからだ。いつも申し訳ありませんと口くち癖ぐせにしていた──どういう風の吹ふき回しか、最近は言わなくなった少年修しゆう道どう士しは、今のノウェムの行動を見たら、どんな顔をするだろう。

「いいわ。──やるわよ」

「やりましょう」

　玻璃は、胸むな元もとに拳こぶしを握にぎり。

　ノウェムは、胸元の十じゆう字じ架かを握り。

　互たがいに、これ以上ないほど力強くうなずいたのであった。
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「ほ、本当にこんなところを通らないといけないの……？」

　玻璃の声が、金属のパイプにこだました。

「正式な通路もありますが、そこに干かん渉しようすると逆探知される怖おそれがあります。計算上、玻璃様の体型なら通れるはずです」

「そ、それって何週間前の検査……？」

「十六日と二時間十八分前のデータをもとにしていますが、もしも変へん更こうの必要があれば説明してください」

「──結構よ」

「でしたら、そこの柱とパネルの隙すき間まは、腰こしを左に三十度ひねればくぐれるはずと思うのが私です」

　返事をするノウェムもまた、玻は璃りのずっと下を四つん這ばいになって移動している。

　通風口らしきパイプや、工事用のエレベーター、必要に応じて空気圧で上下するパネルや柱の数々──それらが複雑に絡からみ合った地下構造の一角であった。

　あれから、数時間がたっていた。

　ノウェムが下す指示のまま、玻璃はここまで進んできたのだった。アルファロメオはかなり初期の時点で放ほう棄きされ、今は見ての通り、ひたすら人力で御みさ陵さぎ市しの地下深くへ潜もぐっている寸法だ。幸い、ほとんどの場所には微び灯とうがともっていたし、必要な場所はノウェムがライトで照らしてくれるため、視界には不自由しなかった。

　なんとか隙間へと身体からだをねじこみ終わって、玻璃は振ふり向いた。

「──あなたは平気なの？」

　少女たちと同じく、地下を黙もく々もくと潜っている〈獣ベステイア〉に尋たずねる。

「…………」

〈獣ベステイア〉は、特に返事をしなかった。

　だけど、なぜか平気だと答えられたような気が、玻璃にはした。それもまた、この数時間ばかりで訪れた心境の変化だった。

「怖こわくありませんか？」

　前を──下を行くノウェムに尋ねられる。

「最初は怖かったけれど……今は、少し違ちがうかも」

　と、玻璃は答えた。

　彼女が動きを止めたせいか、こちらも律りち儀ぎに待っている〈獣ベステイア〉を、じっと見つめる。

「懐なつかしいような……そんな気がするわ。不思議ね。いままで〈獣ベステイア〉を見ても憎にくしみ以外の感情なんて湧わいたことなかったのに」

　それも、この半年がもたらしたものだろうかと、玻璃は思った。

〈獣ベステイア〉が消え去った半年間。幻まぼろしのような平和を少女は嚙かみしめていた。いや、おそらく教団の誰だれもがそうだったろう。

　自分たちのやろうとしていることは、その平和を脅おびやかすかもしれない。

　その可能性も、分かっている。

　分かっていて、玻璃はこうしているのだ。

（……我わが儘ままなのね）

　改めて、自分のことを再確認する。

　何のことはない。朱と鷺き頭とう玻は璃りがずっと〈獣ベステイア〉と戦ってきたのは、けして彼女が勇ゆう敢かんだからでも善良だからでもなかった。

　我わが儘ままだからだ。

　自分の納なつ得とくいかない結果に、どうしても従えないからだ。

　そして、多分。

「……ノウェムも、一いつ緒しよなのね」

「何がです？」

「なんでもない」

　玻璃が、かぶりを振ふって微び苦く笑しようする。

「ただ、ノウェムって思ったよりもずるくて悪わる賢がしこいんだなって」

「なんだか悪口を言われたような気がします」

「悪口に決まってるじゃない」

「は、玻璃様！」

「べえーだ」

　振り返ったノウェムに、ちらりと玻璃が舌を出す。

　そんなふたりの後を、〈獣ベステイア〉は文句も言わず追ってきた。

　いや、追ってくるというのは正確でない。〈獣ベステイア〉が時折視線を向ける方角を、ノウェムが把は握あくして、その先に進んでいるのだ。だから、この場合、〈獣ベステイア〉の行きたい場所へ、ノウェムと玻璃が先回りしてることになるだろうか。

　やがて、視界が開けた。

　異様なまでに広い空間であった。

　体育館を数個ずつ縦横に連ねたような、空くう虚きよな区画。床ゆかはガラスに似た半はん透とう明めいの強化パネルで出来ており、その向こう側に巨きよ大だいな発光体が鎮ちん座ざしていた。

　玻璃が、目を見開く。

「これ、が……」

「ええ、これが都市型聖せい霊れい機関です」

　と、ノウェムが言ったのだ。

　言われてみれば、ラーフラたちの断罪衣イスカリオテについている聖霊機関と、カタチは似てなくもない。

　しかし、サイズは段だん違ちがいだった。

　断罪衣イスカリオテについているそれが精々中ぐらいのオルゴールなら、こちらはビルを横よこ倒だおしにしたような大きさだ。それでいて、表面には微細な紋もん様ようや聖せい典てんの文字がびっしりと刻まれている。

　内部を考えずとも、この表面にかかった労力を考えるだけで、意識が遠くなりそうだった。

「もとより断罪衣イスカリオテはその都市に住む人々の信しん仰こう──無意識下に刷り込こまれた奇き蹟せきのテンプレートを元に、模も倣ほう奇き蹟せきを起動します。この都市型聖せい霊れい機関は、個々の断罪衣イスカリオテと都市の人々とを結びつけるためのバイパスです」

「……そう、だったわね」

　今ノウェムが口にした説明は、玻は璃りも知っている。

　だが、こうして目で見るのは初めてだった。教団で最高機密とされる都市型聖霊機関は、朱と鷺き頭とうグループでさえも完全な情報共有を成しえてないのだった。

　また、聖せい戦せん時に、その開発方法も失われている。それからの二年間、新たな特別指定教区を増やせなかったのも、結局は都市型聖霊機関をつくれなかったためだ。

　自分たちがとんでもないことをしてる実感を、改めて玻璃は覚えた。

　この都市型聖霊機関が壊こわされれば、御みさ陵さぎ市しにおいて、誰だれも断罪衣イスカリオテを使えなくなる。もしも〈獣ベステイア〉が裏切ったなら、真っ先にこの設備を破は壊かいするだろう。

　そして、今は──

「──あなた？」

〈獣ベステイア〉は、じっと発光体を見たまま動かなかった。

　緊きん張ちようしつつも、少しだけ胸を撫なで下ろす。少なくとも、今この瞬しゆん間かん、こちらを裏切るつもりはないらしい。

「どうするのノウェム？　もっと先に行くの？」

「いえ、ここに至るまでの起き伏ふくを使って三角測量をしてきました。目的地はここで合っているはずです」

　ちらと〈獣ベステイア〉へ視線をやってから、少女も同じように発光体を見下ろす。

　その発光体が脈動しているように、玻璃には思えた。いや、実際に脈動しているのだろう。市民の信しん仰こうを血液に、都市型聖霊機関を心臓として。

　まさに、この都市型聖霊機関は御陵市の心臓であった。

　つまり、それは──

「ノウェムにとっても──ここは、特別なの？」

「……そうかも、しれません」

　そう言って、銀の髪かみの少女は屈かがみ込こんだ。

　強化パネル越ごしに、まるで自らの心臓を見つめるかのように、少女もまた紫水晶アメジストの瞳ひとみを揺ゆらしていた。しばらくの間、ノウェムはそうして動かなかった。

「こうして肉眼で見るのは初めてですが……そんな気がしません。もしも故郷という概がい念ねんが私にあるとしたら、こんな気分なんでしょうか」

「……故郷」

　小さく口にして、玻璃は〈獣ベステイア〉へ問う。

「あなたは……ここで何をしたいの？」

　その言葉を受けて、〈獣ベステイア〉の顔が持ち上がった。

「あのイザヤさんと、あなたは関係しているの？　この都市型聖せい霊れい機関を使って、あなたは何をするつもりなの？」

「…………」

〈獣ベステイア〉は動かない。

「答えて」

「…………」

　ゆっくりと、〈獣ベステイア〉の手が動いた。

　びくりと震ふるえた玻は璃りの身体からだへと、漆しつ黒こくの指が近づいてくる。叫さけびだしたくなるような恐きよう怖ふをこらえ、その指先を玻璃は見守った。

「玻璃様」

「怖こわくなんか、ない」

　ノウェムの言葉に、玻璃は振ふり向かない。

　代わりに、正面から、少女の瞳ひとみは〈獣ベステイア〉を映した。

「あなたが私に何をしようと怖くなんかない。怖いのは──一番怖いのは、何かできるのに、何もせずに終わってしまうことです。だから、イザヤさんが帰ってくるというのなら、その証しよう拠こを見せて」

　指先が、すっと下を向いた。

　その意味を悟さとって、玻璃は息を止めた。

「……まさか、開けろっていうの？」

〈獣ベステイア〉はうなずかない。しかし、それが否定の意味でないことは明らかだった。

「この強化パネルを開いて、都市型聖霊機関に触ふれさせろって──？」

　ガラスのように見えても、この強化パネルは核かくシェルターなみの強度を誇ほこっている。それはもちろん、特別指定教区において最も重要な──ある意味では、特別指定教区そのものよりも重大な──都市型聖霊機関を守るためだ。当然、セキュリティは何重にもかかっており、断罪衣イスカリオテ使いや〈獣ベステイア〉といえど簡単に破れるものではない。

　しかし、玻璃とノウェムのふたりをもってすれば、不可能ではないのだ。

　朱と鷺き頭とうグループと教団。

　都市型聖霊機関へアクセスするための両方の権限を、このふたりならば押おさえられるからだ。

（…………っ）

　唇くちびるを、嚙かみしめる。

　その結果は、どうなるのか。

　イザヤは──本当に、帰ってくるのか。

　もしもイザヤが帰るどころか、都市型聖霊機関のみが破は壊かいされ、再び〈獣ベステイア〉が世界を蹂じゆう躙りんするようなことになったら、どうすればよいのか。

「……それ、は」

　玻は璃りの声が、淡あわく掠かすれ、

「ええ、それはやめていただきましょう」

「っ──！」

　かぶせられた言葉に、猛もう烈れつな勢いで玻璃とノウェムが振ふり返った。

　きい、と音を立てて、車輪がガラス状の床ゆかを嚙かんだのだ。

　車くるま椅い子すであった。

　その車椅子に座すわった隻せき眼がんの神しん父ぷを、玻璃とノウェムが見み間ま違ちがえるはずもなかった。

「カルロ、神父──」

「カルロ様」

　柱の陰かげから現れたのは、車椅子に乗ったカルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行だったのである。しかも、当たり前というべきか、現れた者はカルロひとりではなかった。

「さすがに御みさ陵さぎ市し全体を視みるには時間がかかりましたわ？　カルロがおおよその場所を絞しぼってくれなかったら、まだ半日は見つからなかったでしょうね？」

　独特な口振りは、無論シスター・レアのものだった。

　カルロの車椅子を押おしてきたのは、この尼に僧そうであったのだ。

「いまさら、面めん倒どうな言葉のやりとりは必要ありませんね」

　戦友たる尼僧を背後において、枢機卿代行はいつもと同じ平板な口調で告げた。

「その〈獣ベステイア〉を、引き渡わたしていただけますか？」





２






「念のため言っておきますが、下へ手たに動かないでくださいよ」

　硬こう直ちよくしたふたりへ、カルロが続ける。

「ラーフラさんには後方支し援えんをお願いしています。妙みような動きがあれば、その時点で発はつ砲ぽうするでしょう。もちろん電子干かん渉しようも控ひかえてくださいね」

　言葉こそ丁てい寧ねいだが、つまるところは圧倒的な戦力を背景にした脅きよう迫はくであった。

　カルロ自身はもはや断罪衣イスカリオテを使えぬとしても、その使い手を連れてきているなら結果は同じことだ。同じく断罪衣イスカリオテを使えぬノウェムや、もはや〈獣胎エンブリオ〉ならざる玻璃では対たい抗こうできるはずもない。

〈獣ベステイア〉は……やはり、動かない。

　この状じよう況きようを理解してるのか、していないのか。仮に理解していたとしても、〈獣ベステイア〉の思考は人間とは異なるということだろうか。

　とにかく、ふたりと〈獣ベステイア〉が動かないのを確認して、カルロは改めて玻は璃りへ尋たずねた。

「どうして、ノウェムだけじゃなく玻璃さんまでこんなことを？」

「…………」

　少しの間悩なやんでから、玻璃はこう答えた。

「あなた方が、忘れていることのためです」

「……忘れてる？」

　一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめ、すぐにカルロはこう口にした。

「喪そう神しん現象に陥おちいってるのは、私の方だと言うんですか？」

「はい」

　うなずいた玻璃を見つめ、カルロは隻せき眼がんを細める。

　シスター・レアも口を挟はさまなかった。この場における判断はカルロに一任しているらしい。

　尼に僧そうにとってのカルロ・クレメンティが、それだけ信用に足る人物ということなのだろう。半年前の決戦にあっては、彼女がカルロを拘こう束そくする一幕もあったが、本来はこうした関係だったのかもしれない。聖せい戦せんで背中を預け合った戦友は、今もごく自然に、互たがいの命を託たくし合うのだった。

「……では、もうひとつ尋ねましょう。私たちが忘れていることとは、それによって人類規模での被ひ害がいが生じるようなことですか？」

「……いいえ」

　きゅ、と少女が唇くちびるを嚙かむ。

　満足そうに、カルロは小さくうなずいた。

「正直に答えていただいてると期待して、もうひとつ問います。玻璃さんの行動とこちらの行動、どちらが世界への危険度が高いと考えますか？」

「……私たちの方です」

　そう、答えざるを得ない。

　客観的に見て、間ま違ちがってるのがどちらかと問うならば、やはり自分たちであることに違いはないのだ。

「なるほど、理性は残っているようですね。〈獣ベステイア〉に操られているわけでもない」

　車くるま椅い子すに座すわったまま、カルロが顎あごに触ふれる。

「その上で、あなたとノウェムがこんな行動をとるとしたら、個人的なことですか？　それも、ひょっとすると私自身にも、大きく絡からんでいるようなことでしょうか？」

「……その通りです」

　枢すう機き卿きよう代行は、極きわめて正しく事件の核かく心しんを摑つかんでいる。

　知性というよりも、それは戦術に近かったろう。いつ自分の記き憶おくが破は壊かいされるか分からぬ喪神現象の中で、神しん父ぷは自分たちの行動を客観的に把は握あく・再認する癖くせをつけていた。

　何を忘れてしまっても、何を失ってしまっても、それでも勝利するための──けして敗着の一手を打たぬための戦術。戦術という勇ましい名に反して、それは虫食いだらけの自己同一性アイデンテイテイーをわずかでも繕つくろおうとする、儚はかなく切ないまでの抗あらがいであった。

「…………」

　少しの間、カルロは沈ちん黙もくした。

　高鳴る心臓を押おさえて、玻は璃りは神しん父ぷの言葉を待った。

　やがて、




「だったら……たとえ何も忘れていなくても、私はあなた方を止めるでしょう」




　静かに、神父は断言した。

（…………っ）

　落らく胆たんは、しなかった。

　ただ、やはりこうなったと思った。

　忘れているとか、いないとかの問題ではない。

　カルロがカルロである限り、この街を危険に陥おとしいれるはずがないのだ。そもそも人類を守らんとして、親友九瀬諫也のクローンまでつくったのが、この神カルロ父・クレメンテイではなかったか。

　この結果を予期していたからこそ、ノウェムは単独で行動したし、玻璃もそれに従ったのだ。

「もう一度だけ勧かん告こくします。十秒以内にその〈獣ベステイア〉を引き渡わたしてください。──十」

　冷たく、数字が地下構造に響ひびく。

　玻璃のうなじを、嫌いやな汗あせがたどった。

「九」

　カルロはただ、数字をカウントするだけ。

　こちらを監かん視ししようとはしていない。それは背後のシスター・レアに任せているのだ。盲もう目もくのシスターが保持する模も倣ほう奇き蹟せき──聖ルチアの失われた瞳ひとみは、空気中の分子ひとつとて見落とさない。いや、現実に存在する物体ばかりか、その瞳ならばこちらの感情や思おも惑わくまで、すべて見み抜ぬいてしまうだろう。

　それこそ、聖せい戦せんで培つちかった彼らの役割ロールであったか。

「八」

　数字が止まらない。

　何の決断も出来ぬまま、時間だけが流れていく。

　極限の緊きん張ちようによって、ただ神経だけが研とぎ澄すまされていく中、何かが玻璃の背中に触ふれた。

〈獣ベステイア〉の手であった。

「え──？」

「残念。動いてしまったわね？」

　同時、シスター・レアの声とともに、機械福ふく音いんが響ひびいた。





「我は模も倣ほうする。ダビデの投とう石せき器きを！」






　はたして、銃じゆう声せいが聞こえたか否いなか。

　刹せつ那なを万に切り刻み、億に切り刻み、意識だけが引き延ばされるのを玻は璃りは感じた。瞬まばたきさえ許されない、走そう馬ま灯とうにも等しいコンマの時間に、模倣奇き蹟せきの波動が膨ふくれ上がる。

　炸さく裂れつ。

　腕うでが、ちぎれた。

　漆しつ黒こくの表皮に、いくつもの眼球を貼はり付かせた──〈獣ベステイア〉の腕が。

「あなた！」

　叫さけんだ玻璃が突つき飛ばされ、柱の陰かげへと尻しり餅もちをつく。

　一いつ瞬しゆん咳せき込こみ、すぐ、その柱の陰に隠かくれていたコンソールを発見した。

（こ、れ……）

　見み間ま違ちがえるはずもない。

　都市型聖せい霊れい機関の、アクセスキーを打ち込むための端たん末まつだった。無論、これが偶ぐう然ぜんのはずはなく、ノウェムが呼び出していた端末を狙ねらい澄すまし、〈獣ベステイア〉が突き飛ばしたのだろう。





「我は模倣する。ダビデの投石器を！」






　さらなる魔ま弾だんに、再び〈獣ベステイア〉の身体からだが震ふるえる。

　腕を失い、身体をいくつも穿うがたれながら、〈獣ベステイア〉は自分を護まもろうとするかのように立ちはだかっている。

　言いたいことは明らかだ。

　明らかだからこそ、玻璃は躊躇ためらった。

　ひとつ間違えば、自分が世界を滅ほろぼすこととなる。だとすれば──バビロンの大だい淫いん婦ぷとは、まさしく自分のことではないか。

（……いいえ！）

　唇くちびるを、嚙かんだ。

　信じるべきモノは、決まってる。

　それは当たり前の常識でも、積み重ねたデータでもない。自分の感性でもなければ、無む根こん拠きよな妄もう想そうでもありえない。

　振ふり向かず、玻璃は思った。

（ノウェムが信じたんだから、私も信じるに決まってる！）

　最後の最後まで、あの少年とともにいられた少女の──その直感ならば。

　玻は璃りの指が、セキュリティキーへ触ふれると同時、

「させません！」

　自動的に、カルロの車くるま椅い子すも動いた。

　ノウェムからの電子干かん渉しようを断つため、通信機能はカットしているが、独自の判断機構や防衛機能程度は内蔵されている。小型ミサイルを射出しつつ、カルロの車椅子は旋せん風ぷうのごとく躍おどった。

　その小型ミサイルさえ、中空で切断されるとは。

「ノウェム！」

　カルロの視界で、〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉は鞭むちのごとくしなっていた。微び細さい電流によって形態変化する液体金属は、今このとき鞭の形を選んだのだ。

「玻璃様が私の味方であってくれるのなら──」

　銀色の髪かみを揺ゆらし、少女が言う。

「玻璃様を護まもるのが、私です！」
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　ノウェムもまた、躊躇ためらっていた。

　端たん末まつを呼び出し、玻璃が朱と鷺き頭とうグループのセキュリティキーを打ち込こめるようにしながらも、いまだ自分の──教団のセキュリティキーは転送できていなかった。自分の行いが人類を破は滅めつさせることを、ノウェムもぎりぎりまで怖おそれていたのだ。

　だが。

　あの一いつ瞬しゆんに、身体からだが動いた。

「玻璃様が私の味方であってくれるのなら──」

　玻璃を庇かばい、ちぎれた〈獣ベステイア〉の腕うでが中空に跳はねるのを見たその刹せつ那な、どうしようもなくノウェムの身体は動いてしまっていた。〈銀十字の剣〉をもて小型ミサイルを撃うち落とし、カルロの前に立ちはだかっていた。

「玻璃様を護るのが、私です！」

　少女は、言う。

　自分が正しいなどと言う、確信など無い。

　むしろ、自分たちこそ、あの〈獣ベステイア〉に操られているのかもしれない。

　それでも動いたのだから、もはや戻もどることなど思わない。

　……いいや。

　それも、噓うそ。

（…………）

　本当は、重ねてしまったのだ。

〈獣ベステイア〉だというのに、咄とつ嗟さに玻は璃りを庇かばってしまったあの行動に──いつも悪態ばかりついてる癖くせ、どうしようもないときだけ人々を護まもってしまうあの少年を、重ねてしまったのだ。

　ノウェムにとって、それは最も神しん聖せいな姿だった。

　どうあっても裏切れない──ノウェムの底の、最も大事な場所にしまわれている背中。

　だから。

　震ふるえる身体からだを[image: 叱]しつ咤たして、少女は玻璃親友と〈獣ベステイア〉を守るべく立ちはだかった。
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（何……が!?）

　ラーフラは、ライフルを構えたまま、目を見張っていた。

　少年修しゆう道どう士しが隠かくれているのは、玻璃たちの場所から六百メートルほど離はなれた地下構造の一画だった。断罪衣イスカリオテによる五感強化とシスター・レアによる支援サポートもある以上、この程度の距きよ離りであれば、蟻ありでも撃うち抜ぬく自信があった。

　玻璃を殺すつもりなど、もとよりない。

　この街での時間は、苛か烈れつな少年修道士にも影えい響きようを与あたえていた。たとえ〈獣胎エンブリオ〉だったとしても、自ら〈獣ベステイア〉との最前線に身を晒さらすあのお嬢じよう様さまを、ラーフラはなんとなく気に入っていたのだ。

　しかし、手足の一本程度は仕方あるまいとも考えていた。

〈獣ベステイア〉との戦いはそれだけ熾し烈れつなものであったし、喰くった人間に化ける〈獣ベステイア〉の能力上、騙だまされる人間は数多かったからだ。玻璃がその中に加わったとしても、別段彼にとって不思議ではなかった。

　だが。

　奇き蹟せきから人間を庇う〈獣ベステイア〉など──初めてだった。

（なんなんだ──）

　頭の裏に、違い和わ感かんがべったりと貼はり付いていた。

　カルロがぼやいていた、さきほど玻璃も言った『あなた方が忘れていること』とは、何なのだろうか。自分もまた、何かを忘れてしまっているのか。

　あの〈獣ベステイア〉は、それに関係してるのか。

（なんなんだ──）

　苛いら立だちを、抑おさえることができない。

　修しゆう道どう士しとして鍛きたえてきたはずの自制心を、違い和わ感かんはいともたやすく打ち破る。

　思い出せそうで思い出せない誰だれかの顔。半年前、誰かと交わしたはずの会話。




　──『そういや、いつのまにか、あの口くち癖ぐせを言わなくなってるな？』

　──『あの、申し訳有りませんが、ってやつ』




　──『もともと、シスター・レアにはあまり言わないのですよ』

　──『申し訳ありませんというのは、仲間以外に使う言葉です。異い端たん審しん問もん官かんの職務上、いらない波は紋もんを広げるのは得策でありませんから』




　あれは、誰と交わした言葉だ。

　かすかに浮うき上がる自分の声こわ音ねは、どうして妙みように嬉うれしそうなのだ。

（なんなんだ──〈獣お前〉は！）





「我は模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する──！」






　心中の叫さけびとともに。

　自らの模倣奇き蹟せきを強化すべく、幾いく度どとなく秘蹟福ふく音いんを吐はき出していく。
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（──秘蹟福音！）

　ノウェムの鼓こ膜まくも、その福音を捉とらえた。

　電子増ぞう幅ふくされた聴ちよう覚かく情報に、少女は戦せん慄りつする。

　地表で魔ま弾だんを迎げい撃げきし得たのは、あれが不意打ちだったからだ。

　真っ向勝負であるなら、ノウェムには奇蹟に対抗する術すべがない。〈獣ベステイア〉と戦えるのが断罪衣イスカリオテのみならば、その逆も真実。今のノウェムにはかなう道理がない。

　同じく、すでにいくつもの風穴を開けられた〈獣ベステイア〉が、強化された奇蹟に持ちこたえられるとも思えない。

（今すぐ、逃にげて──！）

　振ふり返ろうとした少女の前に、颶ぐ風ふうが巻き起こった。

「私も、忘れてもらっては嫌いやですわ？」

　目前に現れる、優やさしい微び笑しよう。

　閉じられた瞳ひとみで、しかとこちらを見み据すえるような、柔やわらかい表情。

　シスター・レア。





「私は模も倣ほうします。──聖ルチアの不ふ壊えなる身を！」






　思い切り尼に僧そうの手が打ち振ふられ、ノウェムの腹部に激げき突とつした。

　爆ばく発はつでもしたかと思った。強化骨格に置き換かえられた少女の身体からだが、その一いち撃げきで数メートルも吹ふき飛ばされたのだ。

　まるで、巨きよ人じんの棍こん棒ぼうに打たれたようだった。数百の兵士にひきずられても、びくともしなかったという聖ルチア。シスター・レアの操る第三種奇き蹟せきは、その逸いつ話わを再現し、尼僧の身を金こん剛ごう石せきのごとく変えたのだ。

　防ぼう御ぎよ・索さく敵てき系の断罪衣イスカリオテとはいえ、単独戦せん闘とうができぬわけではない。むしろ、接近戦においてはその防御力を攻こう撃げき力りよくに変へん換かんしうる。それだけの経験を、尼僧は聖せい戦せんによって積んでいた。

　吹き飛ばされた少女は、〈獣ベステイア〉の足元へと転がされ、起き上がることもできぬまま、続く福ふく音いんを聞いた。





「──我は模倣する！　ダビデの──」






（駄だ目め──っ！）

　間に合わない。

　シスター・レアに打ち据えられた身は、衝しよう撃げきで神経系から沈ちん黙もくしている。もとより強化された奇蹟など、断罪衣イスカリオテを持たぬノウェムには阻はばむ『力』がない。

（断罪衣イスカリオテ、が──）

　初めて、その『力』をノウェムは切望した。起動したときからともにあり、今や遙はるか遠くへ消えてしまった、聖アガタの恩おん恵けい。

　断罪衣イスカリオテさえ、ここにあれば──




『許可申請を確認』




「──え？」

　その意味が、ノウェムにも一いつ瞬しゆん分からなかった。

　万分の一秒にも満たぬ時間で脳裏に流れてきた情報データは、しかし少女の理解を待たず、さらにこう続いたのである。




『登録された声せい紋もんと秘ひ蹟せき暗号を確認。規定の情報入力により、断罪衣イスカリオテの展開を許可します』




　断罪衣イスカリオテ。もはやノウェムには蘇よみがえるはずがなかった『力』。洗礼者を失い、ノウェムの断罪衣イスカリオテに許可が下りることは、もはや二度とはないはずだった。

　だが、現実に稼か働どう許可が出ている。少なくとも、出ているのだと、サーバー・クリュプタは訴うつたえている。

　だから。

　少女は、叫さけんだ。

　喉のども裂さけよとばかりに、叫んだ。





「私は模も倣ほうします。私は模倣します。私は模倣します」






　内側から溢あふれるように、言葉は迸ほとばしる。

　極限まで圧縮され、人の可か聴ちよう域いきを超こえた福ふく音いんは、銃じゆう弾だんよりも早く世界をつくりかえる。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せい女じよアガタの第三種奇蹟を起動。──すなわち一万六千三百八十四回の試行を開始します」






　少女の聖職衣カソツクが、展開する。

　柔やわらかな生地の袖そでは刃やいばのごとき形状の籠こ手てへと変わり、十じゆう字じ架かを下げた胸は銀色の胸きよう甲こうとなった。鮮あざやかな装甲の表面には、少女の瞳ひとみと同じ紫水晶アメジスト色の光が走った。





「私は模倣します。──聖アガタの炎ほのおを！」






　炎が、周囲を駆かけめぐった。

　銀色の炎が。

　ラーフラの放った魔ま弾だんがことごとくその炎に阻はばまれ、貫つらぬくことあたわず溶よう解かいする。神聖なる奇蹟の名にふさわしく、聖アガタの炎は主の身体からだを守り抜ぬいた。

「まさか……」

　誰だれよりも茫ぼう然ぜんとしたのは、ノウェム自身であった。

　断罪衣イスカリオテを纏まといながら、少女自身が大きく目を見開いて、銀色の装甲を纏う手を見つめていた。

　しかし、その驚きよう愕がくもさめやらぬ間に、別の異変が起きた。




『──都市型聖せい霊れい機関、セキュリティを一時解除します』




　機械音声と同時、ガラス状の床ゆかの一部がすうと開いた。

「────っ！」

　カルロとシスター・レアが咄とつ嗟さに振ふり向こうとしたが、間に合わなかった。

　床の隙すき間まから、異様な光が盛り上がったのだ。

　巨きよ大だいな都市型聖霊機関がその輝かがやきを増して、ガラス状の床の隙間から押おし広げるように、不可思議な光を発する。

　その輝きが、全員の網もう膜まくを焼いた。

　時間が止まったかのようだった。

　戦せん闘とう中ちゆうのノウェムやカルロ、六百メートルの距きよ離りを隔へだてたラーフラさえ、つかのまその光にあてられて思考を停止させられた。

「何、が……」

　最初に呻うめいたのは、シスター・レアだった。

　盲もう目もくのシスターも、その光には五感を攪かく乱らんされたらしい。おそらくは単なる視覚のみでなく、人間の脳に──いいや魂たましいに訴うつたえかける光だったのだろう。

　続いて、ノウェムが瞼まぶたを開く。

　輝きの中心に、〈獣ベステイア〉が身をもたげていた。

　しかし。

　その姿こそ、異常であった。

「……な……っ」

　カルロが、絶句する。

「なぜ、あなたが……その断罪衣イスカリオテを……」

　かろうじてこぼれた声も、これ以上ないほど掠かすれていた。

　まるで古代に死んだはずの、救世主にでも出会ってしまったように。

　いや、カルロだけではない。

　シスター・レアも、玻は璃りも、ノウェムも──彼方かなたで狙そ撃げき姿勢をとっているラーフラさえも、驚きよう愕がくで喉のどを詰つまらせていた。目にした光景を信じられず、幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを越こえてきた誰だれもが息を詰まらせるばかりであった。

〈獣ベステイア〉の身体からだには、純白の断罪衣イスカリオテが展開していたのだ。

「イザヤが夢見る者と接せつ触しよくする前……断罪衣イスカリオテは、イコンの干かん渉しようによって僕に取り込こまれました」

〈獣ベステイア〉は──いや、もはや〈獣ベステイア〉の姿から変化して、ひとりの少年と化したモノは、静かに言う。

「結果としていえば、その干かん渉しようは余計でした。聖ゲオルギウスの断罪衣イスカリオテが僕に取り込こまれたことによって、彼にも予想のつかない現象を引き起こしたからです。僕にも現象の理由が分からないことからすると、おそらく聖ゲオルギウスと僕だけじゃなく、あのイザヤが『再構築』したもうひとつの断罪衣イスカリオテと、〈門ゲート〉との相そう互ご作用によるものでしょう」

「あなた……は……」

　カルロの隻せき眼がんは、大きく見開かれていた。

　これほど驚おどろく神しん父ぷの姿を、玻は璃りとノウェムは初めて見たかもしれなかった。

　しかし、玻璃とノウェムもまた、いまだ驚きよう愕がくから醒さめていなかった。むしろ、このふたりの方が、程度からすれば大きかったかもしれない。彼女たちふたりにとっても、それだけの意味がある相手だった。

　中肉中背の身体からだつき。少し癖くせのある黒くろ髪かみ。すっきり通った鼻筋に、どこか悪いた戯ずらっぽく──しかし、力強い意思を宿した黒い瞳ひとみ。

「あなたは……っ」

　何度と無く繰くり返す言葉は、まるで告こつ解かいのようだった。

　自らの罪を懺ざん悔げするかのように、カルロの手は自然と胸むな元もとの十じゆう字じ架かを握にぎり、ぶるぶると震ふるえた。

　そして、
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「『九く瀬ぜ……諫いざ也や』……」

　茫ぼう然ぜんと、呟つぶやいたのであった。
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　数秒か、数分か。

　世界が凍とう結けつしたかのごとく、誰だれもが言葉を失っていた。目の前にあるものがあまりにも大切で、大切だったからこそ、迂う闊かつに触ふれることができないようだった。

　だからこそ、最初に口を開いたのは彼であった。

「……いいえ」

　弱々しく、カルロがかぶりを振ふったのだ。

　車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけを握にぎりしめ、神しん父ぷは隻せき眼がんで睨ねめつける。

「『九瀬諫也』は死にました。もしも、生きているとしたら、それは『九瀬諫也』を喰くらった〈獣ベステイア〉です」

「相変わらず頑がん固こだな、カルロは」

　苦く笑しようして、『九瀬諫也』は言う。

「でもまあ、困ったことに正解か。今の僕は、かつての『九瀬諫也』とはいささか異なる存在ではある。都市型聖せい霊れい機関と直接接続を果たしたおかげで、やっと〈獣ベステイア〉に拮きつ抗こうするだけの『力』を手に入れただけでね」

　軽く、肩かたをすくめる。

　純白の断罪衣イスカリオテは、都市型聖霊機関と淡あわい光でつながったまま、肌はだにぴりぴりと伝わるほどの『力』を発散させていた。

　それを感じて、カルロが喉のどを震ふるわせる。

「聖ゲオルギウスの……奇き蹟せきとでもいうのですか」

「浄じよう化かは、あらゆる聖せい人じんに共通した奇蹟でしょう？」

　はにかむように笑って、少年が頰ほおを搔かく。

　かつて、優等生『九瀬諫也』の仮面を被かぶったあの少年が、よくしていた仕草。いや、どこがどうとはいえないが、その仕草はかつての少年よりもずっと馴染んでいた。

　だからこそ、ノウェムもやっと理解した。

　この少年こそ、真正の──聖せい戦せんにおいて救世主とさえ呼ばれた『九瀬諫也』なのだと。

　さらに、

「諫也……お兄様……？」

　掠かすれた声が、こぼれた。

　カルロ以上に衝しよう撃げきを受けたのは、この玻は璃りであったやもしれぬ。思えばこの少女こそ、ずっと少年に焦こがれていたのではなかったか。

　聖せい戦せんよりの年月を経て、さらに偽いつわりの一年を重ねた少女。

　初めてその少女は、待ちわびた少年に会えたのだから。

「本当に……諫いざ也やお兄様ですか……？」

　どこか幼い声こわ音ねまで、聖戦当時に戻もどったかのよう。

　対する少年は、かすかに表情を暗くした。

　視線を落とし、苦く微び苦く笑しようする。

「遅おそくなっちゃって……こんな有あり様さまで、ごめん」

「……いいえ」

　玻は璃りが、かぶりを振ふる。

　綺き麗れいな形の目め尻じりに、涙なみだが浮ういていた。何度も嫌いや々いやするみたいに首を振ったせいで、雫しずくはすうと頰ほおを流れた。

「……いいえ。ちっとも待ちませんでした」

　強がりで、小刻みに声が震ふるえた。

　数年分の想おもいで、少女の胸は今にも破れてしまいそうだった。〈獣ベステイア〉にさえ退ひかず、この一年を戦い抜ぬいた少女の根本にあったのは、この少年と培つちかった想い出だったのだから。

　だが、

「そうですわね？」

　と、別の声が割り込こんだのだ。

「……どうして、あなたが戻ってきましたの？」

　踏ふみ込んだのは、シスター・レアであった。

　瞼まぶたを固く閉じたまま、尼に僧そうはきつい表情を崩くずさなかった。

「私の知る『九く瀬ぜ諫也』は、〈獣ベステイア〉に堕おちたままおめおめと戻ってくるような方ではありませんでしたわ？」

「あいかわらず、シスター・レアは手厳しい」

　片かた眉まゆをひそめて、『九瀬諫也』は肩かたをすくめる。

　そんな仕草まで、イザヤにそっくりだった。いや、本来は逆なのだろうが、奇き妙みようなねじれがこの場には生じていた。

「確かに、今ここに僕がいるのは、いささか問題がある状じよう況きようです。教団から見ればさっさと排はい除じよしたいはずですよね。聖戦の救世主だとか、気き恥はずかしさ満点の僕の触ふれ込みでもまあ、こうしているのはつじつまが通らない」

　少年が、小さくうなずく。

　教団のやり口を、誰だれよりも知っているのは彼だろう。

　救世主のクローンとしてつくられ、無理矢理聖戦に動員されたのは、少年自身に他ほかならない。そのことに怒いかりや復ふく讐しゆうを表明するでもなく、彼は仕方なさそうにため息をついた。

　ゆっくりと、顔をあげる。

「それでも帰ってきたのは──返すべき人がいるからですよ」

「返すべき人？」

（…………っ！）

　一いつ緒しよに聞いていたノウェムの心臓が、どきりと鳴った。

　その言葉の内側に、聞き逃のがせないものが含ふくまれていたからだ。

「今のあなた方に言っても、分からないでしょうけど」

　少年の視線が、ノウェムと玻は璃りを交こう互ごする。

　この一年の真実を知るふたりを。

「──もし、言いたいことがあるなら、この場ではなく教団まで戻もどるべきと考えますが」

　今度はカルロが言って、少年はかぶりを振ふる。

「残念ながら、それにも従えない」

「何な故ぜです？」

「今の僕が自我を保って存在できてるのは、都市型聖せい霊れい機関と直接接続したからだ。しかも、それだって長く保もつものじゃない。断罪衣イスカリオテの展開限界が訪れたら、今の僕の自我なんて雪よりも儚はかなく溶とけて消えるよ」

「…………」

　かつてのカルロのように、聖せい性せいに身体からだを蝕むしばまれていなくとも、断罪衣イスカリオテの展開時間はそう長いものではない。よほど出力を絞しぼり、適性の高い者が頑がん張ばったところで一時間。まして、今のイザヤが言うようなイレギュラーな使用方法では、十分も保たないのが当然だ。

「どう？」

　小首を傾かしげた少年に、カルロは乾かわいた唇くちびるを開く。

「あなたが……『九く瀬ぜ諫いざ也や』だなんて信じられない……。〈獣ベステイア〉に喰くらわれた人が人に戻れるだなんて……そんな都合の良すぎる奇き蹟せきが、信じられるはずがない……」

「人に戻ったわけじゃない。単に、喰らわれた僕の意識が、ほんの一時優位に立っているだけだよ」

　少し、間があいた。

　少年と青年との、この数年をあらわしているようでもあった。

　ともに聖せい戦せんを駆かけてきたふたり。背中を預け、命を託たくし、誰だれよりも信じ合ってきたふたり。その絆きずなが片方の死によって断たれた、この数年。

　やがて、カルロが動いた。

「……動かないでください」

　車くるま椅い子すの、肘ひじ掛かけに触ふれたのだ。

　指がかかっているのは、さきほど小型ミサイルを射出した端たん末まつだ。

　無論、彼が一言伝えれば、隣となりのシスター・レアも狙そ撃げきポイントに控ひかえたラーフラも、即そく座ざに戦せん闘とう態勢に入るのだろう。ノウェムと『九く瀬ぜ諫いざ也や』がともに断罪衣イスカリオテを纏まとった以上、今や戦力は拮きつ抗こうしている。だが、だからといって彼らが退くこともあるまい。

　対して──

「うん、やっぱりカルロはそう言うよね。逆の立場なら、多分僕もそう言う」

　うなずいて、少年は右手を振ふった。

　そこに、力強い光が凝ぎよう集しゆうして、ひとつのカタチを取った。

　光の槍やりだった。

「────っ！」

　カルロとシスター・レアが、身を強こわ張ばらせる。

　たとえ、この少年が『九瀬諫也』を喰くらっただけの〈獣ベステイア〉だとしても、奇き蹟せきを扱あつかえるならば、話は大きく変わってくる。〈獣ベステイア〉でありながら奇蹟を扱う敵の恐おそろしさを、彼らは壬み生ぶ蒼そう馬まという実例で知っていた。

　大罪衣アンチ・イスカリオテ。

〈獣ベステイア〉の『力』と、断罪衣イスカリオテの奇蹟とを相乗させた実例。ラーフラの第二種奇蹟も〈獣ベステイア〉の『力』を吸収し、奇蹟を上乗せさせる大おお業わざだが、かつての壬生蒼馬の『力』は少年修しゆう道どう士しをしても吸収しきれなかった。

「だから、これはひどく勝手なお願いだ」

　少年は、一言ずつ区切るように話す。





「──我は模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」






　機械福ふく音いんが鳴った。

　地下構造に高く鳴り響ひびく、オルゴールにも似た音楽。都市型聖せい霊れい機関と直接接続を果たし、断罪衣イスカリオテはなお純じゆん粋すいに『力』を凝ぎよう縮しゆくする。

「諫也お兄様!?」

　玻は璃りが叫さけんだ。

　何をするつもりなのかと。

「…………」

　ノウェムは──ただひとり、黙だまっていた。

　少年の一挙手一投足を見落とさぬよう、大きく目を見開いていた。

「できれば受け止めてほしい。僕の使える最後の奇蹟を」





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖ゲオルギウスの第一種奇き蹟せきを起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」






「第一種、奇蹟……」

　ごくり、とカルロが唾つばを吞のみ込こんだ。

　理論上、断罪衣イスカリオテの模も倣ほう奇蹟は第一種から第三種に分かれる。資格者であれば例外なく第二種か第三種は扱あつかえるし、才能と適性があればもう片方の奇蹟を発動できるものも少数存在する。

　だが、第一種奇蹟を解放できた資格者は、誰だれひとりとしていないのだ。

　つまり、カルロさえこの奇蹟の内容は知らない。

　少年が何をしようとしてるのか、分からない。

「……我は……模倣する」

　かすかに、彼の唇くちびるも福ふく音いんを口ずさむ。

　カルロは、断罪衣イスカリオテを展開できなくなったわけではない。

　今度こそ命にかかわるだろうが、展開自体はできる。一度展開してしまえば、それなりの戦せん闘とう行動だって取れるだろう。

　だが、それでいいのか？

　今、ここで断罪衣イスカリオテを──自らの命を張るべきなのか？

「カルロ、昔言ったね。あの頃ころは、さん付けしてたけど、確かこう話したはずだよ。──僕は、犠ぎ牲せいになりたいわけじゃない」

「…………っ」

　少年の言葉に、カルロの呟つぶやきが止まった。

「続きは、こうだ。──蒼そう馬まは大げさに言うでしょう。シスター・レアなら聖せい人じんの立ち向かうべき試練だとか、そんな風に話すでしょう。玻は璃りだって難しい顔をしてうなずくかもしれない。でもね、そんなのはただの言葉だよ」

「カルロ！　〈獣ベステイア〉のやり口ですわ!?」

　シスター・レアが、[image: 叱]しつ咤たする。

　その言葉を気にせず、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は続けた。

「だから、あなただけは手を貸してください。僕を最後まで助けてください。そうしたら、僕はきっとこの聖せい戦せんを最後まで生き抜ぬけます」

　確かに、それはカルロの聞いた言葉。

　当時、神の啓けい示じのごとく、青年の魂たましいに刻まれた言葉。

　あの聖戦で受けた、カルロ・クレメンティという一個人にとっての、神しん託たく。

　ゆえに──




「我は模も倣ほうする！　聖ゲオルギウスの──洗礼を──！」




　光を、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の手が放った。







[image: 第三章　ふたりのイザヤ]
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　──その日、九瀬イザヤは、死んだ。




　そう。

　死んだ。

　間ま違ちがいなく、死んだ。

　暗あん喩ゆもレトリックもない。どうしようもなく、一切の混じりけ無く、戦いの中で絶命した。

　胸に突つき刺ささっているのは、漆しつ黒こくの大おお槍やり──ロギノスロンギヌスの槍。大罪衣アンチ・イスカリオテによって強化されたその槍は、イザヤの操るいかなる奇き蹟せきをも打ち破り、少年の心臓を破っていた。

「……ああ、終わっちまった」

　壬み生ぶ蒼そう馬まの呟つぶやく、どこか虚むなしさを湛たたえた響ひびき。

　イザヤの携たずさえた光の槍は、その言葉とともに儚はかなく散った。

　当然の結果と、いえるだろう。

　単純な奇蹟の出力・強度だけならイザヤが上回っても、圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう経験の違いは誤ご魔ま化かせない。かつては蒼馬の方に時間制限があり、力勝負に持ち込こむことができたが、今はむしろ逆であった。

　ならば、敗北するのはイザヤしかない。

　たとえ百戦しても百度負けるのは、イザヤであろう。

「…………」

　しかし、それでよかった。

　どちらにしても、イザヤは消える。

（……〈門ゲート〉……か）

　苦笑いした。

　戦場となった巨きよ大だいな手の平からは、もはや空も地上も見えない。

　窺うかがえるものは、ただ認識不能の暗くら闇やみのみ。イザヤの振ふるった奇蹟が新たな〈門ゲート〉をつくりあげ、この手の平を現実世界から放ほう逐ちくしたのだ。その結果として、戦闘以前からイザヤの身体からだは崩ほう壊かいしつつあった。

（……そんなの無くても、勝てなかったろうけどさ）

　少しだけ、悔くやしい。

　壬生蒼馬という戦士を満足させられなかったことだけは、少年の心残りだった。

　指先から、少しずつ感覚が消えていく。自分がバラバラにちぎれていく。暗く冷たい闇の底へと落ちていく。

　死は思わなかった。

　ただ、消えていくのだと思った。

　細胞のひとつずつが泥どろの中に撒まき散らされていく気分。このまま眠ねむってしまえるのなら、それはそれで幸せだろうとも思った。この激痛から解放されるなら、どんな地じ獄ごくでもマシだろうとさえ思った。




　──その、刹せつ那な。

　　　世界が凍とう結けつするのを、感じた。




（────っ！）

　すべてが、凍こおりつく。

　空気が灰色に染まり、あらゆる分子が運動を停止する。

　かの壬み生ぶ蒼そう馬まさえも、少年に漆しつ黒こくの槍やりを突つき刺さしたまま静止していた。死の直前に起こった走そう馬ま灯とうとしては、あまりにも現実感が強すぎて、激痛だけが残っていることが不可解だった。

　そして、

「──これが、もう何度目か分かってるかい？」

　と、ひどく軽けい薄はくな声がかかったのだ。

　視界の隅すみに、黒ずんだ包帯がなびいた。

「いやいや、分かってるはずはないよね。そういう風にしてるのは僕自身なわけだし」

　イザヤは、思い出す。

　巨きよ大だいな手の平の舞ぶ台たいに、もうひとり登場人物がいたことを。イザヤや蒼馬を役者とするならば、この舞台をつくってのけた演出家がいたことを。

　身体からだ中じゆうを包帯で覆おおったその姿に、心臓が強く鳴る。

（イコン──っ！）

　叫さけぼうとしたが、身体が一切動かなかった。

「そりゃ無理さ。ここでは時間が流れてない。本来なら脳細胞も活動できないんで、君の思考も止まるわけだけれど……それじゃあ面おも白しろくないんで、僕が無理矢理動かしてるわけ」

　ひらひらと、イコンが手を振ふる。

　それから、

「思い出した？　これが何回目か」

（──何、回──っ!?）

　問い返そうとして、少年の脳裏に怒ど濤とうのような情報が流れ込こんだ。

　ただの数秒に、何千時間という情報が圧縮される。その間に味わったありとあらゆる苦痛が、何ひとつ欠けることなく、錆さびた鋏はさみのように少年の神経をずたずたに引き裂さく。

　普ふ通つうならば耐たえきれず発はつ狂きようし、あまりの激痛に再び正気に返るだろう。

　それほどの嵐あらしに精神こころを搔かきむしられながら、イザヤは嫌いやと言うほど思い知った。

　──こうして、自分が壬生蒼馬に負けたのは、初めてではない。

　自分は何度となく敗北し、そのたびに巻き戻もどされ、こうしてイコンに嘲ちよう弄ろうされているのだ。

（巻き……戻……し……）

　圧縮された情報の津つ波なみに、今にも狂くるいそうになりながら、イザヤは思う。

　自分が経験した、数え切れないほどの敗北を。

　数え切れないほどの死を。

　百戦すれば百敗するだろうとは、どこの戯ざれ言ごとか。何万回も矛ほこをかわして、ただの一度たりとも、九く瀬ぜイザヤは勝利できなかった。そして、そのたびに巻き戻され、自分の死を思い出さされるのだ。

（何の……ために……）

「その質問もいつものパターンだけど、うん、まあわりと僕は楽しい。このあたりは思考回路の違ちがいだろうね。どうせ、無意味に何千年と存在し続けていたわけだし、意味のない繰くり返しっていうのに、僕はわりと耐えられる思考回路でできているらしい」

　くつくつ、と肩かたをゆすって、イコンは笑う。

「あえて君らの言葉になおして言えば──鬱うつ憤ぷん晴らし、かな？」

　包帯越ごしにも分かるひどく嬉うれしそうな笑えみで、彼はそんなことを告げたのだ。

（…………っ！）

「ほらまあ、鬱憤晴らしのちょっとぐらいは当然だと思わない？　いや、こうやって君に愚ぐ痴ちるのももう何度目かって感じなんだけれどね？　なんせ君は、一応数千年来の僕の望みを破は壊かいしたわけだしさ」

　笑みだけが、ゆらゆらと包帯とともに揺ゆれている。

　何もかも凍こおりついた絶対零れい度どのごとき世界で、それだけが唯ゆい一いつの動きであった。だからこそ、この少年はなおさら──真実そう呼ばれてきたように、悪あく魔まとしか見えなかった。

「せっかく〈門ゲート〉をつくってこの方に出てきてもらったのに、結局君まで〈門ゲート〉になって堂々巡めぐりをつくってしまった。こうなってしまえば、いくら僕でも出ることはできない。自分の尾を喰くらうウロボロスと同じだよ。巻き戻しなんて言っても、あくまでここが現実と異なる空間だからできる代しろ物ものだしね。ここに来る以前には戻りようがない」

　──この方。

　無論、舞ぶ台たいとなっている、巨きよ大だいな手のひらのことだ。もともと、イコンはこの手の主を引っぱり出そうとして、歴史に干かん渉しようし続けていたのである。

　彼のいわく、それは創造主なのだという。

　世界は、この手の主の、夢に過ぎないのだと。

　そして、自分はその創造主が何者なのか、どうしても知りたいのだと。




　──『いつだって、私たちは、本当に自分がやりたいことなんて分からない』

　──『いつだって、私たちは、自分がやってることが正しいかなんて分からない』




　──『だけど、神様が来てくれた』




　何度となく、あの都市で繰くり返された言葉。

　それは、イコンという存在の持つ〈原げん罪ざい〉。

　数千年来の、望み。

　すべてを知らずにはいられぬという、どうしようもない罪の源泉。

「あ～あ」

　と、イコンが肩かたを落とす。

「ついでに言えば、もしも誰だれかが助けに来たとして、今の結果は変わらないよ。もうこの時系列で君が死んで、〈門ゲート〉が堂々巡めぐりすることは決定してしまっている。開けてしまった猫ねこ箱はこ、ラストまで読んでしまったミステリと同じ。筋書きは変わらない」

「…………」

　その意味は、なんとなく分かる。

　イコンがやっている繰り返しとは、映画を繰り返し見ているのと同じだ。

　すでに映画を撮とり終わっている以上、中身が変わることはない。たとえ、ノウェムやカルロが自分の受けていることを知ったとしても、何もできやしないだろう。

（じゃあ、お前は何を……）

「普ふ通つうに、死ぬ気にはならないかい？」

　ことりと、イコンは首を傾かしげた。

（普通……に……？）

「うん、ここで起きているのはもう覆くつがえらない結果だ。君はどうやっても死ぬ。だけど、死に方だけはまだ決まってない。──逆に言えば、それだけはまだ君が決められる」

　イコンの言葉が、鼓こ膜まくに甘あまく響ひびく。

　いや、時間が止まっているというのなら、それは聴ちよう覚かく野やに直接響いているのだろうか。いかなる詐さ術じゆつでこちらの感覚や脳細胞を動かしているのかは知れぬが、彼の声こわ音ねはイザヤの知る誰よりも甘かった。

「もう、やめないかい？」

（……やめ……る……？）

「この繰り返しをやめる気にならないかい？　でなければ、僕も帰ることができない。僕には君が必要で、君には僕が必要だ。ああ、この方を引っ張り上げることも今回は諦あきらめよう。ほんの少し、君が身を委ゆだねてくれれば、もう一度〈門ゲート〉を現実につなぐことができるんだ」

　イコンは、真しん摯しに言う。

「では、訊きこう。──君は、僕に任せてくれないかい？」

　その言葉に、数秒の間をおいてイザヤは答えた。




（……断る）




「……ああ、またか」

　あまり残念ではなさそうに、イコンはため息をつく。

　この結果をすでに知っていたかのようだった。いや実際、彼が何度目からこのような誘ゆう惑わくに出たかはともかく、このやりとりは馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらいの回数繰くり返されたはずだった。

「じゃあ、仕方ない。もう一度繰り返そう。君が納なつ得とくしてくれるまで何度でも何度でも繰り返すしかない。それはそれで悪くない見物だよね。──うん、君は一体、何回死んでくれる？」

　時間が、巻き戻もどっていく。

　胸に突つき刺ささっていた槍やりはゆっくりと離はなれ、激痛だけは倍増しに、撒まき散らされた血が体内へ戻っていく。筋肉は再生し、血管は修復され、ただフィルムを巻き戻すような気軽さで、何もかもが元に戻っていく。

　台無しに、されていく。

（くそったれ──！）

　イザヤは、舌打ちする。

　結局は、繰り返しだ。記き憶おく野やからも、今のイコンとの会話はどんどん薄うすくなっていく。おそらくは、〈門ゲート〉によってこの世界に閉じ込こめられた直後まで消去デリートされるのだろう。

　また、自分と壬み生ぶ蒼そう馬まは戦い合う。

　分かりきった結末に至るまで、殺し合う。

　そして、またイコンに問われ、自分は彼の申し出を拒きよ否ひするのだろう。人外のイコンはともかくとして、一体自分の精神は、どれぐらいの年月擦すり切れずに耐たえられるだろうか。

　だが──悔くやしさは思ったほどではなかった。

　少なくとも、目的は達成できたのだ。

　自分が守ろうとしたものは、守ることがかなった。今自分たちが立っている手のひら──その主は世界を崩ほう壊かいさせず、そこにいた人々も救われた。だったら、何を悔しがることがあろう。

　すると、イコンが愉たのしそうに唇くちびるを歪ゆがめた。

「それも、覚えられてないよ？」

（──何？）

　眉まゆをひそめたイザヤに、イコンが続けて言う。

「あの世界のほとんどの人間は、君のことを忘れてるはずだ」

（……喪そう神しん現象、か？）

「そうとも」

　イコンが、道どう化けじみた仕草でうなずく。

　まるで、罠わなに落ちた獲え物ものを見つめる狩人かりゆうどのようだった。イブに禁断の実を食べさせた蛇へびも、こんな風に笑っただろうか。

　しかし。

　そのイコンが、表情を曇くもらせた。

　イザヤの顔は──その頰ほおには皺しわひとつ寄ってはいないけれど──その思考は、確かに笑っていたのだ。

「おかしくなったのかい？　もし狂くるったんだったら、ちょっと困るな。一応君の身体からだを使うには君の意思が必要なんだけれど」

（──それが──なんだよ）

　と、イザヤは思念で告げた。

「な？」

（もともと、俺なんかいたようないなかったような、ニセモノのさらにニセモノだ）

　イザヤは言う。

「ニセモノ……だって？」

（そうともさ）

　自じ嘲ちようする。

　本物だって言えるのは、古代の救世主ぐらいだろう。

　その救世主の遺伝子を、現代の九く瀬ぜ勇ゆう哉やとかけあわせたクローンニセモノが──『九瀬諫いざ也や』。

　そして、そのクローンニセモノから、さらにつくりあげたクローンニセモノの──自分。

（それが忘れ去られて何が悪い？　むしろ忘れられる方が本当だろう。俺が忘れられて、結果だけが残ったっていうなら、そりゃ最高じゃねえか。俺がいくらニセモノだろうが虚きよ構こうだろうが、その結果だけはどうしようもない本物なんだからさ）

「…………」

　……もちろん、噓うそだ。

　こんなのは強がりにすぎない。あの都市で、少年は幾いく多たの人々と心をつないできたのだから。

　きっかけこそ、何ひとつ自分の意志ではない。

　あの都市に連れられたのはカルロに騙だまされたからだし、玻は璃りやラーフラとともに〈獣ベステイア〉と戦わされたのも、教団の前で『九瀬諫也』のふりをしたことも、学院や生徒会で優等生の神しん父ぷを強しいられたことも、何ひとつ自分の本意ではない。

　それでも、今にして思えばひとつひとつが愛いとおしい──振ふり返るだけで、つい微び苦く笑しようしてしまうような星の輝かがやきだ。

　そして。

　少年が、自分の素顔でいられた相手も、ひとりだけいた。

　……ひとりだけ。

　その相手のことは、考えない。

　イコンなどに知られたくもないから、ぎゅっと胸の奥おくに閉じこめる。鍵かぎをかける。そういや鍵ってのは大事なものを守るためにあるんだよな、と馬ば鹿かげたことを考えてしまう。

　だから、本当は会いたい。

　忘れられて、平気なはずなんてない。

　だけど。

（……ニセモノなんざ、ニセモノらしく消えるのが一番だろが）

　もう一度、思念で言い張ってみせる。

　後こう悔かいなんて、ない。

　あるわけがない。

　自分の行いも、自分の辿たどった道も、自分の手になる罪も──そして、その結果も、何ひとつだって悔くやむはずがない。

「……不ふ愉ゆ快かいだな」

　イコンが、呟つぶやいた。

（へえ？）

「耐たえるのが……君だけだと思うなよ？」

　これまでと打って変わった、異様に冷たい響ひびきだった。

　ゆっくりと世界が巻き戻もどっていく中、イコンの言葉だけは時系列に逆行して届いてくる。

「君のその能力がどういう要素に依い存ぞんしてるか分からない。だから、迂う闊かつには手を出さない。僕が待てる間はいくらだって繰くり返してみよう。でも、それでもどうしても、君がうなずかないというなら……こんな手もあるよ」

　すう、とイコンの手があがる。

　それにつられて、ぞっと黒い気配が膨ふくれ上がるのを、イザヤは感じたのだ。

（〈獣ベステイア〉……）

「……その通り。どうしても君がうなずかないなら、君を〈獣ベステイア〉に喰くらわせればすむことだ。ああ、もちろんそれで〈門ゲート〉が失敗したら、僕も永遠に時空を彷徨さまよう可能性があるね、でも同時に、これならこの方の全身も、もう一度引きずりだせる可能性がある。賭かけるには悪くないよね？　ああ、そのときはもちろん、向こうの現実世界ももう一度喪そう神しん現象で滅ほろびてしまうんだろうけれど」

（…………っ！）

　誘ゆう惑わくは、突とつ然ぜん矛ほこ先さきを変えた。

　単に、イザヤの苦痛を終わらせるというだけではなく、あの都市の未来を人ひと質じちに取ったのだ。

　正確には、未来の可能性を。

「うん、これでようやく取り引きになったかな。苦痛だけなら、君結構な回数耐たえちゃいそうだし、さすがに僕の方が飽あきそうだ」

　唇くちびるに人外の愉ゆ悦えつを湛たたえて、イコンが言う。

「どちらにしても君は死ぬ。後はまあ、単純に好みだよ。──自分から身を委ゆだねて確実に僕だけを解放するか、〈獣ベステイア〉に喰くわれてしまって運が悪いと僕もこの方も解放してしまうか。いや難しい。なかなか迷える選せん択たく肢しになったんじゃないかな？　うん、少し気が良くなったし、ゆっくり選んでくれてもいいよ」

　そしてもう一度、甘あまやかに声は響ひびく。




「──さあ。君なら、どちらを選ぶ？」





２






　世界とは、どこか。

　時間とは、何か。




　答えは──ここにはなかった。




「……こ……れ……は？」

　ひどく切れ切れに、声がこぼれる。

　まるで自分のものとは思えない、ごわごわして、掠かすれた声だった。そんな調子で数メートルものたのた這はうと、ふつりと搔かき消えてしまうのをノウェムは感じた。

　それも、当然か。

　この場では、声は空気に響いているのではない。もっと別の仕組みで、伝導しているのだ。きっとその仕組みを解き明かせたのなら、現代の物理概がい念ねんは根底からひっくり返るだろう。

　ノウェムは闇やみの中に漂ただよっていた。

　闇とも、言えないかもしれぬ。自分の周囲から取り込こまれる視覚情報を、脳が処理しきれないのだ。少女の身体からだに仕組まれた各種センサーや電子チップさえも、漂ただよっている世界の正体を把は握あくすることはかなわなかった。

　サーバー・クリュプタとの接続も断ち切られ、座標どころか一秒ごとの感覚さえも曖あい昧まいだ。

　いや。

　そもそも、ここにはまっとうな時間が流れているのか？

「ノウェム！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　混迷の最中、肩かたに手がおかれたのだ。

「玻は璃り……様……」

　すぐ隣となりに、長い黒くろ髪かみの少女がいた。心配そうにこちらを窺うかがう少女は、自分よりも幾いく分ぶん、この状じよう況きように適応しているようだった。

　なんとなくだけど、この少女らしい。

　断罪衣イスカリオテもなしに、ずっと〈獣ベステイア〉と戦ってきたこの少女なら、そんなことも不思議には思えなかったのだ。

　そして、

「……私、は……っ」

　ノウェムは、頭を押おさえる。

　ひとつずつ、出来事を整理する。こんな場所に飛ばされた経けい緯いを、脳細胞から少しずつ呼び覚ます。

　ただ、確かに覚えていることがあった。

　見たものがあった。

　その記き憶おくが──少女の底に、小さな火を灯ともした。すぐさまそれは燃え移り、少女の感情を凄すさまじい熱で焼いた。

「イザヤ……様……っ！」

　奥おく歯ばを、嚙かむ。

　そう、見たのだ。

　見てしまったのだ。

　死んでは巻き戻もどり、巻き戻っては死ぬ──あの少年を。

「……ノウェムも、見たんですか」

「……はい」

　玻璃の言葉に、うなずく。

　幻げん覚かくとしてはあまりに生々しい、あの少年の姿。少年のみならず、イコンと名乗った人外までもともにいて、残ざん酷こくな運命に晒さらされていた一場面。

　玻璃も同じ映像を見たというならば、ますます錯さつ覚かくではありえまい。

「では、あれは……」

「あれが、今彼のおかれている状じよう況きようだ」

　告げる声があった。

　イザヤと同じ声せい紋もん。

　イザヤと同じ抑よく揚よう。

　しかし、イザヤとは異なる響ひびき。

　次の瞬しゆん間かん、『九く瀬ぜ諫いざ也や』はノウェムと玻は璃りの斜ななめ前に佇ただずんでいた。

「……どうやら、ふたりとも無事に遷せん移いできたらしいね。正直自信はなかったんだけど」

「え──っ」

「諫也お兄様──」

　さしものノウェムと玻璃が、目を見張る。

　単に、今までそこに『九瀬諫也』がいなかったから、というだけではない。『九瀬諫也』は斜め六十度ほどに傾いで、中空に立っていたのだ。

「ああ、これか」

　騙だまし絵のごとき光景の中、少年は淡あわく微び笑しようする。

「僕としては、これでまっすぐ立ってるつもりなんだけどね。ここでは認識が世界を左右するから、気を付けた方がいいよ」

　少年神しん父ぷが言う。

「認識……が？」

「そう。この場所は──詩的に言えば、世界の狭はざ間まとでも言えばいいのかな。彼らがさっきいた場所と同じ、無数に存在する亜あ空くう間かんのひとつだ。といっても、さっきの都市型聖せい霊れい機関の場所と、ほんの少し位相が違ちがうだけなんだけどね。おかげで、僕もこの姿を保ってられる」

　少年の声こわ音ねは、先と寸分変わらなかった。

　この空間に、彼は適応できているということだろう。対するノウェム自分はいまだ頭の芯しんからふらつき、玻璃に支えてもらっている有様だ。

　それでも、訊きかねばならないことがあった。

「あの、あれがイザヤ様の現状だというのは──！」

「少し待って」

　すっと、『九瀬諫也』の手があがった。

　それから、

「……そっちは、どうかな？」

　と、振ふり返って尋たずねた。

　少年からは斜め下、しかしノウェムや玻璃とはややずれた中空。

　そこに、カルロ・クレメンティもいたのだ。

　車くるま椅い子すに座すわったまま、隻せき眼がんの神父は顔を押おさえていた。この物理法則に適応できず、彼も混迷しているようだった。

　やがて、その視線がゆっくりとこちらを向いた。

「何を……したんです……？」

　がらがらの声が、そうこぼれた。

　弱々しくはあっても、その視線ははっきりと『九く瀬ぜ諫いざ也や』へ向いていた。

「……あなたは本当に『九瀬諫也』なんですか……？」

　まるで、すがるような声だった。

　カルロがそんな声を出すところを、ノウェムは初めて見た。迷い子が親を捜さがすのにも似て、しかし、それが滑こつ稽けいだなどとは、口が裂さけても言えぬほどの想おもいがこもっていた。

　想い。

　喜びとも哀かなしみとも怒いかりともつかぬ、あるいはそのすべてがないまぜとなった感情。その対象に捧ささげた──積み重ねてきた心の重さ。

　対して、

「……分からない」

　と、少年神しん父ぷがかぶりを振ふったのだ。

「本物といえば本物だし、ニセモノと言えばニセモノだよ。少なくとも、〈獣ベステイア〉に喰くらわれた、かつての『九瀬諫也』の残ざん骸がいに過ぎないことは確かかな」

　かすかに、視線はうつむいていた。

　この少年自身にとっても、自己同一性アイデンテイテイーは曖あい昧まいなものだったのだろう。ひょっとすると、自分の正体を一番知りたがっているのは、この少年だったかもしれない。

　──なんて、皮肉。

　ニセモノだったがゆえ、ニセモノとしての自己同一性アイデンテイテイーを確立しえたあの少年。

　本物の意識を持つため、本物としての自己同一性アイデンテイテイーに悩なやむ『九瀬諫也』。

　単なる対比とするには、あまりに残ざん酷こくなのではないか。

「…………」

　だから、カルロもしばらく口を利きかなかった。

　何を言ってよいのか、何を訴うつたえればよいのか、彼にも分からなかったからだ。追いつめられて即そく断だんに逸はやらなかったのは、若くして枢すう機き卿きよう代行を務める聖せい職しよく者しやならではの、賢けん明めいさだったろう。

　やがて、ゆっくりと口を開いた。

「では……あれは……？」

「あれ？」

「どうして……イザヤが……あんなことに……？」

「っ──！」

　ノウェムが、息を吞のむ。

　単に、同じ光景を共有していたためではない。

　カルロのその呼び方に、これまでとは異なる感情と記き憶おくを見み出いだしたからだ。

「彼のこと、思い出しましたか？」

　と、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は優やさしく尋たずねた。

　カルロの返答は、数秒の間をおいて、流れた。

「……最後の……あなたの奇き蹟せきのせいですね？」

　第一種模も倣ほう奇蹟。

　世界で初めて発動された、最高位の模倣奇蹟。

「聖ゲオルギウスの洗礼。──あの王女様を洗礼した伝説からの模倣になるか。まあ、都市型聖せい霊れい機関と直接接続できたおまけみたいなものだよ」

　淡たん々たんと、『九瀬諫也』は言う。

　聖ゲオルギウスには幾いく多たの伝説があるが、その中でも特筆すべき奇蹟がそれだった。

　すなわち、聖ゲオルギウスの最後。

　異教徒の王につかまり、処刑される寸前も、彼は自らの信しん仰こうを王国へ訴うつたえ続けた。鞭むちに打たれ、煮にえたぎった鉛なまりを吞まされつつも信念を叫さけび続けた彼に、ついには王おう妃ひも心打たれて改宗したというのだ。

　その際、聖ゲオルギウスは自ら──ないしは王妃自身の血をもって、彼女に洗礼を与あたえたとのこと。

　それは、つまり。

「喪そう神しん現象の根源は、〈獣ベステイア〉の纏まとう歪ゆがみに人間の精神が耐たえきれなくなることだろ。聖ゲオルギウスの第一種奇蹟は、その耐たい性せいを与える奇蹟だ。僕が〈獣ベステイア〉から一時意識を回復できているのも、この奇蹟のおかげ。考えてみれば、聖せい戦せんのときに一番求められた奇蹟かもしれないね？」

　軽くため息をついて、『九瀬諫也』は肩かたをすくめる。

　実際、彼の言う通りだろう。

　ほかの奇蹟のように、直接〈獣ベステイア〉を砕くだいたり、身を守る奇蹟ではない。だが、考えようによってはこれ以上の奇蹟もなかった。

　いわばそれは──人類すべてを、〈獣ベステイア〉と戦える聖せい人じんへと変える奇蹟ではないか。

　第一種模倣奇蹟の名に恥はじぬ、また救世主と呼ばれた少年にもふさわしい、凄すさまじい『力』であった。

「僕がいなくなってから、ずいぶん力ずくなことをしてたんだね」

　もう一度、『九瀬諫也』が困った顔になる。

　何のことを言っているかは、明白だった。

　もうひとりの少年を、カルロが思い出したからこそ、彼も問うたのだろう。

　同時に、この『九く瀬ぜ諫いざ也や』が──少なくとも、『九瀬諫也』の一部を内包してると認めたからこそ、カルロも仏ぶつ頂ちよう面づらで口を開く。

「……最善を尽つくしたつもりです」

「だと思うよ。というか、君が最善を尽くさなかったことなんてないと思うな。だから、もう少し肩かたの力を抜ぬいた方がいいって、いつも言ってたのに」

　まるで、物心つく前からずっと一いつ緒しよだった、幼なじみのようなやりとり。

　聖せい戦せんより三年の時間を飛び越こえて、ふたりの交わす会話はひどく短く、しかしその表面上からは窺うかがい知れないほど多くの意味を伝達していた。

「でも、彼にまで僕らの責任を押おしつけたのは、やりすぎじゃなかったかな」

「イザヤは──！」

　カルロが、視線をあげる。

　何を言おうとしたのかは、分からない。続きを口にしようとして、枢すう機き卿きよう代行は硬こう直ちよくしたからだ。

『九瀬諫也』が、こちらへ頭を下げていたのだ。

「……ごめん。勝手に死んでしまって」

「…………」

　ある意味、ひどく馬ば鹿か馬ば鹿かしい言葉なのに、その真しん摯しな響ひびきにカルロはため息をついた。

　短かったが、その吐と息いきには三年分の何かがこもっていた。

「……もういいです。あなたに迷めい惑わくをかけられるのはいつものことですから」

「それもそっか」

「そうですよ」

　隻せき眼がんを細め、神父は微び苦く笑しようする。

　それから、『九瀬諫也』はもう一度別の方向を振ふり向いた。

「……ちょっとだけ、驚おどろいたな」

　首を傾かしげて俯ふ瞰かんしたのは、少年の立つ平面と斜ななめに交差した、下方より重なる平面だった。

「申し訳ありませんが……説明をいただきたく思います」

「そうね？　特に、何に驚いたのかは、詳しく話していただきたいわ？」

　褐かつ色しよくの肌はだの少年修しゆう道どう士しと、盲もう目もくの尼に僧そうが続けて口にする。

　シスター・レアと、ラーフラも、そこにいたのだ。

　小さく、『九瀬諫也』が首を縦に振る。

「ここに至るための小規模〈門ゲート〉は、先の第一種模も倣ほう奇き蹟せきと同期させてました。聖ゲオルギウスの洗礼を受けた者だけが、この空間に移動するように。もっとも、聖ゲオルギウスの奇蹟の性質上、受ける気のないものには届きませんので……ですから、あなた方ふたりはこちらに来ないだろうと思ってました」

「ふうん？」

　シスター・レアが、やや疑わしげに語尾をあげる。

　気にせず、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は続けた。

「僕からも、あなたに訊ききたいことがありますよ。シスター・レア」

「なあに？」

「あなたが扱あつかう聖ルチアの模も倣ほう奇き蹟せき──何者も傷つけざる不ふ壊えの奇蹟は、喪そう神しん現象にすら一定の耐たい性せいを獲かく得とくします。あなたは、もともとイザヤのことを忘れてなかったんじゃないですか？」

「…………」

　シスター・レアは、すぐには答えなかった。

　瞼まぶたを固く閉じた尼に僧そうに、『九瀬諫也』はただ静かに質問を重ねる。

「それでも反対した理由は、カルロさんと同じですか」

「答える必要がありますの？」

「いいえ」

　かぶりを振ふる。

　ひとつ間ま違ちがえば、この尼僧とも命を賭かけて戦うはずだったのに、その程度のことはこだわる必要もないと言うように。

　だからこその、救世主でもあったろうか。

　間をおいて、シスター・レアは口を開いた。

「人ひとりと世界とどちらが大事と問われれば、そんなものは世界に決まってるでしょう？　もしも、ひとりの人間を選ぶような者がいるなら、それはただ単にその人の中の世界が狭せまいだけですわ。そんな生き方をするのなら、私はそもそも聖せい戦せんなど戦わなかったでしょう」

　シスター・レアの言葉は当然だ。

　地球より重い命など存在しない。自分たちは命の選せん択たくを迫せまられる存在だからこそ、その選択の正当性を常に考えなければならない。

　ゆえに、シスター・レアは忘れたふりをした。

　イザヤという少年など存在しなかったと。

　玻は璃りとノウェムのように共有できる友も持たず、たったひとり秘密を抱かかえて沈ちん黙もくを保つのが、彼女にとっての戦いだったろう。だからこそ、誰だれも尼僧を責めず、ただひっそりと視線を集つどわせた。

「……だけど今なら、彼を救う必要性は分かるでしょう？」

　と、『九瀬諫也』が言う。

「彼が〈獣ベステイア〉に喰くわれたときが、僕らの破は滅めつだ。なんだったら、僕らを世界と置き換かえてもいい。──まあ彼が素直に身を差し出す可能性もあるけれど、僕はそうなるとは思えないな」

　悪いた戯ずらっぽく、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は笑う。

　そんなところは、本当にあの少年に似ていると、ノウェムは思った。ちゃんと出会ったこともないはずなのに、あの少年とこの『九瀬諫也』は、やはりつながっている。

「さっきの映像が、あなたのつくりだした都合の良い幻げん覚かくで無いという保証は？」

「ありませんよ、そんなもの」

　あっけらかんと、少年が肩かたをすくめる。

「いつもあなたはそうですわね？　保証も何もなく、ただ勘かんだとか気分だとかで、人を引っ張り回すんです。その都つ度ど、私が書いた始末書や、改かい竄ざんした書類がどれだけ積み重なったと思ってます？　一度、全データを閲えつ覧らんしていただきましょうか？」

「ちょ、ま……それは、勘かん弁べん願いたいんですが」

「……でも、その適当な指示が的外れだったこともなかったですわね？」

　尼に僧そうが、小さくため息をつく。

　カルロ・クレメンティ、シスター・レア、壬み生ぶ蒼そう馬ま、『九瀬諫也』──聖せい戦せんをくぐり抜ぬけた四人一組フオー・マン・セルの中で、最も割を喰くったのはあるいは彼女だったかもしれない。

　天才肌はだすぎてその行動を予測できない『九瀬諫也』、好戦的にもほどがある壬生蒼馬、秘密主義のカルロ・クレメンティ。彼ら三人に囲まれて、彼女がどれだけ苦労を重ねていたかは想像するしかない。彼女たちの過ごした年月は、一体どのような日々だったろう。

　それも、ある種の青春ではあったのだろうか。

　やがて、

「……一体、私たちに何をさせようと言うんですの？」

　ぽつりと、シスター・レアが言った。

「感謝！」

　おどけて、少年は片手をあげる。

「ラーフラさんも、それでいいのかな？」

「僕は……」

　一いつ瞬しゆん、ラーフラが言いよどんだ。

　褐かつ色しよくの肌の少年修しゆう道どう士しは、その動どう揺ようを抑おさえるためか、黒玉のピアスに触ふれた。

「私は、弟子としてシスター・レアの判断に従います。ただあくまで個人的に付け足せば──彼のことを忘れていたことは、とても恥はずかしく思います」

　ぎゅ、とピアスを握にぎりしめる。

　危うく耳たぶがちぎれてしまいそうなほど、その手はぶるぶると震ふるえ、少年修道士がどれほどの激情に堪たえているかを示していた。師にも似ていつも遠回しな発言をしていた彼の──恥ずかしいという率直な感想も、そうした想おもいの表出だったろう。

「そっか」

　と、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の瞳ひとみは少し優やさしくなった。

「ちょっとだけ、彼が羨うらやましくなっちゃうな」

　嬉うれしさと気き恥はずかしさと何か別の成分とを、等分ずつ混ぜ込こんだような表情。

　その配分があまりにも絶ぜつ妙みようすぎて、この少年が実際にどう思っているかは、よそからは窺うかがえなかった。

「諫也お兄様？」

　玻は璃りが問うて、『九瀬諫也』はあ、と瞬まばたきした。

「いや、すいません。質問は、何をしたいのかでしたよね」

　すい、と人差し指が立てられる。

「今まで、〈獣ベステイア〉との戦いはずっと防衛戦だったでしょう？」

　全員を見み据すえ、少年はゆっくりと語りかける。

　不意に、その表情がすりかわった。




「──僕は、それをひっくり返したいと思います」




　幾いく多たの大軍を指揮してきた、将軍のごとく。

　何度もリングに叩たたきのめされながら、なおも不敵に笑うチャンピオンのごとく。
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　カルロは、唾つばを飲み込こんだ。

　ラーフラは、その黒こく瞳どうを大きく見張った。

　シスター・レアは、記き憶おくを反はん芻すうするように、ただゆっくりと息を吸った。

（これが……『九く瀬ぜ諫いざ也や』ですか……）

　ノウェムもまた、様々な思いを抱かかえたまま、胸を押おさえる。

　そして……玻は璃りは、ずっとずっと幼い頃ころに失われてしまった宝物を見るかのように、切なく表情を歪ゆがませた。

　そして、そして。

　静かに、『九瀬諫也』が言う。

　宣言する。

「これが初めての──たった一度きりの、僕たちの反はん撃げきだ」





３







「──我は模も倣ほうする。聖ゲオルギウスの槍やりを！」




「──我は模倣する。ロギノスの長き槍を！」






　闇やみと、光が飛沫しぶいた。

　ふたつの槍のぶつかり合いが、比ひ喩ゆでなく時空をも破断するほどのエネルギーを撒まき散らしていたのだ。

　かたや、聖ゲオルギウスの槍。

　かたや、ロギノスロンギヌスの槍。

　すなわち竜りゆう殺しと救世主殺し。どちらも背負った伝説にひけはとらぬ、聖せい人じんたちの伝説に冠かんたる神しん槍そうであり魔ま槍そうであった。

　だとすれば、片方のみに形勢が傾かたむいているのは、あくまで使い手の力量によるものだろう。

（……く、そ……）

「どうしたあ!?」

　歯を剝むいて、蒼そう馬まの槍が変へん幻げん自じ在ざいに霞かすんだ。

　その切っ先が漆しつ黒こくの瘴しよう気きを放ち、少年の纏まとう純白の断罪衣イスカリオテへと迸ほとばしる。

（こ……れは……っ）

　たまらず、少年が叫さけんだ。





「──我は模倣する。聖ゲオルギウスの槍そう剣けんを！」






　聖ゲオルギウスの第二種模も倣ほう奇き蹟せき。その応用。

　イザヤの右手に槍やりを保持しつつ、左手に光の剣が生まれる。その双そう刃じんを重ね合わせることで、蒼そう馬まの黒槍をかろうじて防いだ。

「…………っ！」

　凄すさまじい衝しよう撃げきに、受けた腕うでの筋肉が破は裂れつするのを感じて、少年は強く歯がみした。

　出力だけなら、むしろイザヤが上回る。

　しかし、両者の技量には圧あつ倒とう的てきな隔へだたりがあった。それも当然。イザヤも幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを越こえてはいるが、壬み生ぶ蒼馬と比べれば、土台となるべき訓練量が違ちがいすぎる。それは単なる時間の問題ではなく、生き残るための──生き延びるための、絶対的な『力』の違いだ。

（動きは……全部……知ってるのに……）

　そう。

　知っている。

　どういう事情か、今回の戦いではイザヤの記き憶おくは残されていたのだ。

　いや、今回だけではない。この数十回ばかりの生と死を、その苦く悶もんや激痛を、イザヤはすべて記憶させられていた。

　その理由も、ある程度は想像がついた。

（こっちの精神こころを……すり切らせる……気か……）

　だったら、効果的な作戦といえた。

　すでに、少年の感情の起き伏ふくは、ひどく平へい坦たんになっている。

　何度となく殺され、何度となく生き返され、それでも条件反射的に動いてしまう手足はもはや戦うための機械も同然。ただ、その結果として蒼馬との戦いも拮きつ抗こうし、一度一度が長引くようになったのは必然の皮肉。

　しかし。

　それでも、逆転には至らない。

　いくら動きを知っても、予測できても、イザヤでは蒼馬に敵かなわない。百戦すれば百敗するという最初の印象のまま、肝かん心じんのところは何ひとつ変わらない。今だって、蒼馬の猛もう攻こうを凌しのぐために、イザヤばかりが多くの奇蹟を発動させられる展開だ。その都つ度ど、制せい御ぎよのための精神力を費やされ、少年の側だけに拭ぬぐいきれぬ疲ひ労ろうがたまっていく。

　七十二合の激げき突とつを経て、蒼馬の眉まゆが寄った。

「……なんだ？　ずいぶん受けきりやがるな。お前、まるでこっちの手を全部知ってるみたいじゃねえか」

（知ってるんだよ……）

　その思考にさえ、力が入らない。

　呼吸を荒あらげ、傷だらけの身体からだを懸けん命めいに持ち上げる。

　もう、左半身の感覚が消え失うせていた。外傷や肉体的な疲ひ労ろうは時間が巻き戻もどるたび『無かったこと』にされるが、記き憶おくが連続してる以上、精神に蓄積する疲つかれまでは癒いやされない。

　それは、たとえば──この男と同じ。

　長く続く戦いに倦あぐんで、〈怠たい惰だ〉という思考停止に陥おちいった壬み生ぶ蒼そう馬まと同じ大罪。

　つまるところ、その大罪を背負わせることで、イコンは自分を〈獣ベステイア〉に喰くわせるつもりなのだろう。

（く……そ……）

「……どうにも、締しまらないな」

　蒼馬が、自らの肩かたに槍やりを置く。

　漲みなぎる闘とう志しと殺意はまったく衰おとろえさせず、その唇くちびるが問いたいことだけを問う。

「お前……何か隠かくしてるんじゃないか？」

「…………」

　イザヤは、答えない。

　この展開も知っている。けして蒼馬は、この戦いがループさせられているなどという言葉には耳を貸さない。信じる信じないではなく、それがどうしたという立場なのだ。この一度の戦いに満足できるかどうか、それだけしか興味がない。

　イコンの側も、そこまで理解した上で、ループを仕し込こんできたのだろう。

　あのとき、言った通りだ。




　──『もうこの時系列で君が死んで、〈門ゲート〉が堂々巡めぐりすることは決定してしまっている』




　決定事じ項こう。既き定てい事項。

　時間は少年の敵であり、いかなる努力を行おうが、関係なく彼を殺す。そういう修正力が働いてしまっているのを、誰だれよりも少年が感じてしまっている。

（ああ……そうか……）

　この修正力を、イザヤはよく知っていた。

　模倣奇蹟。

　かつて起こった奇き跡せきを何千回、何万回と仮想世界で繰くり返すことで、現実に確定してしまうシステム。あれは、今自分が味わっている修正力と、本質的に同じものではないか。

　おそらく、イコンのやっている巻き戻しと、模も倣ほう奇蹟は似たシステムなのだろう。

（この疲れも……そうか……）

　異様なまでの精神の疲れ。

　これ以上少年が反旗を翻ひるがえさぬように、修正力は彼の魂たましいすらも蝕むしばんでいる。もとより、一番最初に──たった一度の命を失っている以上、それも仕方がないことだと、彼も思ってしまっている。

　だから、敵かなわない。

　イザヤの抵てい抗こうは、何もかもが「無かったこと」になる。いくら蒼そう馬まの動きを知っていても、裏を搔かいても、最終的にイザヤは敗北する。

　少年が存在したという事実さえ、とっくの昔に忘ぼう却きやくされているのだ。

　ならば、自分は──

「…………っ！」

　吐と息いきが、揺ゆれた。

　疲ひ労ろうではなく、動どう揺ようによるものだった。何度も何度も同じ繰くり返しを見てきた自分が、果たしてどれぐらい久しぶりかも分からないほどの、「初めての展開」だった。

「な……っ？」

　蒼馬も、かすかに呻うめいた。

　そして、もうひとつの理由に、少年の胸はどんな戦いよりも高く鳴った。

　灰色に染まった世界の中で、その銀色と紫水晶アメジストの光だけが、泣いてしまいそうなほど美しかった。

「イザヤ様……っ！」

「ノウェ……ム……」

　見み間ま違ちがえるはずもない。

　たとえ、この目が見えずとも、彼女だけは間違えやしない。

　新たに、巨きよ大だいな手の平へ現れたのは、かの銀色の髪かみの少女であった。

「お前。どうやって、ここまで来たんだ？」

　蒼馬が笑う。

　彼にとっては、あの半年前の決戦から、まだ一日も経たっていない。

　ゆえに、イザヤほどの衝しよう撃げきは受けてなかった。ここに至って、この人形──少女がやってくることを、単純に追いかけてきただけと捉とらえていた。もちろん、この場が閉へい鎖さされた空間であり、通常の方法で入れないことは知っているが、蒼馬にしてみれば少しばかり頑がん丈じようなセキュリティがかかってるぐらいの認識だったのだ。

　鋭するどい歯を剝むきだして、槍やりの切っ先を向ける。

「いい加減しつこくてうんざりしてくるぜ？　なんだったら、そこの坊ぼう主ずとまとめてかかってくるか？　こいつがこの調子だとその方が愉たのしめるかもな」

　すでに、蒼馬の身体からだは戦せん闘とう態勢に入っている。

　ふたりがかりでも構わないとは、単なる自信のあらわれではない。たとえ、その結果が惨みじめな敗北であっても受け入れられるという、彼の精神性ゆえでもあった。

　しかし、

「いいや」

　と、それを否定する声があがったのだ。

　更さらなる登場人物に、寸すん瞬しゆん槍やりの切っ先が動き──止まった。




「君の敵は……僕だ」




　そこにいるのは──イザヤと同じ顔だった。

　イザヤと同じ瞳ひとみ。

　イザヤと同じ声。

　しかし、何かが決定的に違ちがっていた。単なる表象ではなく、もっと根本的な部分で、イザヤと少年とはまったく違っていた。

「ま、さか……」

　蒼そう馬まの声が、初めて掠かすれた。

　漆しつ黒こくの槍さえも、それにつれて揺ゆれ、揺らぎを増ぞう幅ふくさせるように跳はねる。

　蒼馬自身の認識よりも早く、野性の本能が牙きばを剝むいたのだ。判断したのは意識ではなく、絶大な修練を重ねた身体からだ。下段より槍を跳ね上げ、一切の無む駄だなく運用された身体が、その全身を使って虚こ空くうを薙なぐ。





「我は模も倣ほうする。ロギノスの槍を！」






　反射的に投げかけたその叫さけびへ、





「我は模倣する。──聖ゲオルギウスの槍を」






　落ち着いた声こわ音ねが、応じた。

　イザヤと同じ、聖ゲオルギウスの奇き蹟せきが。

　闇やみが世界を圧し、しかし新たに生まれた光はその闇にも拮きつ抗こうした。機械福ふく音いんを用いて、少年の手に現れた光の槍が、蒼馬ロギノスの槍を防いだのだ。

「は、はは……っ」

　軋きしる歯の間から、血と呻うめきがこぼれる。

　見事に受けきられた形の蒼馬は、むしろ歓かん喜きに笑えみ崩くずれた。

「お前は……本当に……っ」

「ええ、そうですよ、蒼馬さん。ずいぶんと待たせました」

　静かに、少年も笑う。

「…………」

　イザヤは、ただ絶句していた。

　聖せい戦せん時じの映像では何度も見せられた相手だった。半年前の決戦ではそのオリジナルであるところの『九く瀬ぜ勇ゆう哉や』の肉体さえ見た。

　だが。

　だが、この目で、その相手が戦うのを見ることになるとは、想像もしなかった。




「あなたが戦いたかったのは僕──『九瀬諫いざ也や』でしょう？　壬み生ぶ蒼そう馬ま」







[image: 第四章　救世主]
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　シスター・レアたちは、さきほどの空間に残っていた。

　あの、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の指示によるものだ。カルロを隣となりにおいて、シスター・レアとラーフラは断罪衣イスカリオテを纏まとい、全身から淡あわい光を放っている。





「──我は模も倣ほうする」

「──我は模倣する」






　ふたつの機械福ふく音いんが、合唱のように流れていた。

　半年前の決戦で、ラーフラとシスター・レアは相乗福音を用い、模倣奇き蹟せきの効果を高めたことがあったが、今行っているのも似たようなものだった。

　すなわち、『力』の誘ゆう導どうである。

　この空間といささか位相の離はなれた現実──その都市型聖せい霊れい機関と、また別の空間に移動してしまった『九瀬諫也』との間に、ある種の『力』の線ラインを形成しているのだ。

　無論、簡単な作業ではない。

　都市型聖霊機関を動かす信者たちの祈りとは、本質的には距きよ離りや次元にとらわれぬエネルギーだ。少なくとも、聖霊機関の理論ではそのようになっている。

　しかし、エネルギーを受け止める断罪衣イスカリオテの側は、そうはいかないのだ。広がるほどに拡散する祈りを、奇蹟のエネルギーとして利用するためには、一定以上集中した環かん境きようが必要だ。もとより都市型聖霊機関とはその環境設定のためにつくられたシステムなのだから。

　ゆえに、今シスター・レアとラーフラは自らを中継点バイパスとして、『九瀬諫也』と都市型聖霊機関との接続を保っているのだった。

「……カルロ」

　不意に、シスター・レアが口を開いた。

　周囲を流れるエネルギーによどみはない。誘導に集中しつつ、会話をこなすだけのコツをつかんだということだろう。師し匠しように比べれば、ラーフラはそうした作業が苦手なのか、褐かつ色しよくの肌はだにじわりと汗あせを滲にじませている。

　その判断に疑問を抱いだかず、カルロも聞き返した。

「なんでしょう」

「あなたは、あの『九瀬諫也』を信じてますの？」

「あなたも、しつこいですね」

　思わず、苦く笑しようする。

「それについては、彼の言った通りですよ。証明する方法なんかない。あなたがその役目を引き受けたのも、むしろ信じ切れてないからじゃないですか」

　この空間から移動する前に、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は言っていた。




　──『もしも、あなたが僕を疑うんだったら、いつでも『力』の接続を切ればいい。あそこは僕の認識だけではどうにもならない場所ですし、そうなったらすぐにもとの〈獣ベステイア〉に戻もどりますよ。もともとこの空間の安定度は低いですし、そうなったら自然とあなたたちも、元の御みさ陵さぎ市しに帰らされるはずです』




　うんうんと自分の言葉にうなずく『九瀬諫也』は、確かにカルロやシスター・レアが知るままの、かつての救世主の態度だった。

「……確かに、結果として、あのイザヤさんの命は私たちの世界と直結していますわ？」

　瞳ひとみを閉じたまま、シスター・レアは言う。

「でも、ノウェムさんや『九瀬諫也』さんは、人類を守るために彼を救おうとしているわけじゃないでしょう？　そうした動機を不安に思うのはおかしいことですか？」

「おかしくはありませんよ。確かに、あなたの言うとおり、一個の命と地球なんて比べる意味がありませんし。もしもどちらかを選べと言われたら、絶対に地球を選ぶべきです。彼らはそこで迷いそうですから、不安に思うのも普ふ通つうでしょう」

　答えて、カルロは肩かたをすくめる。

「……ですけど、本当にそんな選せん択たく肢しに出会ったなら、私たちはちゃんと悩なやんで、ちゃんと苦しむべきなんです」

「ちゃんと悩んで、ちゃんと苦しむ？」

「ええ」

　眉まゆを寄せたシスター・レアに、カルロは力強くうなずいた。

「もしも機械的に少数の命を切り捨てるようになったら、それはもう英えい雄ゆうでも聖せい職しよく者しやでもない。いいえ、人間ですらありえない。──それはね、ただの怪かい物ぶつですよ」

　車くるま椅い子すの車輪が、きいと鳴った。

　この空間にあっては、車輪がどこに接地しているか分からない。それでも、こうして軋きしみをあげる車椅子の肘ひじ掛かけを、カルロはそっと愛いとしげに撫なでた。

「私たちが人間でいて、人間の社会を守りたいと思うなら、ほんの少しでも人間らしくいられるように、きちんと悩むべきだと思いますよ。結局のところ、人が人を信用するのは、卓たく絶ぜつした強さでも冷れい徹てつな判断でもなく、そうした脆もろさや弱さじゃないかと思います」

「……それは、あなたの経験からの言葉？」

「……御陵市をつくったのは私ですよ」

　皮肉っぽく、カルロの唇くちびるがつりあがる。

　その意味は、明らかだった。

　特別指定教区には、絶対に聖せい霊れい教きようの信者が必要だ。彼らの祈りこそが都市型聖霊機関を稼か働どうさせ、断罪衣イスカリオテの資格者に『力』を供給する。

　だが、当の市民たちは〈獣ベステイア〉の存在さえ知らないのだ。

　いわば、カルロは市民すべてを騙だまして、特別指定教区を造ったに等しい。

　ならば、平和が訪れたのだと錯さつ覚かくしていたこの半年も、カルロは苦しんでいたのだろうか。多くの人々を騙し、その一部を戦いの生け贄にえとして捧ささげてしまった自分に、煩はん悶もんしていたのだろうか。

「別に苦しんだからといって意味があるわけじゃありません」

　続けて、カルロは言う。

「苦しんでも騙した事実は覆くつがえらない。死んだ者は蘇よみがえらない。苦しむなんて行為自体はただの自己満足とたいして変わらない。──それでも、そのすべてが無意味とは思いませんよ」

「……私も、思いません」

　第三の声が、その会話に加わった。

　ラーフラが、口を開いたのだ。

　シスター・レアに比べれば経験で劣おとるためか、それとも断罪衣イスカリオテの形式自体が新しく制せい御ぎよに手間取るためか、少年修しゆう道どう士しの表情は苦く悶もんに染まっていたが、それでも声こわ音ねはしっかりしていた。

「半年前の決戦で、彼と話しました」

　その彼が誰だれを示すかなど、言うまでもあるまい。

　ごく短いやりとり。

「あの都市での時間は大切だったんだ、と彼は言ってました」

　苦笑いしながら、あのときの彼は口にしていた。




　──『いきなり双ふた子ごの兄のニセモノやれとか言われて、にわか神しん父ぷとしてここに突つっ込こまれてさ。あげく、あんな〈獣ベステイア〉に追いかけ回されるわ、断罪衣イスカリオテとかいうおかしな服まで着せられるわ。自分はどれだけ運が悪いんだろうって思ってた』




　ビルの屋上だった。

　シスター・レアの模も倣ほう奇き蹟せきによって、自らの正体を──ニセモノですらない、クローンのクローンだという真実を聞かされて、なお彼は笑い、ひらひらと手を振ふって話していたのだ。




　──『だけど、あの話を聞いて、少し違ちがうように思えた』

　──『俺はそう思ったってだけだよ。案外楽しかった。あの眼帯神しん父ぷとこづきあうのも、ノウェムに懐なつかれるのも、玻は璃りや生徒会の連中と学校通ってるのもな。……あ、カルロのヤツには黙だまっておけよ。すぐ調子に乗るから』




「……ああ、そうだ。あなたには話すなと、釘くぎを刺さされてたんですが」

　ラーフラが、苦く笑しようする。

　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらの少年修しゆう道どう士しの肩かたが、かすかに揺ゆれた。

「でも、彼が御みさ陵さぎ市しを守ろうと思ったのは、強さゆえじゃない。信しん仰こう心しんでもない。あなたが強いだけだったり、ノウェムさんがただの人形だったりしたら、もう半年前に御陵市も……いいえ、世界だって滅ほろんでいたはずです」

　すべてが、喪そう神しん現象で停止した世界。

　御陵市だけでなく、世界中の人間が──生命すべてが動きをとめた星。

　本当は、そうなっていたはずなのだ。

　半年前、あの少年が何かの気まぐれのように、あるいはただの必然のように、救世主とならなかったなら。

「苦しみだけにとらわれて選せん択たくできないものは愚おろか者です。しかし、苦しみもせずに安直な判断を行う者はもっと大事なものを失います。──そんなあなたとともにいたから、彼はあの選択をできたのだと、そう思うのはおかしいですか」

　カルロは、すぐには答えられない。

　師し匠しようであるシスター・レアも、茫ぼう然ぜんと弟子を見つめるばかりだった。

　ある意味で、それは彼女の知らない弟子の素顔だったろう。彼女が知る弟子は、〈獣ベステイア〉を殺すためだけに断罪衣イスカリオテを纏まとう、憎にくしみの権ごん化げだったのだから。

「……だから、私は忘れていたことを恥はじます」

　ラーフラは、細く吐と息いきをつく。

「喪神現象など言い訳になりません。自分が心を動かされた事実を忘れるとは、自分を手放すことにほかなりません。そんな自分を、私は強く恥じます」

　ぎり、と少年修道士が強く歯を嚙かみしめる。

　そんな相手を見て、カルロは複雑な表情になった。

「……さて。褒ほめてもらえるのは光栄ですが」

　淡あわい微び苦く笑しようが、眼帯神父の唇くちびるをかすめた。

　その頰ほおへ指が触ふれて、離はなれるのに少しだけ時間がかかった。

　どうしても、ほんの少しだけ頰がほころんでしまうのを、止められないかのようだった。

　そして、

「──動いた、ようですよ」

　その言葉で、シスター・レアもラーフラも、断罪衣イスカリオテから流れ込こむ情報に注目した。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』の断罪衣イスカリオテと、カルロたちのそれは同期している。ゆえに、彼の見た映像も転写され、コンマ数秒の遅おくれで彼らに伝わったのだ。

　同時に、確認した映像は大きな衝しよう撃げきをもって──特に、カルロとシスター・レアを打ちのめした。

　それは聖せい戦せんのときより、何度となく思い描えがいた構図かもしれなかった。

　聖戦の真実を知る者であればあるほど想像し、想像のたびにそんなことはありえないと、かぶりを振ふった図式やもしれなかった。




　すなわち。

『九瀬諫也』と、壬み生ぶ蒼そう馬まの戦いだった。
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　ぐら……と、イザヤの身体からだが傾かしいだ。

　極度の緊きん張ちようから、一いつ瞬しゆんとはいえ解放された結果、一気に精神と肉体が限界に達したのだ。完全に平へい衡こう感覚を失い、横よこ倒だおしになろうとしたとき、横合いから柔やわらかな何かが受け止めてくれた。

　それが、少女の手だと理解するのに、少し時間がかかった。

「……イザヤ……様」

「ノウェム……」

　ぼんやりと、イザヤは呟つぶやいた。

　忘れがたい銀色の髪かみ。紫水晶アメジストの瞳ひとみ。魂たましいを鑢やすりで削けずり取るような戦いの中、唯ゆい一いつ、イザヤの奥おく底そこで守られていた色。

　いまだに、これが現実の出来事とは思えなかった。こちらの空間と向こうとでは、幾いく分ぶん時間の流れ方が異なるようだが、それでもほぼ半年の間、ずっとイザヤは戦い続けてきたのだった。

（夢……だよな……）

　そう思った。

　ついに、自分は狂くるってしまったのだろうか。

　心を蝕むしばまれ、都合のよい幻げん覚かくに耽たん溺できするようになったのか。

「イザヤ様！　イザヤ様！　イザヤ様！」

　少女の瞳が、滲にじむ。

　温かなものが、頰ほおに滴したたった。

　その感かん触しよくに、やっと少年は手をあげた。ぶるぶると震ふるえてしまう手が、とてもとても長い数秒をかけて、少女の頰ほおへと触ふれた。指の腹に雫しずくが滲にじんで、肌はだと肌の隙すき間まへ逃にげるように伝わった。

「お前……泣いてる……のか？」

「泣いて……ます」

　ぐしゃぐしゃに顔を歪ゆがめて、ノウェムが言う。

「私の身体からだから……涙を流す機能は……取り除かれてません。知らなかったのですか？」

「いや……前にも……聞いた気がするな」

　イザヤは、淡あわく笑う。

　そのまま瞼まぶたを閉じて、眠ねむりたかった。だけど、そうしたら二度と目を開けない気がした。

　ゆっくりと、身を起こす。

　ノウェムが肩かたを支えてくれたおかげで、なんとか立ち上がれた。身体中から骨という骨を外されたような気分だった。まるで力が入らず、そのくせ強きよう烈れつな痛みだけはガンガンと神経を殴おう打だしているのだった。

「……あいつが、ここまで連れてきてくれたのか」

「はい」

　あいつというのが、誰だれを指すかは言うまでもない。

　英えい雄ゆう・『九く瀬ぜ諫いざ也や』。

　ロギノスの槍やりと聖ゲオルギウスの槍を激げき突とつさせ、その衝しよう撃げきでわざと吹ふき飛ばされた英雄は、ふわりと少年の隣となりへと舞まい降りたのだ。

　ちら、とこちらへ視線をやった。

「……初めまして、じゃないかな」

『九瀬諫也』──諫也が、困った顔で言う。

　対するイザヤは、ふんと鼻を鳴らして、片目をつむった。

「何度か、俺の中から話しかけてただろ。ただ、あれが今のお前かどうかは知らねえけど」

「厳密には、あのバビロンの大だい淫いん婦ぷから移植された『僕の一部』だね。だけど、その記き憶おくも確かにあるな」

　諫也が、頰を搔かく。

「困ったな。話したいことはいろいろあったんだけど、うまく言えないや」

「俺だって同じだ」

「そっか」

　おかしそうに、諫也は苦く笑しようした。

　そうしながらも、敵対する蒼そう馬まへの集中は、刹せつ那なたりとも途と切ぎれない。制せい御ぎよに神経をすりへらす聖ゲオルギウスの槍さえ、ますます強い輝かがやきを放ち、英雄の健在を主張した。

　その光に挑いどむように、ずいと闇やみの圧力が増した。

「──気に入らない絵え面づらだな」

　と、蒼そう馬まが言ったのだ。

　纏まとうは、漆しつ黒こくの大罪衣アンチ・イスカリオテ。彼の圧力もまた、聖せい戦せんの英えい雄ゆうになんら劣おとるところはなかった。

「俺が嫌きらいな顔ばかり、プラナリアみたいに増やしやがって。一体全体、どこの墓場から戻もどってきやがった」

「それはあなただって同じようなものですよ、蒼馬」

「はっ、違ちがいないがな」

　獰どう猛もうに、唇くちびるがつり上がる。

　文字通りの、〈獣ベステイア〉の笑えみだった。放たれる殺意は倍増しとなり、それだけで常人ならば気死しかねないレベルに達していた。

「……だが、少し困った」

　と、蒼馬が片かた眉まゆをあげた。

「何がです？」

「お前らのどっちを喰くうのもいいなと、そう思っちまってるんだよ」

　べろりと舐なめ上げた唇が、粘ねん度どの強い涎よだれを垂らした。

　瞳ひとみに宿るのは、狂きよう気きにも等しい闘とう志しだった。

　退く気など皆かい無む。

　むしろ、壬み生ぶ蒼馬にとって、今こそが待ちかねた戦場であったか。諫いざ也やとイザヤを前にして、大罪衣アンチ・イスカリオテから膨ふくれ上がったのは、これまで見たこともないほどの歓かん喜きであった。

「あなたの大罪は、〈怠たい惰だ〉でした」

　諫也が、言う。

「おお。指し摘てきしたのは、お前だったよな」

　そうだ。

　イザヤの身体からだを一時だけ操った『九く瀬ぜ諫也』が、壬生蒼馬の大罪をそう指摘したのだ。

　何も思わず、未来をつくろうともせず、ただ戦いにのみ没ぼつ頭とうした思考停止。その〈怠惰〉こそ、蒼馬を〈獣ベステイア〉に貶おとしめた大罪だと。

「今も変わらないんですか」

「今いま更さら変わらねえよ。俺は〈獣ベステイア〉だぜ？」

　吐はき捨てるように、蒼馬は言う。

「……だいたい、俺だけじゃねえ」

　視線をあげて、続ける。




「お前も……〈獣ベステイア〉だろう？」




「…………っ」

　諫いざ也やの身体からだが、かすかに震ふるえた。

　その震えに気づいて、イザヤとノウェムが英えい雄ゆうを振ふり向く。

　畳たたみかけるように、蒼そう馬まは口を開いた。

「ああ、そうともさ。いまさら救世主面づらしてどうする。お前はとっくに堕だ落らくして、こちら側の存在だろうが。奇き蹟せきやらなんやらで、やっと人間の体てい裁さい保ってるんだろうが、いつまでそんな無理が続く？」

「僕、は……」

　何かしら、諫也が言い返そうとしたその瞬しゆん間かん。

　蒼馬が、消えた。

「ゆるんだな？」

　言葉と同時、迸ほとばしるは黒き迅じん雷らい。

　ほんのかすかな集中のほつれを貫つらぬく、渾こん身しんの魔ま槍そう。

「────っ！」

　咄とつ嗟さに身をよじり、中空へと跳ちよう躍やくしながら、諫也の手は大きく打ち振られた。





「我は模も倣ほうする。──聖ゲオルギウスの霊れい布ふを！」






　すなわち、聖ゲオルギウスの第三種奇蹟。

　王女の纏まとった布を聖ゲオルギウスが投とう擲てきすれば、それは竜りゆうをも動けぬよう縛しばりつけたという、世にも名高い伝説の再現だった。

　しかも、第二種奇蹟たる神槍を維持したままの同時起動。

　一瞬でも動きが鈍にぶれば、蒼馬の身体も吞のみ込こまれたであろうに、そこで蒼馬は左手を槍やりから離はなし、その手で上空を薙なぎ払ったのだ。

　二刀流。

　いいや、これは一刀一槍とでもいうべきか。

　彼の手には、新たな闇やみの剣が生まれていた。その剣が聖ゲオルギウスの霊布をことごとく断ち切り、合間を縫ぬうようにして、蒼馬の身体も中空へと跳躍する。

「どうしたあ！　まだ動きが鈍いぞ！」

「っ──！」





「我は模倣する。聖ゲオルギウスの槍を！」






　空中に新たな神槍が生まれ、蒼馬へと投擲される。

　ひとつだけではない。続けて三つの、ゲオルギウスの槍やり。

　すなわち、聖ゲオルギウス・第二種奇き蹟せきの同時多重起動。その輝かがやきの凄すさまじさは、天空に三つの太陽が生まれたかのようだった。数千度の熱を放射しながら、すべてを灼やいて三つの神しん槍そうがたぎり落ちる。

「それも、前の戦いで見た！」

　蒼そう馬まが吼ほえた。

　一刀一槍が、嵐あらしと変わる。

　まとわりつく霊れい布ふを断ち切り、切り裂さき、少年へと肉にく薄はくする姿は、三さん面めん六ろつ臂ぴの阿あ修しゆ羅ら。続けて飛来した神槍をひとつは魔ま槍そうで切り落とし、ひとつは刀で受け流しながらもバランスを崩し──

　──最後のひとつは、わざと左腕を砕かせた。

「な──っ！」

「考えたぞ、俺も！　お前に負けてから、ずっと！」

　ちぎれた肉に振ふり向きもせず、蒼馬が嗤わらう。

　御みさ陵さぎ市しにおける敗北以来、この戦せん鬼きはずっと復ふく讐しゆうの案を練っていたのか。

〈獣ベステイア〉としての『再構築』さえ許さぬ模も倣ほう奇蹟の一いち撃げきに、全身を駆かけめぐる激痛を覚えながら、壬み生ぶ蒼馬はなおも嗤った。

　真正の諫いざ也やによる、奇蹟の同時多重起動は防げない。

　防げないなら、防がなければよい。

　いかな『再構築』をもってしても、模倣奇蹟の傷は癒いやせない。癒せないが、模倣奇蹟をもってしても、こちらの急所を砕くだかぬ限り、致ち命めい傷しようには至らない。

　ならば、人間に戻もどったと思えばよいのだ。〈獣ベステイア〉や断罪衣イスカリオテの防ぼう御ぎよ力りよくなど忘れて、簡単に砕かれ簡単に奪われる命に戻ったと思えばよい。

　それが本道だろう。

　それが本質だろう。

　その上で、命など打ち捨ててしまえ。

　勝利が得られるのならば、どうして悔くやむことがあろう。

「諫也！　お前はぁ──！」

　全身のベクトルをもって、右手の魔槍を突つき出す。

　再び激突した槍と槍の間に、大量の血が飛沫しぶく。諫也と蒼馬の双そう方ほうが流した血。錆さびた鉄の臭においと、鮮あざやかすぎるアカイロ。

　そのアカイロに半顔を染めながら、ますます蒼馬は愉たのしそうに笑えみを深めた。




　今こそ、壬生蒼馬は──彼の理想とする──敵を討うつためだけの、一本の槍と化していた。





２






「あれが……本物……」

　戦いを見上げ、イザヤは茫ぼう然ぜんと口にした。

　御みさ陵さぎ市しに来る以前、カルロに見せられた聖せい戦せんの映像を思い出す。

　いつも人々の前に立ち、蒼そう馬ま、カルロ、シスター・レアとの四人一組フオー・マン・セルを率いていた『九く瀬ぜ諫いざ也や』の姿。あまりに英えい雄ゆう然ぜんとしたその姿を見て、「こんな人間のふりなんてできるか」と、少年は何度となく苦いため息をついたものだった。

　今も、そう思う。

　あんな英雄に──あたかも物語の主人公めいたモノに、イザヤはなれない。なれるわけがない。

　だけど。

　同時に、思う。

（……足りない）

　と、判断してしまう。

　諫也と蒼馬の激げき突とつは、少年にも認識しきれない。

　単に断罪衣イスカリオテ任せだった自分とは違ちがい、断罪衣イスカリオテと大罪衣アンチ・イスカリオテを完全に使いこなしたふたりの戦いは、隔かく絶ぜつしたものと映る。

　だけど、何度となく蒼馬に敗北した自分だから分かる。

　今の『九瀬諫也』は、壬み生ぶ蒼馬に及ばない。とりわけ大きいのは、両者同じように〈獣ベステイア〉に憑つかれながら、蒼馬が〈獣ベステイア〉を利用しているのに対して、『九瀬諫也』は〈獣ベステイア〉を抑おさえるだけでいっぱいいっぱいになっていることだ。

　模も倣ほう奇き蹟せきを使った戦術については、むしろ蒼馬を上回るのに、単純な出力で追いつけない。

　自分が敗北してきたのとは、まったく逆の理由だった。

　それだけじゃない。

　あの、本物の『九瀬諫也』──諫也が、自分に対して耳打ちした事こと柄がらも、残っている。




　──『ひとつ、言っておく』

　──『このままだと、君はどうやっても死ぬ』




（ああ……分かってる）

　胸に、手をあてる。

　諫也が現れてから、少年の体調は著いちじるしく悪化していた。

　これも、時空の修正力がなせる業わざか。一度確定した自分の死は、たとえ真正の英えい雄ゆうをもってしても覆くつがえせないのだ。諫いざ也やの参戦というプラス要因とバランスをとるため、修正力は自分の身体からだを蝕むしばんできている。

　おそらく、今修正力が働いているのは、自分も〈獣ベステイア〉に憑つかれているという事実だろう。もともと、〈門ゲート〉を開いたときから、ほぼ全身を〈獣ベステイア〉に喰くらわれかけていたのだ。奇き蹟せきと〈獣ベステイア〉との相反する『力』は、人間の身体など簡単に崩ほう壊かいさせる。

　下へ手たをすれば、諫也が蒼そう馬まを破ると同時に、自分は消しよう滅めつしかねない。

　逆転には、まだ足りない。

　まだまだ足りない。

　何ひとつとして、足りてない。

「イザヤ様……！」

　隣となりで、かぼそい声が肘ひじのあたりを摑つかんだ。

　ノウェムだった。

　少年の言葉ひとつあれば、彼女も模も倣ほう奇蹟を操り、諫也の加勢に打って出るだろう。そうしないのは、ノウェムもまた、イザヤの事情を分かっているからだ。迂う闊かつに決着がついてしまえば、その代だい償しようとしてイザヤは死亡する。

　まったくもって八方ふさがり。

　いや、もとより自分が死んでいることを考えれば、それも当然だろう。死人がいく場所など、陰いん府ぷのほかにどこがある。

　なのに……

「……馬ば鹿かが」

　少年が、顔を押おさえる。

　ついさっきまで、死んでしまうつもりだったのに。このまま冷たく暗い黄よ泉み路じへと、身を委ゆだねてもいいかと思いかけていたのに。

　この場まで、この少女は追いかけてきた。

「お前は、全部分かってたろうが。ここにやってくればどういうことになるか、誰だれよりも知っていたろうが。やってきたところで、俺の死なんて確定してるって分かってたんだろが」

「……はい」

　ノウェムが、認める。

　しかし、うつむきはしない。

　一いつ瞬しゆんでも、イザヤの姿から目を離はなしたくないというように、少女はこちらを見つめている。

「それでも……勝手なのが私です」

　ぎゅっと手を握にぎって、少女が言う。

「どうしても、どうあっても、何が起こっても、どんな過あやまちだと分かっていても……イザヤ様が助けられないなんて、嫌いやだったのが私です」

　訴うつたえは、まるで祈りのようだった。

　告こつ解かいの秘ひ蹟せきを受けるように──神の名のもと懺ざん悔げするように、少女はひたすら言い募つのった。

「それで世界が滅ほろびるのなら、すべての人々に謝ります。死んだ人々に、死にゆく人々に、生き残った人々に、六十億のひとりずつに膝ひざをつきます。泥どろだって啜すすりますし、踏ふみにじられてもかまいません。殴なぐられようが撃うたれようが刺さされようが砕くだかれようがかまいません。そのすべてを想像シミユレーシヨンしてもなお、それでもあなたが必要だと、そう判断したのが私です」

「シミュ……レーション……？」

　その言葉に、イザヤは戦せん慄りつした。

　おそらく……少女は本当にそれを想像したのだ。

　電子チップに補強された少女の頭脳は、六十億の人類のすべてをシミュレーションするに足る。その全員に謝って、謝って、自分の行った過あやまちを責められ続ける光景を、真実、少女は想像したのだろう。

（…………っ）

　きっとそれは……イザヤが死に続けた時間にも勝る拷ごう問もん。

　それなりに納なつ得とくして、自己満足しながら散さん華げしていける自分などとは、きっと比べものにもならない悲ひ惨さん。

「……馬ば鹿か、か」

「そうです。きっと、ノウェムは馬鹿そのものです」

　少女が、認める。

　イザヤの言葉にうなずいて、きゅっと唇くちびるを嚙かみしめて、こちらを見上げている。ずっとずっと、その美しい瞳ひとみを一いつ瞬しゆんたりともそらさない。

　だけど。

　本当は、自分も分かっていたのではないか。

　それが、愚おろかでも。

　それが、馬鹿げていても。

　それが、どうしようもない過ちだと分かっていても。

　ああ、まったく……




「……ああ、きっと、俺だってそうする」




　ぽつりと、呟つぶやいた。

「……イザヤ、様？」

「馬鹿は、俺だ」

　言って、少年は一つだけ息を吸う。

　覚かく悟ごを決める。たとえ修正力とやらにこの心を蝕むしばまれても、それでも折れないだけの決意。何物にも勝るのだと自分自身で選せん択たくする、第一優先順位。

　修正力が奇き蹟せきと同じシステムだというなら、奇蹟だって打ち破ろうとする、決然たる精神こころ。

　英えい雄ゆうだとか、どうだとかじゃない。

　本物だとか、ニセモノだとかじゃない。

　いや、ニセモノでさえない虚構つくりものの身なれば、なおのこと──！

「ノウェム」

「はい、イザヤ様」

「様はいらない」

「……え？　え、え、あの、えと」

　わたわたと、少女が手を振ふった。思いがけない反応にどうしてよいか分からなくなって、オーバーヒートした各器官が血流を増大。結果、雪のように真っ白な顔が、たちまち真っ赤に染まってしまう。

　少年は、かすかに笑った。

「イザヤでいい」

「え、その、それは、その、でもイザヤ様はイザヤ様で！」

「命令だ」

　優やさしく、しかしきっぱりと言った。

　それを受けて、少女も遠えん慮りよ深げにうなずいた。

「わ、分かりましたイザヤさ……イザヤ」

　今にも消えてしまいそうなほど小さな声で、名前を呼ぶ。これ以上ない、大切で壊こわれやすい宝物を抱だきしめるように。

　少年は、告げる。

「俺を……取り返しに行くぞ」





[image: †]






　血が、爆はぜる。

　肉が、沸ふつ騰とうする。

　骨が、残らず灼やけ落ちる。

「どうした英雄！」

　吼ほえたのは、壬み生ぶ蒼そう馬ま。

　片手を肘ひじあたりから失いながらも、その闘とう志しは一向に衰おとろえない。

　噴ふん水すいのごとく流れる血潮を、半ば炭化した左半身を、むしろ誇ほこるかのように嗤わらう。真っ白な鋭するどい歯を剝むき出しにした顔は、凶きよう暴ぼうな野や獣じゆうか無む邪じや気きな子供だ。ずっと我が慢まんさせられていた遊びをやっとのことで許されたかのように、漆しつ黒こくの槍やりを思い切り振ふるう。

　そのたび。

　強大なエネルギー同士が、炸さく裂れつした。

　この空間が、現実と隔かく絶ぜつした異空間であることは幸いだった。もしも、これが御みさ陵さぎ市しだったなら、余波だけでそこらのビルは薙なぎ倒たおされてしまったろう。いかに〈獣ベステイア〉との戦いに備えた特別指定教区とはいえ、このふたりが撒まき散らす破は壊かいは、あまりに桁けた外れだった。

　ふたりの英えい雄ゆう。

　壬み生ぶ蒼そう馬まと、九く瀬ぜ諫いざ也や。

　聖せい戦せん最強といわれたふたつの力が正面から激げき突とつしあい、この惨さん状じようを成しているのだった。





「我は模も倣ほうする。──聖ゲオルギウスの槍やりを！　続けてその霊れい布ふを！」






　再び、炸裂。

　直径百メートルはあろうかという爆ばく発はつを避さけるようにして、淡あわく光る霊布が飛ぶ。しかし、その布をかいくぐって、蒼馬とその槍が一直線に中空を飛んだ。

　自らをひとつの槍となす、渾こん身しんの突撃チヤージ！





「我は模倣する。──ロギノスの槍を！」






　ごおっ、と瘴しよう気きが渦巻き、高密度に圧縮された神性加護を貫つらぬく。

　美しい純白の断罪衣イスカリオテが、血肉の混じった無惨な破片を地表へ撒き散らした。あたかも、天使の羽が砕くだけるかのようにも見えた。

　──そして、諫也は。

　その槍に貫かれたまま、けほ、と血を吐はいた。

　ずるり、と引き抜ぬかれた槍に、ごっそり肉がついていく。力なく落ちた足の装そう甲こうが、中空の見えない平面に当たって、かしゃんと音をたてた。

　どちらも空中に立っているのは、この空間の特性だったろうか。認識で世界が左右されるというその特性を、すでにふたりは理解し、活用できるらしかった。

「おいおい、できるのは小細工だけか？」

　かか、と蒼馬が嗤う。

　空中にうずくまった、かつての戦友の姿に、男はそれ以上の感かん慨がいを持たないらしかった。

「もうちっとぐらい、しゃきっとしろよ。俺を愉たのしませろよ。このざまじゃあ、ニセモノの方がまだマシだぜ？」

「……そうでしょう、ね」

　左ひだり肩かたを押おさえたまま、諫いざ也やは苦く笑しようする。

　彼も当然、現在の力量差を分かっていた。

　イザヤも看破していたように、同じく〈獣ベステイア〉に喰くわれながら、その〈獣ベステイア〉を利用する者と抑おさえねばならない者では、差があって当然だ。

　つまりは、聖ゲオルギウスの第一種奇き蹟せき。

　カルロやラーフラの記き憶おくを取り戻もどしたのと異なり、自分を〈獣ベステイア〉から人間に復帰させている分の奇蹟を、少年はずっと維い持じしたままなのだった。シスター・レアとラーフラを通じて、都市型聖せい霊れい機関からもたらされる『力』も、少年の断罪衣イスカリオテひとつで受け止めきれるものではない。

　戦えば戦うほど、何かがこぼれおちていくようだった。

　自分の中の大事なものが、少しずつひび割れていくのが分かる。

　ぴしり、ぴしりと、綺き麗れいな音をたてて砕くだけていくのを、諫也は聞いている。物理的なものではなく精神的な音。もっとも、認識が世界を変容させるというこの場にあっては、どちらも似たようなものだったかもしれない。

（……ああ、そうだ）

　自分は、あのイザヤに「君はどうやっても死ぬ」と言った。

　だけど、それは自分にも言い得ることなのだ。

　とっくの昔に、『九く瀬ぜ諫也』は喰くわれている。ここにいるのは、その残ざん骸がいに過ぎない。

　今こうして戦っていることなんて、それこそうたかたの夢。目覚めれば儚はかなく消える幻まぼろしに過ぎない。

「……おい」

　視界が、無理矢理持ち上がる。

　蒼そう馬まが、諫也の胸むなぐらを摑つかみ上げたのだ。

「だったら、〈獣ベステイア〉になっちまえよ」

　糸切り歯から粘ねばっこい唾だ液えきを垂らし、蒼馬は言う。

「何の……こと？」

「とぼけるな。てめえがおかしな奇蹟をもう一個常時起動してるってのは分かってる。だがな、そんなので力を発揮できねえっつうなら、さっさと〈獣ベステイア〉でもなんでもなってしまえ。それで、俺ときちんと殺し合え」

「……変わらないです、ね」

　諫也が、苦笑した。

「あ？」

「あなたは……いつも、そうです」

　砂混じりの乾かわいた空気を、諫いざ也やは思い出した。

　何十、何百という〈獣ベステイア〉の群れへ、いつも先さき駆がけしていた黒くろ塗ぬりの断罪衣イスカリオテ。聖せい都とに集まった教団の戦士を、最も鼓こ舞ぶしていたのは、あの後ろ姿だったろう。

「勝手で、気ままで、わがままで……ただ〈獣ベステイア〉と戦うことにしか興味がない。でも、だからこそ、そんなあなたがいるだけで、誰だれもが聖せい戦せんを戦い抜ぬけた」

「は？　それがどうした？」

「みんな……僕が救世主だとかどうだとか……言いますけどね。本当は僕なんていなくても、世界はどうとでも回るってことですよ」

「…………」

　蒼そう馬まが、沈ちん黙もくする。

　殺気こそ微み塵じんたりとも揺ゆらがず、しかし少年の言う意味をはかりかねて、男らしい眉まゆがかすかに寄った。

「何を言いたい？」

「簡単です。……とっくの昔に、僕の出番なんかなくなってるって……そういうことです。気が付いてましたか？　聖せい霊れい出力だけでいえば……彼はとうに僕を上回っている。ニセモノだとか本物だとか……そんな区別は無意味です」

　自らの血にまみれた顔で、少年は語る。

「じゃあ、なぜ戻もどってきた」

　その顔があまりに嬉うれしそうだったので、つい蒼馬は訊きき返してしまった。

　すると、少年はこう答えた。

「……期待、してるんです」

「期待？」

「僕らにできなかったことを……彼は成し遂とげたから」

　諫也は、笑う。

「そうですよ。……彼は、成し遂げた」

　少しだけ、その表情に苦いものが混じった。

　本当は──悔くやしかったから。

　彼と会ったとき、いいや出会う前から、諫也の胸ははち切れてしまいそうだった。

「英えい雄ゆうだとか何だとか、偉えらそうな名前ばかりつけられて、でも結局僕らにはできなかったことを、彼はきちんとやり遂げたんですよ。だから……」

　左ひだり肩かたから流れ続ける血のように、彼はとめどなく告白する。

「だから、僕は、彼が……」

　言いながら、手を振ふるった。

「っ──！」

　凝ぎよう縮しゆくした光は起死回生の一いち撃げきか。

　それとも、反応した蒼そう馬まが、今度こそ諫いざ也やにとどめをさすか。




　その、刹せつ那なだった。




「──それが、君の大罪だ」

　囁ささやきとともに、諫也の動きが止まった。

　少年が、後ろから羽は交がい締じめされたのだ。当然、諫也も断罪衣イスカリオテの感覚強化をもって全方位を警戒していたのに、彼ばかりか蒼馬にさえ気づかせぬ、凄すさまじい隠おん身しんであった。

「……君が、いろいろ小細工してるのは知ってたよ」

　耳元で囁ささやきかける声は、あまりに無む邪じや気きで──それゆえに罪深い、人外のもの。

　包帯まみれのその姿は、ほかにあるまい。

　ばかりか、その包帯が断罪衣イスカリオテに巻き付いたとき、ありとあらゆる『力』が奪われるのを、諫也は感じた。

「イコ……ン……！」

「君ならもう一度、この方を引きずり出すだけの、巨きよ大だいな〈門ゲート〉になれる。すでに〈獣ベステイア〉になっている君ならば、いまさら適性どうこうを不安がることもない」

　抑おさえ切れぬ愉ゆ悦えつとともに、イコンは語る。

「だから、君がここに戻もどってきてくれるのを待っていた。彼の精神を擦すり切らせながら、ずっとずっと待っていたんだよ。……ああ、本当に長かった」

　今にも舌なめずりしそうな、その声こわ音ね。

　年齢も性別も定かならぬ、包帯まみれの人ひと影かげは、真実歓かん喜きに満ちあふれていたのだ。

「おい、イコン」

　蒼馬の槍やりが、すっと空を滑すべる。

「いらん手出しはするなと言ったぞ」

「ああ、君の望みは分かってる。悔くいのない戦いだろう。だから、ちゃんと相手は用意してるだろう？」

　イコンの言葉に、蒼馬が顔を歪ゆがめる。

「あのニセモノと、もう一度やれってか」

「この本物ではもう血がたぎらないと、そう思ってるのは君だろう？」

　イコンと蒼馬は、それぞれに主導権を譲ゆずらない。

　もとよりふたりとも、互たがいを信しん頼らいしてるわけではなく、一時的に利害が一いつ致ちした共きよう闘とう関係に過ぎなかった。油断したわけではないにせよ、それぞれの刃を誰だれに向けるか、一いつ瞬しゆんの迷いが生じたのは自然の流れだったろう。

　しかし。

　彼らにも、想像しえない出来事はあった。

「……やっと、出てきましたね」

　笑い声が、呻うめきに混じったのだ。

　イコンと蒼そう馬まが、ともに振ふり返る。

　諫いざ也やであった。

「何？　ついに気でも触ふれたかい？」

「そうかもしれません」

　諫也が、うなずく。

「まんまとおびき出されて、惨みじめに捕つかまって、おかしくなった。それだけのことかもしれませんね。──ですが」

　ですがと言って、少年は微び笑しようする。

「彼に支えがいたように」

　救世主というよりも、ごく普ふ通つうの少年のような、笑えみ。

　戦いの最中とは思えぬ、ひどく柔やわらかで、どこか困ったような顔。

「僕にもね。──ああ、聖せい霊れい教きようの人間としては本当にふさわしくない言い方ですけど──勝利の女神がついてるんですよ」

「ああ？」

　蒼馬の、片かた眉まゆがあがる。

　続くコンマ一秒で、異変は生じた。

　諫也を絡からめ取っていた包帯が、地表からの黒い刃に断ち切られたのだ。

「な──っ！」

　その隙すきに諫也が脱だつ出しゆつし、イコンと蒼馬は大きくたじろぎながら、地表を振り返った。

　半径数十キロはあろうかという、巨きよ大だいな手のひら。

　空間のはざまにとらわれた創造主の手と、イコンは言う。その手のひらには、当然のように様々な凹凸があり、丘や小山に似た地形も散見された。

　そうした、丘おかのひとつ。

　陰かげとなった地点から、ひとりの少女がこちらを見上げていたのだ。

　御みさ陵さぎ学院の制服を着た、黒い髪かみの少女であった。

「……朱と鷺き頭とう、玻は璃り！」

　いいや。

　それは、本当に玻璃だったろうか。

「ええ、私です」

　静かに、少女はうなずき。

　刹せつ那な、その顔は淫いん蕩とうに笑えみ崩くずれた。

「やっと……あなたに、一矢報むくいられたわね」

　舌先で舐なめ上げた唇くちびるが、卑ひ猥わいに濡ぬれ光る。ついさきほどの清せい楚そな印象を裏切って、少女の表情はいかなる娼しよう婦ふよりも蠱こ惑わく的てきに揺ゆれた。

　聖せい典てんの一節を知るものならば、ある言葉を思い浮うかべたかもしれない。

　すなわち。

　バビロンの大だい淫いん婦ぷ、と。

　さしものイコンが、その姿を見て絶句する。

「……君、は……消しよう滅めつしたはず……」

「ええ」

　同じ声、同じ言葉なのに、どうしてこうも違ちがうのか。

　ただのうなずきが、脳に突つき刺ささるほど淫みだらに感じるのか。

「ええ、そうよ。その通りよ。おかげさまで、あたしという存在はもう綺き麗れいさっぱり消滅したわ。でも、もともと皆みなの使ってるシステムってそういうものでしょう」

「シス……テム？」

「かつての奇蹟を再現したのが、模倣奇蹟でしょう？」

　言ったと同時、さらなる音声が響ひびきわたる。





「私は模倣します。私は模倣します。私は模倣します」






　禍まが々まがしく、忌いまわしく、それゆえにけして無視できない響き。

　慄りつ然ぜんと、イコンと蒼そう馬まはその響きの正体を悟さとる。それが自らに近しいものであるがゆえ、悟らざるを得ない。

　少女の身体からだを、闇やみ色いろの衣が覆おおったのだ。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・バビロンの大淫婦の反奇蹟を起動。──すなわち十三万六千二百十七回の試行を開始します」






〈獣ベステイア〉の再生能力は、『再構築』と呼ばれる。

　その範囲が単なる肉体の再生にとどまらず、彼らが身につけたものまで含ふくむからだ。

　イザヤと諫いざ也やが、双そう方ほう聖ゲオルギウスの断罪衣イスカリオテを身につけているのもこれが理由だ。イザヤが纏まとった断罪衣イスカリオテが、少年自身の意思によって『再構築』されたものだからである。

　ならば、妖よう女じよのそれは『創造』とでも呼ぶべきだろうか。

　たちまち、闇やみは優美な鎧よろいと化した。

　少女自身の身体からだのラインを失わぬまま、ドレスにも似た漆しつ黒こくの胸甲プレートと滑なめらかな脚甲グリーブが形成され、その右手からは先ほどイコンの包帯を斬きり飛ばした長い黒くろ爪つめが生まれた。

　ほう、と悩なやましげについた吐と息いきさえも、その鎧の一部と見えた。

「それ、は……」

　蒼そう馬まが言う。

「あなたは……」

　と、イコンが言う。

「これが……あたしの」

　と、少女は愛いとおしそうに、鎧の肩かたから胸を撫なでた。




「私の……バビロンの大だい淫いん婦ぷの大罪衣アンチ・イスカリオテ……！」





３






　──少し、時間は遡さかのぼる。




　諫いざ也やがこの空間に現れたとき、玻は璃りは少し異なる場所に潜っていた。

　そこは、静かだった。

　そこは、冷たかった。

　深海のように暗く、氷河のように変化がなかった。

　世界は白くも黒くもなく、ひたすらに茫ぼう漠ばくとして、薄うすら寒かった。息は苦しくなかったが、ほんの一メートル潜もぐるだけで、凍こごえ死んでしまいそうだった。

　玻璃がひとり、こうした場所へ潜っていたのには、理由がある。




　──『頼たのみがある』




　と、あの少年が自分に言ったのだった。

　どうして、断るはずがあろう。

　ずっと、少女は役に立ちたかった。自分に許される限りあらゆる手段を尽つくして、戦いに参加したかった。無力な自分が嫌いやで、何もできない自分を憎にくんで、ずっとずっと過ごしてきた玻璃にとって、それはまさしく天てん恵けいにも等しかった。




　──『この世界は認識によって変容する』

　──『その特性を活いかして、君に捜さがして欲しい人がいる』




　玻は璃りは、どんどんと潜もぐっていく。

　自分自身と世界との境界が曖あい昧まいになるほどに、深く深く潜っていく。諫いざ也やが送り出してくれたこの場所は、より自分の精神こころと感応しやすいらしかった。

　捜す相手は、決まっている。

　つまり。

　もうひとりの玻璃。

（もうひとりの、私……）

　思う。

　強く、思う。

　けして怒ど鳴なるような思念ではなく、しかし搔かき消えるようなか細い思念でもなかった。

（……まだ、いるんでしょう……！）

　深く潜りながら、玻璃は世界に訴うつたえかける。

　少女は、確信していた。

　たとえ〈獣ベステイア〉としての因子は消しよう滅めつしたとしても、あの自分が消え失うせたわけではない。彼女が持っていた七つの大罪は、すべて自分自身のものだ。ならば、自分が生きている限り、彼女もまた生きているはずなのだ。

　この場所ならば──もう一度。

　もう一度会えるはずだと信じて、どこまでも潜っていき、喉のどが嗄しやがれるまで──精神こころが摩すり切れるまで叫さけんだ。

　どれぐらいの時間が、経たったろう。

（……〈獣ベステイア〉使いの荒あらいこと）

　小さな声を、聞いた。

　それだけで、嗚お咽えつがこぼれそうになった。

　あれほど忌いみ嫌きらっていたのに、あれほど恐きよう怖ふしていたのに、どうして声を聞いただけで涙なみだぐんでしまうのだろう。

（いるなら、さっさと起きなさいよ）

（……ひどいのね。せっかく寝ねてたのに。死んだ人間はそっと眠ねむらせておくのが、この国の流りゆう儀ぎじゃなかった？）

（馬ば鹿かおっしゃい）

　ぐいと涙を拭ふきながら、少女は宣言する。

（使えるものはなんだって使うのが私の流儀ですわ。こんな大事なタイミングで、あなたを素直に死なせたままになんかしてやらない）

　強がりだった。

　これまで彼女と向き合えなかったのは、自分の弱さゆえだ。こんなギリギリのタイミングで、やっと向き合うだけの覚かく悟ごが決まっただけだ。それだって、言ってしまえばやけくそで意地を張っただけに違ちがいない。

　それでも、続けて言った。

（私を喰くらってもいい。──私に、力を貸しなさい）

（逆でしょう？）

　笑って、妖よう女じよが言う。

（あなたが、あたしに──あたしの──を助けるための、身体からだを貸すのよ）

　その思念とともに、腹ふく腔こうに『力』が宿るのを少女は感じた。

　刹せつ那な、空間は溶とけていた。

　そして次の瞬しゆん間かん、少女はここにいたのだ。

　七つの大罪を併あわせ持つ、当たり前の人間として。

　死んだはずの身でありながら、自ら『再構築』した大罪衣アンチ・イスカリオテによって模も倣ほうされる──因果の矛む盾じゆんを孕はらんだ〈獣ベステイア〉の女王として。

　その足が、大地を蹴けった。

「諫いざ也やお兄様！」

　うずくまっていた少年が、空中から落下したのだ。

　大罪衣アンチ・イスカリオテによる感覚強化、筋力強化もあいまって、少女の手は柔やわらかく少年の身体を受け止めた。

「……玻は璃り」

　呻うめいた少年の頰ほおに、玻璃は泣き笑いみたいな顔で触ふれる。

「やっと……」

　と言って、瞼まぶたをつむり、嗚お咽えつを嚙かみ殺した。

　次に目を開いたとき、少女の瞳ひとみは戦士の光を宿していた。

「やっと、あなたと戦えます」

「まあ、血なまぐさいのは嫌きらいじゃないわね？」

　その言葉が、続けて、同じ口からこぼれる。

　聖せい女じよと大だい淫いん婦ぷ。ふたつの人格は、今ひとつの身体に共存できていた。

　きっ、と上空を見上げる。

　そこから、

「お前、は──っ！」

　包帯まみれの人ひと影かげが、その手を振ふるったのだ。

　さきほど諫いざ也やを拘こう束そくした包帯が、今度は玻は璃りを吞のみこまんと、四方八方より殺さつ到とうしたのだ。

　その直前、反はん聖せい霊れい機関が呪じゆ言げんを唱えた。





「私は模も倣ほうします。──バビロンの大だい淫いん婦ぷに仕える獣けものを！」






　聖せい典てんに言う。

　最後に記されし黙もく示し録ろくの一節。




　──わたしはまた、一匹の獣が海の中から上ってくるのを見た。これには十本の角と七つの頭があった。その角には十本の王おう冠かんがあり、頭には神を冒ぼう瀆とくするさまざまな名があった。わたしが見たこの獣は、豹ひように似ており、足は熊くまの足のようで、口は獅し子しの口のようであった。竜りゆうはこの獣に自分の力と大きな権けん威いとを与あたえた。




　少女の影かげが、その通りの形を成したのだ。

　漆しつ黒こくの、〈大いなる獣セリオン〉を。

　十本のねじくれた角と、七つの獰どう猛もうな頭。

　それぞれの角にそれぞれの王冠を掲かかげ、その牙きばといい爪つめといい毛皮といい、ありとあらゆる肉食獣の形象をその巨きよ大だいな身で体現していた。

　顕現した〈大いなる獣セリオン〉は頭のひとつで少女自身を持ち上げ、たちまち爪で包帯を切り裂さきざま、残った頭の三つでイコンを追ったのだ。

　これはたまらず、イコンもとんぼを切った。

　なりふりかまわず、影獣の牙から逃のがれて宙返りする。道化にも似たアクロバットな動きからは、これまでの余よ裕ゆうが綺き麗れいに奪うばい去られていた。

　その有様に、くすりと少女が笑う。

「伝説通りなら、あたしに権威を与えたのはあなたかしら？　だったらお礼を言わないと」

　嬌きよう笑しようして、少女──いいや、バビロンの大淫婦たる妖よう女じよは、イコンを見下ろした。

　思えば、イコンと呼ばれる異形が見下ろされるのは、これが初めてではなかったか。

「ふざけるな！」

「やっちゃいなさい！」

　立ち上がったイコンへ、畳たたみかけるように玻は璃りが叫さけんだ。

　影獣は、それに応こたえた。三つの頭で睨にらみ付けたまま、〈大いなる獣セリオン〉は思い切り飛び上がる。

　空中で、六つの頭が嵐あらしのごとく空気を吸った。

　次の瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな吐と息いきは闇やみ色いろの炎ほのおとなって、地表を容よう赦しやなく薙なぎ払ったのだ。その温度がいかなる次元に達したか、多重に炸さく裂れつした水蒸気爆ばく発はつが〈大いなる獣セリオン〉に庇かばわれた玻璃の髪かみを大きく垂直になびかせた。

「ああ……気持ちいい」

　絶頂をこらえるように自分の身体からだを抱だいて、妖よう女じよは熱い息をついた。

「どう？　少しぐらい熱かった？　これぐらいじゃ死なないわよね？」

　濛もう々もうとたちこめた粉ふん塵じんに、身を乗り出して言う。

　ぐるり、とその顔が振ふり返る。

　寸すん瞬しゆん遅おくれて、空中から舞まい降りた蒼そう馬まが、槍やりを振ふりかぶったのだ。





「我は模も倣ほうする。──ロギノスの長き槍を！」






　ロギノスの模倣奇き蹟せき。その変化。

　一瞬にして数十メートルも、漆しつ黒こくの槍が伸しん張ちようする。そのサイズと鋭するどさをもってすれば、妖女の従えた〈大いなる獣セリオン〉さえ仕留めるに足るだろう。

　しかし、その凄せい絶ぜつたる切っ先は、もうひとつの光の槍によって受け止められた。

「まだ……僕も動けますよ」

　ロギノスの槍に対するは、聖ゲオルギウスの槍。

　雷を幾いく本ほんも束ねたかのような神しん槍そうを杖つえにして、血ち塗まみれの九く瀬ぜ諫いざ也やが立ち上がったのだった。

「────っ！」

　ぎり、と蒼馬が奥おく歯ばを嚙かみしめる。

　だが、その姿こそが、戦士を冷静に引き戻もどした。

　一瞬、強きよう烈れつな殺意を瞳ひとみにたぎらせた蒼馬は──すぐに一歩下がり、こう問うたのだ。

「あいつは……どうした」

「…………」

　諫也は、口ごもった。

　自らの血に濡ぬれた顔が、微び苦く笑しようする。

　気がつかれたか、というように。

　それ以上問おうとはせず、蒼馬は自らの感覚を研とぎ澄すませた。百メートル半径の危険分子に焦点を合わせていた感覚を、一気に数キロ半径に拡大させる。

　すぐ、視みえた。

　同時、

「……あれ、は」

　と、呻うめいたのだ。

　闇炎の被ひ害がいを免まぬかれた、地表の一角。





「──我は模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」

「──私は模倣します。私は模倣します。私は模倣します」






　イザヤと、ノウェム。

　ふたつの機械福ふく音いんが、相そう似じし、唱和される。

　ちょうど玻は璃りが現れたのと、反対側の丘おかの陰かげだった。ならば、これだけのお膳ぜん立だてをした玻璃の登場さえも、このふたりのための囮おとりに過ぎなかったのか。

「まさか……」

　しかし、蒼そう馬まが驚きよう愕がくしたのは、また別の事こと柄がらだった。

「相乗福音、だと……！」

　大きく目を剝むき、戦士は軋きしるような声で漏もらした。
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　相乗福音。

　シスター・レアとラーフラの成した、模倣奇き蹟せきの増強術。

　長くともに過ごしてきた師弟なればこそ達成した、至し難なんの技術。ゆえに理論上では知っていても、蒼そう馬まもその目にしたのは半年前の決戦で結局未完成のまま終わった、ただ一度のはずだ。
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　実際、行使しているイザヤは、至し難なんとされるその意味を嫌いやと言うほど味わっていた。

「……く、そ……」

　身体からだ中じゆうの細胞が、悲鳴をあげていた。

　骨の内側から、性タ質チの悪い棘とげで串くし刺ざしにされるようだった。たっぷりと棘に塗ぬられた毒は、少年の神経も肉も片かた端はしから腐くさらせるかと思われた。

　いや。

　イザヤだけではない。

　少年が手をつないだ、もうひとりの資格者も同じ苦痛を受けていた。

「あ、あ……」

　ノウェムが、その身を痙けい攣れんさせる。

　いつもならば、痛覚など不快な信号をカットするはずの電子チップが、まるで機能していないのだ。相乗福ふく音いんという、本来の断罪衣イスカリオテの性能を大おお幅はばに超こえる術式の代だい償しようであった。

　極限の負荷に焦こげついた電子チップが、今にもノウェムという人格を焼き尽つくしてしまいそうだった。

「ノウェ……ム……」

　その熱も、イザヤは認識していた。

　文字通り、自分のことのように、味わっていた。

　今、ふたりはつながっている。

　互たがいの聖せい霊れい機関を循じゆん環かんする『力』が、ふたりの思考や感覚、記き憶おくまでも共有させているのだ。

　ノウェムは、イザヤが何百回となく繰くり返した戦せん闘とうの記録を、その経過で磨ま耗もうする精神を体感した。イザヤは、ノウェムがここに至いたるまでの半年間──その寂せき寞ばくとした想おもいと、ここまでに繰り返した無む茶ちやな行動の記録を受け取った。

　それは、多分。

　ひとりではない、ということ。

　ひとりではなかった、ということ。

　どちらも、ひとりで立ちつくしていたけれど、すれちがうこともできなかったけれど、それでも本当にひとりぼっちじゃなかったということ。




「──どけええええええええっ！」




　蒼馬の叫さけびが、遠く聞こえた。

　断罪衣イスカリオテに守られているのに、なお肌はだを灼やくエネルギー。それがただの余波であることも、誰だれかが自分を守ってくれた結果であることも、なんとなくは理解していた。

　諫いざ也やと玻は璃りが自分たちを守ってくれているのだと、分かった。

　ほんのうっすらとだが、血ち塗まみれになって戦う諫也の姿は、少年の網もう膜まくにも映った。

　かほどに傷つきながら、なおもぶつかりあう光と闇やみの槍やり。

（ああ……）

　と、思う。

　あれが、英えい雄ゆうだ。

　あれこそが、英雄だろう。

　すでに〈獣ベステイア〉に喰くわれた身で、無理矢理に人間の姿を取り戻もどし──よりにもよって自分のクローンイザヤを守るため、再び〈獣ベステイア〉と戦おうとするその精神こころ。

　高潔というよりも、もはや聖者に等しい自己犠ぎ牲せい。

　だけど、とふと思った。

（だったら……）

　だったら……そんな彼は、誰だれが救えばいいのだろう。

　皆みなを救って倒たおれていく英雄を、一体誰が救えばいいのだろうか。

　頭が、熱に浮うかされている。血流が溶よう岩がんに置ち換かんされ、神経は稲いな妻づまに置き換かわった気分。一秒ごとに死と生が明めい滅めつして、彼の前を通り過ぎていく。

　その耳に、たったひとつの声が届いた。

「イザヤさ……イザヤ」

　少女が、言い直す。

　まだ、呼び捨てに慣れてないらしかった。一言口にするのも苦しいだろうに、律りち儀ぎに言い直すこの少女が、イザヤにはたまらなく愛いとおしかった。

「……ああ」

　応こたえて、歯を食いしばる。

　内臓からこみあげる血の臭におい。諫也が抗こう戦せんするほどに、玻璃が暴ぼう虐ぎやくを振ふるうほどに──自分が死から遠ざかるほどに、勢いを増す修正力を自覚する。このままでは、自分の命は後数分も持つまい。

　そして、死んでしまったなら。

　今度こそ、イコンは時間を巻き戻もどすまい。世界も何も関係なく、少年の生きる道はここに閉ざされる。

　だから、

「……始める、ぞ」

　少年の言葉とともに、ふたつの断罪衣イスカリオテで聖せい霊れい機関が駆く動どうした。
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　──その駆く動どうが最初に変化させたのは、この空間ではなく。

　　　現実の、世界だった。
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　たとえば。

　それは〈獣ベステイア〉や喪そう神しん現象など知らず──知らぬ間に救われた都市の一風景。

　休日とあってか、連れだって歩いている青年たちのひとりが、ことりと首を傾かしげた。

「あれ？」

「どしたの？」

「急に、携けい帯たいが操作利きかなくなって──て、熱っ！」

　青年の手から落ちた携帯が、地面で跳はね返り、水たまりに飛んでじゅうと蒸気をあげた。

「な、なんだこれ！」

　忙せわしく瞬まばたきした青年の驚きよう愕がくも、当然だろう。何が起きているのかも、彼は理解できなかったはずだ。

　異常な電子介かい入にゆうによって、ＣＰＵが熱を持ったのだ。







　たとえば。

　それはいかなる戦場よりも熾し烈れつに、おびただしい数字を競わせる株式市場の一風景。

「おい、どうした？　なんで株価が更こう新しんされない？」

「モニターの電源か!?　急いで直せ！　一秒でいくら動くと思ってる！」

「……あ、ありえません。システムが全部止まってます！　バックアップ用のサーバーも全部動きません」

「はあ？」

　担当者の顔は泣きっ面つらどころではなかった。起きている事態を認識して、蒼そう白はくと言うよりももはや透とう明めいに近かった。

「ここだけじゃありません！　世界中で市場が止まってます！」







　そして。

　それは、御みさ陵さぎ市しにおける教団本部の光景。

　複数のモニターを見つめたまま、オペレーターが悲鳴のように叫さけぶ。

「駄だ目めです！　サーバー・クリュプタの介かい入にゆう、止められません！」

「新たに作成されたコンピュータウイルスのパンデミック発生！　極東地域、オーストラリア、東とう欧おう地域で二千三百六十万台──い、いえ、二千五百万台の感染を確認。幾き何か級数的に増大中です！」

　その言葉の通りだった。

　サーバー・クリュプタを起点として、突とつ如じよ作成されたコンピュータウイルスが、世界中にばらまかれていたのだ。

　一いつ旦たんはサーバー・クリュプタを停止させられたものと、油断した瞬しゆん間かんだった。突とつ然ぜんサーバー・クリュプタはこちらの管理者権限を奪うばって牙きばを剝むき、瞬またたく間にあらゆるコンピュータへ介入し、軽々と国境を越こえた。

〈獣ベステイア〉や喪そう神しん現象に対するカモフラージュとして、現代のあらゆるシステムに偽ぎ造ぞう・迷めい彩さいの技術がほどこされていたことも、この現象に拍はく車しやをかけただろう。これらのシステムからバックドア侵入口をつくり、いともたやすくウイルスはコンピュータたちを乗っ取っていくのだ。

　ある意味で、それは半年前の決戦以上に壮そう絶ぜつな──わずか百六十三秒で、世界が制圧された瞬間だった。
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「我は模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」

「私は模倣します。私は模倣します。私は模倣します」






　少年とともに、ノウェムは繰くり返す。

　彼女の電子チップと断罪衣イスカリオテは、世界の狭はざ間まにあっても、いまだサーバー・クリュプタとつながっていた。

　いいや、玻は璃りの承認を受けて都市型聖せい霊れい機関と接続し、その後カルロの管理者権限も提供されたことで、爆ばく発はつ的てきな性能向上を果たしていたのだ。聖霊機関によって定義される限定量子干かん渉しよう場ばが、仮想量子コンピュータとしての役目を果たし、膨ぼう大だいなデータを次々と処理していく。干渉場を保つために必要な聖霊出力は、イザヤの断罪衣イスカリオテが供給してくれていた。

　通常では、ありえない。

　普ふ通つうならば、考えもしない。

　それは、現実世界そのものを、彼と彼女の断罪衣イスカリオテに変えてしまおうとする行こう為い。現実離ばなれして、あまりにも我わが儘ままで、しかし今の彼と彼女にとってたったひとつの方法。

　今、少女は言う。

　今、少年は言う。

　聖せい霊れい機関が、謳うたう。





「試行回数は、七十八兆六千百十二億五十八万九千──」






　違ちがう。

　そうじゃない。

　そんな、膨ぼう大だいすぎる試行回数は求めてない。





「試行回数は、百十六億二千八百万六千五百──」






　まだ多い。

　あまりに、多すぎる。

　今必要なのはかつての模も倣ほう奇き蹟せきを補強することではなく──を構築すること。





「試行回数は、九万七千二百三十二──」






　極大の試行回数による、奇蹟の正確な再現ではなく。

　聖霊出力による、世界の強引な改変でもなく。

　新しい──

　たったひとつの──





「試行回数は、一回」






　──『真実の奇蹟』を。
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　だが。

　その、刹せつ那な。

　蒼そう馬まが飛び出した。

　それは、諫いざ也やの守護が限界に達したからか、それとも修正力が少年の救済を阻そ止しすべく彼を後あと押おししたためか。あるいは理り屈くつではなく、戦士としての本能こそが彼に囁ささやいたのかもしれない。

　イザヤを止めるのは、このときをおいてないと。

「おおおおおおおおおお！」

　戦士は、雄お々おしく吼ほえた。





「我は模も倣ほうする！　ロギノスの槍やりを！」






　魔ま槍そうが、解き放たれる。

　エネルギーの奔ほん流りゆうではない。ただ一点に狙ねらいを定めた、必殺の投とう擲てき。

　すべての『力』を一点に収しゆう斂れんさせた呪のろいの槍は──純白の断罪衣イスカリオテさえ突つき破り、紛まがうことなく少年の心臓を貫つらぬいた。
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　聖せい霊れい機関の、音が途と絶だえた。

「…………」

　少年の身体からだを斜ななめに貫かん通つうした魔ま槍そうは、背中から突つき出し、その切っ先を地面に浅く埋うめていた。あまりの鋭するどさに、少年自身もそのことに気づいてないようだった。

　瞳ひとみを上下に動かし、何かしらを口にしようとしたところで、ふっと魔槍が消える。

　途と端たん、血が噴ふき出した。

　ひとりの人間にこれほどの血が詰つまっているのかと、驚おどろくほどの量だった。純白の断罪衣イスカリオテはたちまち真しん紅くに染まり、ぐらりと少年の身体が揺ゆれた。

「イザヤ様！」

　少女の声は、届かない。

　ノウェムとつないだ手が力を失い、後ろ向きに崩くずれ落ちる。

「イザヤ様！　イザヤ様！　イザヤ様！」

　何度となく少女が揺さぶっても、まったく少年は動かなかった。ただただ、身体に残った血を撒まき散らすだけ。それ以上の段取りも、最さい期ごに何か言い残すこともない。

　死とはそういうものなのだと、改めて思い知らされるようだった。

「……やった……か……」

　どこか茫ぼう然ぜんと、蒼そう馬まは呟つぶやいた。

「……はは……やったのか……」

　空を見上げ、目元を押おさえる。

　その口元が醜みにくく歪ゆがんで、けたたましい笑い声をあげた。

「どうだよ諫いざ也や！」

　振ふり返る。

　両手を広げ、戦士は宣言する。

「お前が守ろうとしたヤツは死んだぞ。あれだけ必死に遠回りして戻もどってきたあげく、そんな血ち塗まみれになっても庇かばおうとしたヤツは死んだぞ！」

「…………」

　諫也は、沈ちん黙もくする。

　しかし、彼の身体からも、ゆっくりと闘とう志しは消え失うせていった。

「バビロンの大だい淫いん婦ぷ！」

　さらに、蒼馬が叫さけぶ。

「お前の喰くらおうとした人間は死んだぞ！　お前を守ってくれていた人間は死んだぞ！　それでも喰くらいたいか!?　死肉を喰らうがお前の望みか！」

「…………っ」

　こちらは、何かを言い返そうとして、唇くちびるを嚙かんだ。

　今の表情は、玻は璃りとも妖よう女じよともつかない。ふたつの人格を渾こん然ぜんとさせたまま、少女はただ戦士を睨にらみつけた。

「は、はは、はははははは！」

　蒼そう馬まは、ただ笑う。笑い続ける。

　それから、

「俺も……終わりか……」

　くかか、ともう一度笑った。

　満足そうに。

　虚きよ脱だつしたように。

　今度こそ、何もかもが自分から失われたように。

「ああ……そうか……こんなもんか……」

　ぽつりと、漏もらす。

　ある意味で、〈獣ベステイア〉に喰らわれたときよりもずっと絶望的な──ずっと根源的な虚無がそこにはあった。人生を賭かけて手に入れたものが、何もかも役立たずのがらくただと、突とつ然ぜん悟さとったかのようでもあった。

　そのときだった。




　──死せるイザヤの聖せい霊れい機関が、高らかに歌い上げたのだ。





「限定量子干渉場、固定。仮想数学領域より聖遺物および規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・イザヤの奇蹟を起動。──すなわち、たった一度の試行を開始します」






「な──っ!?」

　振ふり返ろうとした戦士の眼前に、銀色の剣が躍おどった。

〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉。

　それを操るものは、同じく銀色の髪かみを翻ひるがえす少女──ノウェム。

「てめえ、何してやがる！」

　瞬しゆん時じに具現化させた魔ま槍そうで〈銀十字の剣〉を受け止め、蒼馬が言う。

「イザヤ様の……いえ、イザヤの死は避さけられません。そんなこと、ここに来る前から分かってました。時間をいくら巻き戻もどしたところで、観測結果だけは変えられない。最終的にイザヤが死ぬことをすでに観測してしまっているのが私たちです」

　涙なみだぐみ、少女が剣けんを振ふるう。

　いくら速くとも、鋭するどくとも、ノウェムの剣では蒼そう馬まの槍やりにかなわない。そんなことは分かっていながら、なお自分へ剣を向ける少女に、戦士は異様な恐おそれを覚えた。

　ノウェムが、言う。

「そうでなくても、彼の身体からだは〈獣ベステイア〉に蝕むしばまれていますし、クローンのクローンでしかないゆえ、寿じゆ命みようも限られています。ここで、彼を一度救ったところで、すでに何もかもが行き詰づまっているのです」

「だったら──」

「だから、私が求めた奇き蹟せきは死の回かい避ひじゃない！」

　一ひと際きわ強く、槍と剣がぶつかりあった。

　その衝しよう撃げきを利用して、ノウェムが背後へと短く跳ちよう躍やく。

　わずかに開いた空間へ、模も倣ほう奇蹟をねじこむ。





「私は模倣します！　聖アガタの炎ほのおを！」




「──我は模倣する！　ロギノスの槍を！」






　銀色の炎を、闇やみ色いろの槍が切り裂さく。出力でも技術でも蒼馬が上回る以上、聖アガタの炎とて一いつ瞬しゆんの目くらまし以上になりはしない。

　しかし。

　切り開かれた空間に──その視界に、蒼馬は大きく目を剝むいた。

「何……っ」

　光とともに、少年の遺体が浮うき上がる。

　血まみれの断罪衣イスカリオテから、その血が薄うすれていく。破は壊かいされた断罪衣イスカリオテの胸甲はそのまま、少年の手に、足に、ゆっくりと力がこもる。

「お……ああ……」

　かは、と喉のどに溜たまった血を吐はき出した。

『再構築』ではない。

　もしも『再構築』なら、断罪衣イスカリオテも同時に修復されたはずだ。第一、蒼馬の一撃は大罪衣アンチ・イスカリオテによる反奇蹟だ。いかにイザヤの聖霊出力が並外れていようと、致ち命めい傷しようを受けてなお回復するはずもない。

「こ、れは……」

　呻うめいた蒼馬の耳に。

　少女の声が、遠く響ひびいた。

「私が求めたのは……復活です」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　イザヤが、吼ほえた。

　轟とどろく音おん声じようは、異形の手の平によってできた、この世界全体を震ふるわせる。

　蒼そう馬まは、見た。

　光の中で、少年の断罪衣イスカリオテがカタチを変えるのを。

　以前、本来の所有者たる『九く瀬ぜ諫いざ也や』の階かい梯ていに近づいたとき、越こえたとき、断罪衣イスカリオテはそれに反応して形状を変えた。いわば第二形態セカンド・フオルムとも言うべきその断罪衣イスカリオテの聖せい霊れい出力は、空間さえもねじ曲げたのだ。

　ならば、これは。

　天使の翼つばさがそのまま鎧よろいとなったごとき、新たな断罪衣イスカリオテは。




　──第三形態サード・フオルム。




「ッ…………！」

　ぶるり、と蒼馬が背筋を震わせる。

「イィィィザヤァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　叫さけび、槍やりを構えた。

　昂こう揚ようしながらも、構えは壬み生ぶ理り心しん流りゆう正調・一の型。

　骨の髄ずいまで──いいや魂たましいの随まで叩たたき込こまれた型は、たとえ〈獣ベステイア〉に喰くわれて堕おちようが、大罪衣アンチ・イスカリオテを纏まとおうが、変わらなかった。

　あるいは──変わらなかったからこそ、〈獣ベステイア〉に堕ちたのか。

〈怠だい惰だ〉という名の、思考停止ゆえに。





「我は模も倣ほうする！　ロギノスの、大罪の槍を！」






　一切の遅ち滞たいなく、第二種反はん奇き蹟せき・最大出力。

　同時、蒼馬は大地を蹴けった。奇蹟のみならず、自分自身のベクトルも上乗せする。初動にして会心の一撃と感じた。大罪衣アンチ・イスカリオテを纏ってからのみに限らず、三歳にして槍を握にぎってよりこれ以上の手て応ごたえはないと確信する。

　闇やみが、膨ふくれあがる。

　圧あつ倒とう的てきな闇の奔ほん流りゆうが、かよわい光を吞のみ込んだ。

　そして。

　反転した。

　目をあけていられぬほどの、強きよう烈れつな光と旋か風ぜが地表を吹ふき抜けた。光の嵐あらしとも思えたそれは、数秒で空へと突つき抜ぬけた。

　嵐あらしの中心に、ふたりの人ひと影かげが残っていた。

「……悪い」

　と、少年は謝った。

　光の槍やりが、蒼そう馬まの胸に突き刺ささっていた。吞のみ込こまれたはずの光が次の瞬しゆん間かん反転し、内側から闇やみを切り裂さいたと、誰だれが看破し得たか。

「……お前のそれで、もう何百回も殺されてるんだ。だから、その槍のタイミングも最終的な出力も全部知ってた。俺はほんの少し、お前の切っ先をそらすだけでよかった」

　イザヤの、何百回と繰くり返された死。

　しかし、今回のイザヤは……完全に死んだのだ。

　一度完全に死に至るのを予測して、奇き蹟せきを構築していた。誰かの模も倣ほうではなく、かつての繰り返しでもなく、世界中のコンピュータを同期させ、圧あつ倒とう的てきな聖せい霊れい出力で、新しい奇蹟をかたちづくったのだ。

　それは、〈イザヤの奇蹟〉。

　すなわち、

　──『復活レザレクシヨン』。

　その奇蹟をもって蘇そ生せいした少年は、一度死を確定させたがゆえに、もはや修正力にも縛しばられなくなった。

　だからこそ、蒼馬の攻こう撃げきに対応することができたのだ。

「……詐さ欺ぎみたいな、決着だ」

　沈ちん鬱うつな表情で、少年は呟つぶやいた。

「……もとから、詐欺みてえなヤツだろうが。てめえは」

　蒼馬が笑い飛ばす。

〈獣ベステイア〉に喰くらわれた身に、奇蹟で穿うがたれた傷は痛むだろうに、一度たりとも表情を歪ゆがめなかった。

「詐欺師で、ニセモノで、噓うそっぱちで、なにもかもがでたらめでな。まあ、よくも最後の最後までたっぷり騙だましてくれやがった。……でも、まあ」

　はにかむように、蒼馬が微び笑しようする。

　まるで、幼い子供のように。

「お前と戦やるのは、悪くなかった……」

　ざあ、と風が吹ふいた。

　そのときには、蒼馬の姿は消え失うせていた。

〈獣ベステイア〉に喰らわれた者は、死し骸がいを残すことすら許されないという──これまで何度も見てきた光景の、再現だった。

「…………」

　沈ちん黙もくしたイザヤは、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「……そうだな。ずっと、俺はそうだった」

　握りしめた拳の上から、さらに手で覆おおう。力を入れすぎたふたつの手は、少年の胸の前でぶるぶると震ふるえた。

「騙だましてばっかりで、噓うそついてばっかりで、まともに向き合いもしなかったよ」

　過去を悔くいて、今を悔いる。

「だけど、そんなヤツが、もうひとりいたよな」

　ぐるりと、周囲を見み渡わたす。

　地平線まで続く茫ぼう漠ばくとした景色の前で、ゆっくりと少年は手をあげた。

「──てめえは、そこだ！」





「聖ゲオルギウスの、滅ほろびの槍やりよ！」






　新たな光の槍は、流れ星にも似て、地表を穿うがった。
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　爆ばく発はつと同時、世界を覆ったのは〈大いなる獣セリオン〉の巨きよ体たいであった。

　黙もく示し録ろくの獣けものの背に立ったのは、諫いざ也やと玻は璃り。大罪衣アンチ・イスカリオテを纏まとう少女はこれ以上なく目を光らせ、爆発の一点を指さした。

「あそこです、諫也お兄様！」

「ええ！」

　その言葉に、福ふく音いんが応こたえた。





「我は模も倣ほうする！　聖ゲオルギウスの霊れい布ふを！」






　即そく座ざに起動するは、聖ゲオルギウス・第三種模倣奇き蹟せき。

　竜りゆうをも縛しばり付けたとされるその霊布が、空中の何かを絡からめ取った。ほぼ同時に、絡め取られた相手も、その姿を現したのだ。

　包帯の上から、何重にも縛りつけられたイコンの姿を。

「……は、はは、は」

　きつく奇き蹟せきに縛しばられたまま、イコンが呻うめいた。

「……なる……ほど。新しい奇蹟……ですか。それは考えもしなかった……」

　嗄しやがれた声が、灰色の世界を低く這はった。

「……死からの復活。……それは……確かに奇蹟だ。二千年前、十じゆう字じ架かにかかった大工の息子が成したのも同じですが……彼の復活には三日の時間を必要としたし……彼は結局……誰だれとも触ふれられぬまま昇しよう天てんすることになった。……ならば、これは……君らが新しくつくりあげた……奇蹟としか言いようがない」

　イコンの視線は、自らを縛りつけた諫いざ也やではなく、同じ地表に立ったイザヤを見つめていた。

「…………」

　対して、イザヤはゆっくりと歩いてくる。

　イコンの目の前で、止まった。

　何も喋しやべらぬ少年に、包帯まみれの異形は、嘲あざけるように肩かたをすくめる。

「蒼そう馬まを失った以上、こっちに勝ち目はないかな。僕自身の戦せん闘とう能力は大したものじゃない。君が滅ほろぼしたいと思えば、簡単にできるだろう」

「はっ」

　イコンの言葉に、イザヤは唇くちびるを歪ゆがめた。

「だけど、そうしたら遠からず再生するんだろうが。いや、この場合再生じゃないか。新しく生まれるんだ」

　改めて、イコンを見み据すえる。

　そんな少年に、イコンはふわりと笑った。

「ああ、そこまで来たあなたなら、僕の正体もおおよそ分かっているんですね？　もともと僕の原罪やら何やらも突つき止めてましたしね」

「……ああ」

　イザヤがうなずく。

「お前の正体は……悪あく魔まだ」

　比ひ喩ゆでなく。

　喩たとえでなく。

　文字通りの、悪魔。

　人間を誘ゆう惑わくし、堕だ落らくさせる、神に反抗する唯ゆい一いつ物ぶつ。

　いいや。

　少年の言葉は、それにとどまらなかった。

　包帯の間に埋うもれた目から視線を逸そらさず、彼はもう一度、もうひとつの事実をまっすぐに告げたのだ。




「悪あく魔まの正体は……人類全体の集合無意識から生まれた、意思を持つ奇蹟だ」




「……ご名答」

　少しだけ間を置いて、イコンが認めた。

　しかし、それを聞いた玻は璃りは、大きく目を見開いた。

「イザヤ兄様！　それは──」

「何かおかしいか？　奇き蹟せきってのは、要は現実の法則を侵おかすバグだって言ったのはこいつ自身だ。だったら意思をもって数千年維い持じされる奇蹟があっても不思議はないだろ」

「…………」

　少年の言葉は恐おそろしく荒こう唐とう無む稽けいだったが、玻璃には否定できなかった。

　今の、自分自身がそうなのだ。

　大罪衣アンチ・イスカリオテを使って再現された、『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』。これもまたある意味で、意思を持つ奇蹟──もしくは反奇蹟に違ちがいあるまい。

　考えてみれば、悪魔とは最も人間の求める奇蹟ではあるまいか。聖像画イコンという名前に、かつて蒼そう馬まが皮肉な笑えみを浮うかべていたのも、それが理由だったろう。

　イザヤが、さらに言う。

「だからこそ、お前の大罪は原罪だ。禁きん忌きであろうが求めずにいられぬ欲望そのものが、お前の罪だ」

　神とは、知識の究極。

　神に祈る、ごくごく当たり前の──人類共通の無意識こそが悪魔イコンをここまで駆かり立ててきたのか。

　イコンは、くつくつと笑った。

「そこまで知ってどうする？　なんだったら、今からでも僕と取り引きしてみるかな。うん、そうだな。このまま見み逃のがしてくれるんだったら、世界をあなたにあげましょうとか？」

　荒こう野やの誘ゆう惑わくと、聖せい典てんに言う。

　荒野で四十日の断だん食じきを行っていた救世主に、悪魔が誘惑を行ったエピソード。

　半年前の決戦の際にも、イコンは同じことを告げた。古い古い時代、聖霊教の始祖に同様の問いかけをしたのだと。わざとその繰り返しをすることで、この期ごに至って、イコンは少年たちを挑ちよう発はつしてのけた。

　しかし、これは手て詰づまりではないか。

　イザヤたちは悪あく魔まを追い詰めたが、決定打を持たない。相手が奇蹟で滅ほろぼしても再生してくる以上、結局のところ、戦いを一いつ旦たん白紙に戻もどせるだけだ。

「…………」

　実際、イザヤさえもが、この包帯の悪魔を前に黙だまり込こんでしまったのだ。

　しんと音の絶えた世界の中で、




「……いいえ」




　と、声が流れた。

「僕の選ぶのは、そんな選せん択たく肢しじゃありませんよ」

「？」

　イコンの気配が、かすかに揺ゆれる。

　あるいは、気づいたのかもしれない。少年が僕らと言わなかった、その理由に。

　いずれにせよ、それは遅おそかった。

　一いつ瞬しゆんで、視界が暗転した。

「っ──！」

　呻うめきさえ、漏もれなかった。

　イコンが、頭から喰くらわれたのだ。

　突とつ然ぜん、諫いざ也やの右手が巨きよ大だいな竜りゆうの顎あぎとと化して、イコンを丸飲みにしたのである。

「諫也お兄様！」

　玻は璃りが、悲鳴をあげたのもむべなるかな。

　その竜の顎は、断罪衣イスカリオテの奇き蹟せきなどではない証しよう拠こに、いくつもの禍まが々まがしい眼球を覗のぞかせていた。うぞうぞとおぞましく濡ぬれ光る表面は、何度となくでくわした〈獣ベステイア〉の特徴を露あらわにしていた。

「諫也っ！」

「これで……いい……」

〈獣ベステイア〉と化した片手に触ふれて、『九く瀬ぜ諫也』はゆるりと微び笑しようして見せた。
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「な……っ！」

　動どう揺ようの吐と息いきがこぼれたのは、玻璃やノウェムたちだけではなかった。

　現実との狭はざ間まにつくられた亜あ空くう間かん──そこで、イザヤたちに『力』を供給しているラーフラやシスター・レアも同じだった。

　断罪衣イスカリオテを通じて、視覚や聴ちよう覚かくを共有している彼らも、諫也の行動に目を疑ったのだ。

「なんだ、それは！」

「どういう、つもりですの？」

　ラーフラと、シスター・レアが息を止める。

　しかし、そうした動どう揺ようも一いつ瞬しゆん。幾いく多たの修しゆ羅ら場ばによって培つちかわれた経験は、即そく座ざに思考を切り替かえ、最善の行動を促うながした。

「すぐに、接続を──」

「待ってください」

　ふたりが、振ふり向く。

　その視線を受け止めて、カルロが言ったのだ。

「……まだ、接続を切らないでください」

「ですが」

「お願いです」

　その言葉に、目を丸くしたのはシスター・レアだった。

　彼がそうした言葉を告げたことは何度かある。しかし、ふざけたり、からかったりするのではなく、真しん摯しに頭を下げたところは初めて見たからだ。

「もう少しだけ、待ってください」

　カルロの言葉に、ふたりは少しだけ沈ちん黙もくし、もう一度都市型聖せい霊れい機関との接続を取り持つべく集中に戻もどった。

　そして、

「……諫いざ、也や」

　カルロは断罪衣イスカリオテを通して、かつての戦友と今の戦友たちを見つめた。

　車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけを握にぎりしめたその左手は、血の気を完全に失い、白く染まっていた。
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　イコンを喰くらった後。

　数秒おいてから、諫也はほっと息をついた。

「……シスター・レアがすぐに接続を切らないでくれて、ありがたいです。一応、話は聞いてくれるらしい」

「お前……っ」

　対して、イザヤは今にも殴なぐりかかりそうなほど、拳こぶしを握にぎりしめていた。

　同じ顔の少年神しん父ぷは、ただ困ったように微び笑しようを続ける。

「いろいろ考えてたんです。イコンが仮に意思を持つ奇き蹟せきだとして、どうすればそれを撃げき退たいしえるかって」

「だからって、何な故ぜ──」

「〈獣ベステイア〉なら、喰らえるでしょう」

　竜りゆうと化した右手を押おさえ込こみ、諫也は言う。

　しかし、その努力にもかかわらず、肩かた口ぐちから断罪衣イスカリオテが破損していった。右手だけだった〈獣ベステイア〉化は、徐じよ々じよに広がり、少年を侵しん食しよくしつつあるようだった。

「だからね。考えてたんですよ。人類の無意識が何度でもイコン悪魔をつくるというのなら、〈獣ベステイア〉が喰くらってしまえばどうなるんだろうって。当時は憶おく測そくだったけれど、今なら体感として分かります。──やはりこの場合、イコンは破は壊かいされたことにならず、〈獣ベステイア〉の『力』に同化してしまうようですね。それでもいずれは新たな悪あく魔まが生まれるでしょうが、百年なり千年なり余計な時間がかかるでしょう。うまくいけば、人類が滅びるまでもつかもしれません」

「それを、考えたのは……」

　ある事実を思いついて、ノウェムが口ごもった。

　少年は、小さくうなずく。

「ええ、玻は璃りに喰われたからですよ」

　そうだった。

　この少年は、〈獣ベステイア〉となった後、さらに玻璃に──『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』に喰われたのだ。その結果として、〈反救世主〉の降誕は著いちじるしく遅おくれ、イザヤたちの反はん撃げきを招くこととなった。

　それと同じことを、諫いざ也やはイコンにやってのけたのか。

「ふざけるな！」

　イザヤが、一いつ喝かつした。

「今は聖ゲオルギウスの奇き蹟せきで押おさえ込こんでるかもしれねえが、そんなもん大した時間もたないだろうが！　相手は集合無意識がつくりだしてる現象だぞ！　たったひとりのお前が勝てる道理がどこにあるんだよ！」

「ええ、その通りですね」

　あっさりと、かつての英えい雄ゆうは認めた。




「……だから、その前に、やりたいことがあるんです」




「どういうこった」

「……何のために、僕があなたを助けたと思ってるんです？」

「っ──！」

　少年の言葉に、イザヤが硬こう直ちよくした。

　さらに、少年は言う。

「単なる自己犠ぎ牲せいや、正義感じゃないですよ。救世主だとかなんだとか言われてますけれど、僕もそこまでお人ひと好よしなわけじゃない」

　ゆっくりと、イザヤへ歩み寄る。

　玻璃も、ノウェムも口を挟はさめない。止められない。ある意味で、イコンの生存よりよほど不ふ吉きつなことが進行していると、それは分かっていても、動くことができなかった。

　それだけの何かが、少年からイザヤに向かって放たれていたのだ。

　イザヤの耳元で、そっと少年が囁ささやく。

「僕が〈獣ベステイア〉に喰くわれた大罪は……です」

「…………」

　イザヤは、沈ちん黙もくした。

　数秒だけ。

　少女たちを振ふり返らぬまま、彼は問うた。

「今のお前なら、現実への帰り道はつくれるのか」

「ええ。幸いにして、それはどうとでもなるようです。カルロたちを帰すのも問題ないでしょう。──ほら」

　少年が、手を掲かかげた。

　それだけで、〈門ゲート〉が生まれた。

　空間の一部が曖あい昧まいに揺ゆれ動き、懐なつかしい気さえする御みさ陵さぎ市しの光景を映し出したのだ。

「ノウェム、玻は璃り。……先に、戻もどってくれ」

「そんな!?　諫いざ也やお兄様！」

　玻璃が、悲痛な声をあげた。

　この少女にとって、それだけは肯がえんじがたいことだったろう。数年の時を超こえて、ほんのわずかな間だけ本当の思い人と巡めぐり会えて──そして引き裂さかれる想おもいは、いかばかりか。

「ごめん」

　と、諫也は短く謝った。

「さっきから結構辛つらいんです。少し気を緩ゆるめたら、本当に〈獣ベステイア〉になって何もかも潰つぶしてしまいかねない。そうなったら、僕は第二のイコンになるだけです。……その前に、やることをやっておきたい」

「でも──！」

　重ねて言いかけた顔が、がくりと落ちた。

　もう一度持ち上がったとき、その表情はもうひとりの玻璃へと変わっていた。

「……ここは、あたしの方が良さそうだから」

　と、真しん紅くの唇くちびるが告げたのだ。

　バビロンの大だい淫いん婦ぷと呼ばれていた妖よう女じよは、同じ顔をしたふたりを、愉たのしそうに見比べた。

「まさか、ふたりとも揃そろったりするなんてね」

　くすりと笑ってから、こう付け足す。

「あたしの方は、とっくに死んでるんだから不服もないわ。こんな無理してつくった大罪衣アンチ・イスカリオテ、すぐに崩ほう壊かいしちゃうもの。たった一日だけの、夢ゆめ幻まぼろしのようなものよ」

　さばさばとした物言いではあった。

　イザヤが、がりがりと頭を搔かく。

「お前にはいろいろ借りっぱなしだな」

「あなたは、本当に馬ば鹿かね」

　その言葉に、妖よう女じよは深々とため息をついた。

「こういうのは貸しって言わないの。……でも、そう言ってもらえるなら、これぐらいはもらおうかしら？」

「え？」

　イザヤの手を、妖女は抱だき寄せたのだ。

　その人さし指を、かりっと嚙かんだ。

「痛っ」

「美お味いしい」

　妖女は、本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　唇くちびるについた血を残らず舐なめ取って、ほうと熱い息をついた。

「うん、これで十分。おなかいっぱい。──ねえ、きっとこれっきりになるわね」

「そうだな」

「ひとつだけ、伝えたかったことがあるの」

「何だよ」

　痛そうに手を振ふったイザヤへ、妖女は淡あわくはにかんでこう口にした。

「嬉しかったのよ。──あなたがあたしのこと、人間らしいって言ってくれて」




　──『知ってたか？　お前、本当に人間らしいんだぜ。だからさ、人間ってのはそんな大罪を持っていて、我が慢まんして、当たり前なんだ。みんな、そんな当たり前で生きてるんだ』




　イザヤが、半年前の決戦で告げた言葉。

　それを、妖女は覚えていたのか。

「……そうか」

　イザヤの顔が、くしゃくしゃと歪ゆがんだ。嬉しさも悲しさもない交ぜになった顔だった。自分はとても馬鹿なことばかり、繰くり返しているように思った。

　そんな頰ほおに、妖女が触ふれた。

「じゃあね」

　愛いとおしそうになぞり──振り切るように、身を翻ひるがえした。

　それきりで、〈門ゲート〉の向こうへ消えた。

　ノウェムが、その場に残っていた。

「……イザヤ」

「ああ」

　うなずいた少年に歩み寄り、少女は力なくその胸を叩たたいた。

　鳥の羽になでられるようなか弱さが、今ばかりはどんな刃よりも響ひびいた。二度、三度と重なるたび、抱だきしめたくなる衝しよう動どうを、イザヤは必死にこらえた。

「帰ってきてください」

　一言だけ。

　全身の勇気を振ふり絞しぼったかのように、少女が告げた。

　そして、銀色の髪かみの少女も、この舞ぶ台たいから消えていった。

　残ったのは、イザヤと諫いざ也や。

　古代の救世主からつくられたニセモノと、そのニセモノからつくられたクローン。

　ニセモノと、ニセモノのニセモノ。

　偽いつわりだらけの、この舞台。

「じゃあ、いいですね」

　諫也が、言った。

　ちょうどそのとき、ぐらっと大地が──巨きよ大だいな手の平が揺ゆれた。

　空が、破れた。

　天鵞絨ビロウドのごときその破れ目から、美しい星が見えた。すぐに破れ目は大きくなって、一面の星空をふたりの少年の頭上に広げた。

　これまでの戦いによるものか、イコンが消えたことによるものか、空間が安定を失いつつあるのだった。

「……今いま更さら、前置きは必要ありませんね」

　諫也が、言った。

　同時に、聖せい霊れい機関が歌い始めた。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖ゲオルギウスの断罪衣イスカリオテを起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」






「聖霊機関の稼か働どうに問題発生。──極性を反転。仮想現実を反転」




　そこで。

　聖霊機関の音が、突とつ然ぜん禍まが々まがしく変わった。





「本座標において仮想現実・ゲオルギウスの反はん奇き蹟せきを起動。──すなわち二百二十六万五千六百五十七回の試行を開始します」






　少年の纏まとう断罪衣イスカリオテが、変化する。

　カタチはイザヤの第三形態に酷こく似じしながら、その色は蒼そう馬まや妖よう女じよのものと同様、漆しつ黒こくに染められていったのだ。

　ゲオルギウスの大罪衣アンチ・イスカリオテ。

　もはや〈獣ベステイア〉となる自分を忌き避ひすることもせず、むしろ利用する。それが少年の全力であったものか。

「〈嫉妬〉が、お前の大罪か」

　やりきれない顔で、イザヤが言った。

「ええ、僕はあなたに……いいえ、あなたたちに醜みにくく嫉しつ妬としています。これだけが抑おさえきれなくて〈獣ベステイア〉になったあげく、みっともない姿をさらして、あげくはこんな末路ですよ」

　大罪衣アンチ・イスカリオテに触ふれて、諫いざ也やが認める。

　困ったような表情が、今は泣き笑いのようだった。

「それでも」

　と、少年は口にする。




「それでも……どうしても、僕は僕だけがこんなに惨みじめなことに、耐たえられない」




　もはや、福ふく音いんは必要なかった。

　無詠唱で放たれる奇蹟は、どちらも第二種模倣奇蹟・聖ゲオルギウスの槍やり。

　光と闇やみに塗ぬり分けられたふたつの奇蹟は、正面から激げき突とつした。
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　誰だれが、そんな戦いを想像したろう。

　あるいは、誰もが想像し、それゆえの必然だったろうか。

　九く瀬ぜイザヤに対するは、『九瀬諫也』。光の槍と闇の槍の激突は、イザヤと蒼馬の戦いに似て──しかし、やはりまったくの別物であった。

　霊れい布ふと霊布が絡からまり合い、互たがいを相そう殺さいしつつ、その隙すき間まをふたりの少年は飛ぶ。

　自在に空中を飛び回りながら、いずれも必殺の槍を乱射する。

「聖せい戦せんの最後も、あのイコンと戦いました」

　その最中、諫也が言った。

「あのときも同じことを知りました。イコンが集合無意識による奇き蹟せきであること。だから、いくら打ち倒たおそうが意味のないこと。──そして、あの悪あく魔まをつくっている人々の顔を見せられました」

　奇蹟の槍やりは、それぞれに目的を定め、飛ひ翔しようする。

　いずれもフェイントや予測射しや撃げきを織り交ぜた、高度な戦術。ぐるりと宙返りして回かい避ひしながら、イザヤも諫いざ也やもさらに奇蹟を多重起動する。

　奇蹟の衝しよう撃げきで剝はく離りする空間は、あたかも世界の涙なみだのごとく見えた。

「人々の、顔……」

「笑っていたんですよ」

　諫也の目が、細められる。

「みんな嬉うれしそうに。とっても楽しそうに。幸せそうに」

「…………」

　イザヤも、想像する。

　悪魔を構築するとはいえ、集合無意識とつながった人々は、至し極ごくまっとうで当たり前の人間だ。神に祈るというただそれだけのことを、神を知りたいというただそれだけの好奇心を、あの悪魔は最悪のカタチで具現化したに過ぎない。

「それから、羨うらやましいか、と問われました。あの悪魔がやったことはそれだけです」
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「え？」

「馬ば鹿かでしょう。たったそれだけのことで僕はみっともなく動どう揺ようして、その心の隙すきを〈獣ベステイア〉に喰くわれたんですよ」

　また、困ったように諫いざ也やが笑う。

「僕はあんな風に笑ったことがないと。あんな楽しそうに笑えたことはないと。あんな幸せそうに笑えたことはないと。そう思っただけで、何もかもが壊こわれたんです」

　万まん華げ鏡きようのように、闇やみの槍やりが並んだ。次々と射出される様は漆しつ黒こくの鳳ほう仙せん花かにも似て、イザヤもまた同じカタチに光の槍を放つ。

「じゃあ、お前が、嫉しつ妬としたって、言うのは……」

「ただの人たち、ですよ」

　柔やわらかく、『九く瀬ぜ諫也』は笑う。




「自分が守っていた、自分が大事に思っていた人たちに、僕は嫉妬したんですよ」




　許せなかったのだろう、と少年は思った。

　救世主だと言われて、生まれてすぐから讃たたえられてきた精神こころには、自らのほんの少しの腐ふ臭しゆうさえ許せなかったのだろう。

　だから、喰われた。

　罪の深さではなく、高潔すぎた精神こころこそが、彼を喰い潰した。

「だから僕は君が羨うらやましかった。僕と同じなのに、ただの人でもあった君に、どうしようもなく嫉妬してしまった。どうしても自分が惨みじめで、どうやっても胸が焦じれて、君が許せなくなってしまった」

「……それは」

　空中を蹴けり、千変万化の霊れい布ふで槍を弾はじきながら、少年は口ごもる。

　様々な言葉が胸の内を駆かけ巡めぐり、しかし何よりもイザヤが許せなかったのは、ひどく簡素で寂さびしいことだった。

（……こいつに、誰だれも教えなかったのかよ）

　そう、思ったのだ。

　誰も言わなかったのか。

　誰も伝えなかったのか。

　……いや。

　それが当たり前だと、自分に教えてくれたのは誰だろう。

　あの街にやってきてたった半年の間に──一体、どれだけの人々が、自分に当たり前のことを教えてくれたのだろう。

　当たり前のことなんて、本当はただひとつもないのだ。

　そのことを思い知りながら、少年は必死の思いで口を開く。

「それは……嫉しつ妬となんかじゃ……ねえよ……」

　喘あえぐような、言葉。

「違ちがいません」

「違う」

「違わない」

「違うんだ！」

　違うと、信じる。

　少年は信じている。

　自分が手に入れられなかったものを羨うらやみ、願う心は、けして醜みにくいだけではないと信じている。

　なのに、その感情を嫉妬と思い、罪と信じて、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は身の内に〈獣ベステイア〉を抱かかえ込こんだのか。

　しかし。

　諫也は、また否定する。

「嫉妬ですよ。〈獣ベステイア〉が憑ついたのが、その証しよう拠こだ」

「かもしれない。でも、それだけじゃない」

　一言ずつ、区切るように、イザヤは言う。

　その間も、戦いは激化する。彼らの戦いはすでに無意識の領域だ。本能と理性は乖かい離りし、しかして融ゆう合ごうし、崩ほう壊かいし続ける世界の中で、黒白の空中戦ドツグフアイトを演じ続ける。

　渾こん身しんの槍やりが、闇やみの槍に砕くだかれた。

　その余波で、純白の断罪衣イスカリオテをずたずたに裂さかれながら、なおもイザヤは言った。

「それは……憧あこがれっていうんだよ……！」

「憧れ？」

　諫也が、眉まゆをひそめる。

「そんなのは、ただの言葉遊びでしょう」

「違う！」

　強く、イザヤがかぶりを振ふる。

　すでに均きん衡こうは崩くずれていた。

　次々と放たれる諫也の闇槍を、イザヤは迎げい撃げきしきれない。イコンの『力』を吸収した『九瀬諫也』は、軽々と少年の上を飛んでいた。単に天才というだけではあらわしきれない根源的で、絶対的な能力。

　それこそ、『九瀬諫也』を救世主と言わしめた能力だったか。

　クローンでありながら、イザヤにはまるで追いつけない。

　ここまできて、なおも自分と英えい雄ゆうとの違ちがいを思い知らされるようだった。

（最後の最後まで……かよ）

　激しい痛みに、そんな皮肉な思考が混じる。

　どれだけ、自分は欠けているのだろう。

　所しよ詮せんはニセモノで──ニセモノにもなりきれない愚おろか者のままなのだろう。

　それでも、叫さけんだ。

「俺だって、お前になりたかったよ！」

　吹ふきすさぶ槍雨をかいくぐり、イザヤが叫ぶ。

「英雄と言えるような！　救世主と言えるような！　そんなお前が羨うらやましかった！　御みさ陵さぎ市しでお前のふりをさせられてる間！　『九く瀬ぜ諫いざ也や』が羨ましくない日なんてなかった！」

「じゃあ、それが嫉しつ妬とじゃないと言い張るのですか」

「嫉妬だよ！　でも、それだけじゃ、ねえよ！」

　血が飛沫しぶく。

　顔に、首に、肩かたに、自分の血が嫌いやというほどかかっていく。まるで幼い子供が、絵の具を思う存分撒まき散らしたかのよう。痛みよりも、その生なま温ぬるさがうざったかった。

「混じりっけのない罪も……罪にならねえ心も……ねえんだよ」

　イザヤは見てきた。

　あの都市で、ずっと見ていた。

　世界を守りたいという願望が、〈強ごう欲よく〉と結びついてしまうのを。

　誰だれかを綺き麗れいだと思っただけのきっかけで、〈傲ごう慢まん〉に転がってしまったのを。

　延々と戦い続けることに適応しすぎて、〈怠たい惰だ〉の罪に陥おちいったのを。

　自らの信しん仰こうを守ろうとして、穢けがれた食物を拒絶したゆえに〈暴食〉となった存在を。

　もはや対象も原型も失って、それでも行き場がなくて、哀かなしく放散していった〈憤ふん怒ぬ〉を。

　自分とひとつになりたかっただけなのだと、そう告白してくれた愛いとしい〈色しき欲よく〉を。

　だからこそ、七つの大罪を兼ね備えたバビロンの大だい淫いん婦ぷを──少年は誰よりも人間らしいと思ったのだ。

「それでも……英雄だけはそうであっちゃいけません。僕らだけは強くあるべきだと、憧あこがれられるからこそ耐たえるべきなのだと、蒼そう馬まにも言ったんですから」

　初めて、蒼馬と戦ったときだ。

　たった一度イザヤの身を乗っ取った諫也は、蒼馬にそう告げた。誰かに憧れられる英雄なのだから、ふさわしくあるべきなのだと。耐えなければならなかったのだと。

　しかし。

「……そうだけど、そうじゃねえ」

　絞しぼり上げるような諫也の言葉に、少年はかぶりを振ふった。

「そりゃあ……英えい雄ゆうは、たくさんの人を救うかもしれねえよ。そんなのは英雄か救世主ぐらいにしかできねえかもしれねえよ！」

　叫さけぶ。

　叫ぶ。

　叫ぶ。

「だけどな！　全部ひとりでやるほど、やってしまうほど、強くあるのはおかしいだろ！」

　なおも、イザヤは叫ぶ。

「だったら、英雄お前を救うのは、英雄お前に救われた──お前に憧あこがれた、ただの人俺の仕事なんだよ！」

　必死に、言った。

　半ばは衝しよう動どうに突つき動かされるまま、口にしただけの言葉。

　だけど、イザヤにとってはこれ以上ないぐらいの真実だった。

　ずっとずっと英雄のふりをしてきた自分が、やっとのことで摑つかみ取った真実であった。

「だから……俺たちただの人から、その仕事を奪うばうなよ」

　笑って、言った。

　不意に、楽になった。

　いつのまにか、無限とも思える槍やりの雨は、止まっていた。

　今にも滅ほろびそうな灰色の世界の中で、諫いざ也やは動きをとめて、静かにこちらを見つめていた。

　とても、とても静かだった。

「ただの人が……ただの人だから、英雄僕を救う？」

「そうだよ」

　寒くなったなと思いながら、イザヤはうなずく。血を失いすぎたせいだと気づいて、少しだけ苦く笑しようした。

「じゃあ……何をする気です？　どうやっても、僕はもう〈獣ベステイア〉になるしかありませんよ。イコンを復活させないようにするには、それまでに奇き蹟せきで滅ぼされるしかない。君以外の誰だれが、僕を滅ぼせるというんです？」

「……ああ」

　イザヤも、うなずく。

　その事実を、否定はしない。

　だから。

「覚えててほしいことは、あるか？」

　と、少年は訊きいたのだ。

「なんですか、それは」

「なんでもいいよ。楽しかったことでも、辛つらかったことでも、すっげえつまらないことでも。ただ、ほかの誰かに覚えていてほしいことってないのか。そういうのがあるなら、俺がずっと覚えていてやる」

　結局、そんなことなのだ。

　自分が、あの街で教わったこと。

　ほんの少しの間他人のふりをして逃にげ出すつもりが、つい長引いてしまったわけ。

　それは……自分が空っぽだったからだと思う。いくつか曖あい昧まいに残っていた記き憶おくは、すべてかりそめのつくりもので、本当の自分の記憶はあの街にしかなくて、だからこそあの街で、自分のことを覚えてもらえるのが、どうしようもなく嬉うれしかったのだと思う。

　それが、他人九瀬諫也の仮面をつけた自分だったとしても。

「俺が、覚えていてやる」

　もう一度、少年は言った。

　それぐらいしか、できないと思った。

　無理に断罪衣イスカリオテを纏まとって、〈獣ベステイア〉たちと戦って、自分が英えい雄ゆうになれたなどとは思わない。

　だから、引き継つごうと思ったのだ。

　英雄としては力不足でも、せめてその思い出だけは引き継ぎたいと願ったのだ。

「英雄なんて名前じゃなくて……九く瀬ぜ諫いざ也やのことを、俺が覚えていてやるよ。そうして欲しい思い出の、ひとつぐらいはないのか？」

「…………」

　諫也は、うつむいたまま。

　対する少年には、もう戦う『力』なんてなかった。

　諫也が一度でも槍やりを振ふるえば、それが致ち命めい傷しようとなるだろう。復活の奇き蹟せきなんて二度も振るえるはずがなく、このまま空間の狭はざ間まに消えるしかない。それは嫌いやだなあと思いながら、心のどこかでふたりの少女に謝っていた。

　やがて、

「……あります」

　と、諫也が呟つぶやいた。

「……ありますよ、そんなもの。いくらだって」

「……そっか」

　イザヤは微び笑しようし、諫也は苦笑した。

「……困ったな」

　と、諫也がまた言う。

「初めて、死ぬのが怖こわくなった。そんなの全部話すだけ、時間があるわけない」

「ごめん」

「もう、君みたいな奇蹟は起きないのにね」

「悪い」

「せっかく諦あきらめてたのを、こんなに丁てい寧ねいに蒸し返しておいて、何が救うだよ」

「すまん」

　謝るしか、なかった。

　互たがいに、ひどく馬ば鹿か馬ば鹿かしいことをしてる気がした。見た目以外はこんなにも違ちがう『自分』同士なのに、なぜだか互いの心底まで分かるような気がした。

「……でも、嬉うれしかった」

　ぽつりと、諫いざ也やが口にした。

　それから、こちらを見やる。

「さあ、終わろう」

「もう俺……聖ゲオルギウスの槍やりなんざつくれねえよ」

「できますよ。やりなさい」

　諫也が言う。

　優やさしい声こわ音ねだったのに、身体からだの芯しんまで響ひびいた。

　魂たましいの底にへばりついていたような──わずかな『力』がこそぎとられて、少年の手の平で不安定な光の槍になった。

　諫也もまた、闇やみの槍をつくりあげた。

「だったら、やっぱり、これを覚えてもらうしかないでしょう」

「それしかないか」

「どうしても……こうなります」

　笑い合う。

　やっていることは、さきほどと何も変わらないのに、ひどく嬉しそうに。

「君も、もっと脇わきを締しめて。奇き蹟せきとはいっても槍としての扱あつかいは変わりません。腕うでを突つき出すのではなく、身体の芯と心を突き出すのが基本です」

「そっか」

　少年は笑った。

　思えば、そんな指導を受けるのは初めてだったかもしれない。断罪衣イスカリオテを使うようになってから、基本的な戦せん闘とう訓練は受けさせられていたが、聖ゲオルギウスの奇蹟について正しい指導を行える者などいなかった。

　決着までは、もう数メートル。

　走ったのか、飛んだのか。それもすでに、意識にはのぼらなかった。




「──我は、模も倣ほうする」




　もう、聖せい霊れい機関も鳴らない。

　奇き蹟せきを発動するのに、福ふく音いんもいらぬ。

　断罪衣イスカリオテや大罪衣アンチ・イスカリオテさえ、不要だったかも知れない。

　だからこそ、ふたりの唇くちびるが漏もらす囁ささやきは……ただの平へい凡ぼんな祈りのように。




「聖ゲオルギウスの、槍やりを──」




　言葉は、途と中ちゆうで途切れ。

　抱だき合うようにして、少年の片方が槍に貫つらぬかれた。

「……帰ろう」

　そう言ったのは、どちらだったろう。

　剝はく離りしていく世界の中心へと、ふたりの少年はまっすぐに墜つい落らくしていった。
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　──十月の、午後。




　遠く、教会の鐘かねが鳴った。

　夕焼けを包み込こむような、重厚な金属音。

　校庭に響ひびくその音は、いつまでもいつまでも、時間を惜おしむように鳴り響く。

　御みさ陵さぎ学院、であった。

　部活動に励はげむ生徒たちの影かげは、長く長く背せ丈たけを伸のばし、運動場を巨きよ人じんの遊び場に変えてしまうようにも見えた。
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　あの事件で何かが変わったかと問うならば……結局は、何も変わらなかった。

　御陵市の戦いは、半年前の決戦で終わっている。後ご日じつ譚たんはしょせん後日譚。大山鳴動して鼠ねずみ一匹。多くの悲劇の果てに、結局は何も起こらなかったということ。

　──少なくとも、表向きは。

　全世界的なコンピュータのダウンによって、経済的には多くの影えい響きようがあったが、これも朱と鷺き頭とうグループの尽じん力りよくによって数週間ほどで吸収された。もとより、〈獣ベステイア〉の絶大な被ひ害がいからの復興最中だ。規模としては大きくても、人間の枠わく内ないでちょっとした波は紋もんが広がっただけ。




　カルロは、あまり教会に顔を出さなくなった。

　教団での仕事が忙いそがしくなったのだろう。代わりに枢すう機き卿きよう代行として市会に顔を出すことが増えたようで、どうやら平常の仕事がメインとなったらしい。

　たまに市内で車くるま椅い子すの姿を見かけると、しょっちゅう不満そうに唇くちびるを尖とがらせていて、それでいてまんざらでもなさそうな表情で、街の景色を見つめているのだった。




　シスター・レアとラーフラは、海外に戻もどったらしい。

　ラーフラの方からは、たまに手紙がやってくるのだが、どんな仕事をしてるのかは分からない。ただ写真を見ると、ふたりはいつも一いつ緒しよらしかった。ラーフラの仏ぶつ頂ちよう面づらがほんの少しゆるんだ気がするとは、当時親しかった教団員の弁である。




　中等部生徒会の面々も、ひどく忙しそうだ。

　玻は璃りは、高等部では生徒会につかなかったらしい。代わりに、朱鷺頭グループの後こう継けい者しやとして、多くの公的な場でその姿を見かけるようになった。中等部の頃ころの生徒会メンバーもそれを手伝っているようで、まずは経済学、帝王学の勉強から開始させられているそうだ。

　とりわけ、会長補佐だった架か城じようまゆきと、書記だった鈴すず木き大だい悟ごはいつも競い合っていて、今でもふたりそろって喧けん々けん囂ごう々ごうとやりあってるらしいと聞く。
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　多くの人々が、死んだ。

　多くの人々が、消えた。

　生きてはいても、この世界に存在していても、もはや交わることはないだろう。少なくとも、御みさ陵さぎ学院という場は、もうそういう舞ぶ台たいとして機能すまい。登場人物はがらりと変わり、〈獣ベステイア〉のことなど知らない人々が、新しい主役として登とう壇だんしている。

　当たり前のこと。

　当たり前の話。

　いずれ、〈獣ベステイア〉や聖せい戦せんの事情がすべて公表されることとなっても、それはあくまで歴史の一ページとして記されるだけだ。人類の存亡を賭かけた一事だって、終わってしまえば、それは確定した事実に過ぎぬ。

　うつろっていき、たゆたっていき、変わっていくのが世界の有り様だ。

　ただ。

　この教会には、少しだけ当時の面おも影かげが残っていた。

「掃そう除じ終わりです！　お疲つかれ様でした、勇哉神父！」

　元気よく、新たな中等部の二年生たちが手を振ふったのだ。

　教会の長なが椅い子すあたりにもたれていた少年神父は、その声に顔をあげて、軽く手を振った。

「おお、帰りに寄り道すんなよ。後、掃除道具は今度新しくするらしいから、ぼろっちいのは適当に焼しよう却きやく炉ろのとこに置いといてくれ」

「はい」

「分かりましたー」

「勇哉神父、神父様のくせに口悪いよねー」

　肯こう定ていする声の中に、ちらっと素直な感想が混じったりするあたり、少年神父の人じん徳とくといえなくもないか。

「るっせえ！」

「わっ」

「きゃっ」

　一いつ喝かつすると、中学生たちは──どこか楽しそうに、蜘く蛛もの子を散らすみたいに消えていった。

　完全に、彼らの姿が見えなくなってから、

「……ふん」

　と、少年神しん父ぷは鼻を鳴らす。

　九く瀬ぜ勇ゆう哉や。

　それが、彼の今の名前であった。

　この名前になったのは、ごく単純な理由だ。

　かつて、御みさ陵さぎ市しにいたイザヤのことは、結局ほとんどの者が思い出さなかったのだ。九瀬諫いざ也やの手になる聖ゲオルギウスの洗礼が、あくまでカルロたちにとどまっていたことを考えれば、当然の結果だったろう。

　それを利用して、少年は新たに赴ふ任にんした『九瀬勇哉』──『九瀬諫也』の双ふた子ごの弟として、御陵学院の教会を任されていたのだ。

「ぅわん」

　と、足元で声がした。

　真っ白な毛皮の、もう子犬とはいえない大きさに育ったミカエルだった。

「お？　なんだ飯の催さい促そくか？　お前も、もう少し飼い主に感謝しろよな」

　なんとなく口元をつねって、引っ張ってみる。

「わん、わん、わん！」

「お、こら、お前、動くな」

　ぱたぱたと手足を動かすのが面おも白しろくて、少年はもう少しぐりぐりとほっぺたを引っ張る。確かに、こうした行動は神父らしくないだろう。

　すると、

「ミカエルを虐いじめないでください」

　澄すんだ声が、裏口から響ひびいたのだ。

　開いた扉とびらから現れる、長い髪かみを見るまでもなかった。

　少年が、はっと息を止めて振ふり返る。

　名前を呼ぶのは、一いつ瞬しゆん遅おくれた。

「──ノウェム！」

「……お久しぶりです」

　この、銀色の髪の少女だけは、何ひとつ変わらなかった。

　身に纏まとう聖職衣カソツクも、首からかけた十じゆう字じ架かも、透すき通った紫水晶アメジストの瞳ひとみも変わらない。

　少年の手を逃のがれたミカエルも、すぐにそのシスターへとすがりつく。

　あたかも、自分の受けた虐ぎやく待たいを告げ口してるようだった。

「…………」

　少年は、頭を搔かいてから、こう尋たずねた。

「もう、調子はいいのか」

「はい。再手術のリハビリでも満点をいただきました」

　犬の頭を優やさしく撫なでて、少女がにっこりうなずく。

　教団のみならず、世界中のコンピュータにウイルスをばらまいた罪を問われ、少女はしばらく軟なん禁きん状態にあったのだ。本来なら、そのまま廃はい棄きされるのが当然だった窮きゆう状じようから、救い出したのは玻は璃りだった。教団のお偉えら方がたを説き伏ふせ、彼女の功績を示した玻璃は、ノウェムの処しよ遇ぐうについて代案を提示したのだ。

　結果として、少女は電子チップをはじめとした第九祭さい器きとしての能力を排除する──再手術を受けさせられたのである。

　もはや少女とサーバー・クリュプタとの接続は断ち切られており、腕うでには〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉が変化した腕輪もない。当然、纏まとっている聖職衣カソツクも断罪衣イスカリオテではなく、ごく当たり前の既き製せい品ひんだ。

　骨格や神経など触ふれられない場所はあったが、それも戦せん闘とう能力は発揮できぬよう、厳重に処置されている。

　姿は何ひとつ変わらず、しかし目の前の少女はもはや見た目通りの相手となっていた。

「……ただいま、と言ってよろしいでしょうか」

　もじもじと、手を組み合わせて少女が言う。

　少年はただ苦く笑しようした。

「お前がいないと、そいつの飯つくるのが面めん倒どうだろうが」
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「あ、ありがとうございます！」

　ミカエルを抱だいたまま、ノウェムが何度となくうなずく。

　それから、遠えん慮りよ深げに口を開いた。

「……あの……もうひとつ、お尋たずねしてもよいですか」

「んだよ」

　くすぐったそうに問い返した少年に、銀色の髪かみの少女はうつむいて、こう訊きいたのだ。

「あなたを……どう呼んだら……よいでしょう」

「ん？」

「だ、だって、あなたは諫いざ也や様でも……勇ゆう哉や様でもありません。イザヤ様……イザヤかというと、きっとそれも難しいです。だって、あなたは……『九く瀬ぜ勇哉』としてここに来ることを選んだんですから」

　躊躇ためらいがちに、少女が言う。

　ひどく、心細そうだった。

　暗くら闇やみの中で、たったひとつの懐かい中ちゆう電灯をなくした子供みたいな顔をしていた。

「私は……あなたを、なんと呼んだらよいでしょう？」

「あ……」

　ほんの少し、少年は息を止めた。

　なんとなく、とても長い時間、遠回りをしてきたような気分だった。ここに至るのに、どれだけ無む駄だな時間をかけてきたのか──それが無駄な時間かどうかさえ、少年にははっきりと分からなかった。

　でも、どう答えれば良いかだけは分かっていた。

「お前は……どう呼びたい？」

「え？」

「俺が誰だれなのかなんざ、お前が一番知ってるだろうが。だったら……俺はお前が呼んでくれるような……お前が笑ってくれるような、俺でいたい」

　誰のために帰ってきたのか。

　誰のために戻もどってきたのか。

　そんなことは、決まっている。

　みるみる真っ赤になった少女を見つめ、少年はもう少し続けた。

「それから、俺の話を聞いてくれるか」

「は、はは、話、ですか」

「覚えていると、約束したことがあるんだ。だから、お前に話しておきたい。きちんと、約束を守れるように」

「……はい」

　少女が、嬉うれしそうにうなずく。




「はい……」




　返事の最後に、ノウェムは小さく名前を添そえた。

　それが──たった今少女の決めた、少年の新しい名前であった。





〈完〉










あとがき






　お待たせしました。『イスカリオテ』最終巻をお送りします。

　あとがきではほとんどネタバレに触ふれていませんが、気にされる方は念のため最後に読んだ方がよろしいかと思います。また今回、作者自身の思い出に多く触れていますが、そのことで読後感を悪くしてしまいましたら申し訳ありません。





＊






　このあとがきを書いている今は、三月の下げ旬じゆんとなってます。

　震しん災さいから少し後、首しゆ都と圏けんの計画停電が実じつ施しされたり、水道水の汚お染せんが発表されたりした直後です。この本が出るのは五月のはずですが、世界はどうなっているでしょうか。おそらく計画停電は続いているのではないかと思っていますが、あなたは無事に過ごせてますか？

　テレビやネットに流れるニュースを前に、僕は阪はん神しん・淡あわ路じ大震災のことを少しだけ思い出してしまいました。

　当時は学生時代で、被ひ災さい地ちのど真ん中にいた僕は、多くのことを体験しました。




　ほとんどの車道がひびだらけになってるのを見ました。

　地上階が地下に埋うもれ、二階が一階まで沈しずんだビルを見ました。

　長なが田たや新しん開かい地ちの方が燃えて、丸一日の間、空が真っ赤に染まっているのを見ました。

　水道が回復するのには一週間以上かかったので、井い戸どや配給のところまでポリタンクを持っていき、ガスが回復するのにはさらに一ヶ月近く待ちました。友人の高校の体育館には、何人もの亡なき骸がらが搬はん送そうされていました。




　悲ひ惨さんな思い出だけではありません。

　当時の高校まではなかなか交通が戻もどらなかったため、片道二十キロ弱ほどの自転車通学になったのですが、途と中ちゆうでやってたラーメンの炊たき出しは美お味いしかったです。また震災当日、コンビニの店長が、店に残っていたお弁当をすべて無料で配ってくれたのも覚えてます。

　大変な時節でしたが、頑がん張ばっている人々の笑顔はいつもより朗ほがらかだったぐらいです。幸いにして家族も全員無事だったので、徐じよ々じよに徐々に、およそ半年ほどで元の生活（に近いところ）までは回復しました。




　ただ、僕も忘れていたことですし、今回の原稿を書き上げたのは震災より前なのですが──ラストのイザヤには、当時の実感もこもっていたのかも──とゲラを見返して思ったのです。

　今も、昔も、当たり前に僕（僕ら）は英えい雄ゆうじゃありません。

　だからこそ、僕ができることは何なのだろうと、そんなことをイザヤに託たくしていたのかもしれないと、そんな風に漠ばく然ぜんと考えたのです。

　エンターテイメントとしては、いささか私情が出過ぎたかもしれません。





＊






　二○一一年三月下げ旬じゆん、今の現実はまったく優やさしくありません。

　嬉うれしいことよりも、辛つらいことが多く露あらわとなる時代でしょう。

　夢は叶かなわない方が多い。努力は実らない方が多い。それを僕は否定しません。「物語の中だけでもみんな幸せであるべき」とそういうスタンスは格好いいですし、「物語だって現実を描えがいて直視させるべきだ」とそういうスタンスも良いと思います。

　だけど、それでも、とも考えます。

　以前書き上げたシリーズで、同じ言葉をあとがきに添そえました。あれから時間が経たった今でも、同じことを僕は思います。成長してないだけかもしれませんが、同じように思えます。

「それでも、あなたのいるこの現実は、素晴らしい」

　他ほかの誰だれでもなく、あなたの人生にあなたがいるのだから、それだけできっと素晴らしいはずなのだと、信じています。





＊






　滑こつ稽けいな自分語りが続きましたが、ご容よう赦しやください。




　七つの大罪にちなんだ、全七冊のこの物語。

　商業的に長い物語が避さけられることも多い昨今、大変ありがたいことに、すべて最初のプロット通りに進めさせていただきました。電でん撃げき文庫編集部様には本当に感謝しています。

　最後まで付き合ってくださった絵師の岸きし和わ田だロビン様、神学考証の三み輪わ清きよ宗むね様、担当編集のＹ氏にお礼を申し上げます。まだイラストなど拝見していないのですが、これまでのことから最高の一冊ができあがると確信しています（僕の物語がふさわしければ良いのですが）。

　スケジュール上電撃文庫での発刊は少し間が空くかと思いますが、また新しい物語で、あなたとお会いできたら幸いです。




二○一一年三月


日本聖書協会『新共同訳　聖書』を隣となりにおいて



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三田 誠先生」係

「岸和田ロビン先生」係
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三さん田だ 誠まこと

兵庫県在住の物書き。全七巻に及んだ物語、ついに最終巻をお送りします。この七巻があなたの心の琴線に触れましたら幸いです。また、どこかでお会いしましょう。
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イラスト／岸きし和わ田だロビン

広島県生まれの、フリーのイラストレーター。主な挿絵作品は「交響詩篇エウレカセブン」シリーズ、「シャルロット・リーグ」シリーズなど。
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